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七、王子さまの恋人












　スッキリとした気分で目が覚めて勢いよく起き上がり両手を天井に突き上げて伸びをする。

「うん。今日から頑張ろう！」

　シャワーを浴びて学舎へ行く支度をする。

　休んでいたときも、朝食と夕食はアルと一緒に食べておりいつもの時間に自室を出る。

　居間ではアルは双子の兄弟と話をしていたが、私の姿に優雅な所作で彼は立ち上がる。

「リン、学舎へ行くのかい？」

　私の制服姿に戸惑いの表情を浮かべているアルに違和感を覚えた。

　どうしてそんな顔をするの……？

「いつまでも休んでいられないから」

　テーブルに歩を進め、いつもの席をフェルが引いて座らせてくれる。

「そうだが勉強はフェルが見ているだろう？」

「うん。でも、日にちが経ってしまうと行きづらくなるから」

「アル、いいんじゃないか？　本人が立ち直って行きたいって言っているんだから」

　珍しく援護射撃をしてくれたのはエルだ。

「エル！」

　珍しくアルは声を荒げ、フェルが穏やかに口を開く。

「すでに我が国の王子の恋人と学院中の誰もが知っています。あからさまにリンさまに手を出す者はいないでしょう」

　フェルも私が授業に戻るのは賛成みたい。

　ふたりに賛成されてしまいアルは渋々了承するが、私は当惑している。

　どうして復学するのをアルは懸念しているの……？






　徒歩ではなくアルの専用車に乗って学舎へ行くのは躊躇われるが、アルに強く言われて仕方なく後部座席に乗り込む。

　隣に座ったアルは不機嫌そうで口を開かない。食事中もほとんど口を利かず、なにかを考えている様子だった。

　私に行ってほしくない理由が知りたい。嫌がらせ行為があるかもしれないから？　ううん。王子の恋人に堂々と嫌がらせできる人なんていない。行けばわかるかもしれない。

　瞼を閉じているアルに心配だけはかけないようにしようと心に誓った。

　五分ほどで学舎の入り口に到着し、助手席のフェルが先に降りる。続いて私が降りようとすると、アルが手を掴む。

「アル？」

「リン、今日あったことはすべて包み隠さず話してもらうからね？」

「うん。ちゃんと話すからそんなに心配しないでね？」

　にっこり微笑んだ瞬間、アルの顔が傾き唇にキスを落とされる。

　車の窓ガラスにスモークが貼られていてよかった……。

　周りには生徒たちがいるのがわかったけれど、その方向へ視線を移す勇気がない。

　胸を高鳴らせている間に、キスを仕掛けたアルが先に車外へ出る。

　急いで私も車から降りて地面に足を着けた私の手をアルは握って歩き始めた。

　手を握られるとは思っていなくて、内心ではあたふたしており顔を上げられない。

　こうやってアルは私を守ろうとしてくれているんだよね？

　彼の気持ちがじんわりと響き、俯いていた私は勇気をもらった気がして顔を上げた。

　アルと目が合い、彼は微笑みを浮かべる。その笑みは周りの女子学生が卒倒しそうなほどの破壊力でため息が聞こえてきた。






　アルは教室の入り口まで私を送り届け、後ろから付いてきていたアーレ兄弟のうちのエルがその場に残る。

　私が教室のドアに手をかけようと伸ばした横からエルの腕が伸びて先に開けられた。

「行かないんですか？　行っちゃいましたよ」

「俺が出ていったらアルが来るぞ？」

「そんな……」

「我慢しろ」

　私は小さくため息を漏らして、教室へ入室した。その途端、その場にいた生徒たちのざわめきが聞こえてくる。

　しかし、そのざわめきはふいに止まった。

　私の後ろからエルの姿を認めたせいだろう。この分だと私に何かしようなんていう人はいないかも。

　そこで落書きされた机を思い出す。だいたい教室の席は決まっている。私にはあの落書きされた机が残されているだろう。

　覚悟して席に向かうと落書きされた机はなかった。

　あれ……？　ここじゃない……？

　辺りを見回しても落書きされた机は見当たらなかった。

　誰かが新しいものに替えたのだろうか。

　とにかくあのひどい落書きの机を見なくてホッと安堵した。

　これなら気分よく講義を受けられそう。

　私がきれいな机に胸を撫で下ろしている間に、生徒に椅子を持ってこさせたエルは、一番後ろのドアの近くに自分の居場所を構え膝の上でノートパソコンを開いている。

　本当に講義中いるつもりなんだ。

　カバンから教科書を出して準備をしていると、机に影が落ちた。顔を上げた先に、以前私の腕にわざとぶつかった女生徒が立っていた。

「リンさま、もうお加減は大丈夫なのですか？」

　彼女からリンさまと呼ばれ笑みを向けられた私の顔がこわばる。

「……はい、もう大丈夫です」

「それはよかったですわ」

　ぎこちない返事をする私に、彼女の笑みはますます深まり戸惑う。

「お休みになった分で、わからない所がありましたらいつでも聞いてくださいね」

　そう言うと、彼女は自分の席に戻っていった。

　恐るべき王子さま効果と……あそこで目を光らせているエル効果？

　教師たちの態度も違っていた。

　私がいじめられていても見てみぬふりをしていたのに、至極丁寧に対応される。

　なんだか人間のご都合主義な一面を見てしまったみたいで嫌だな……。私なんかアルがいなかったら笑顔も向けられないのに……。






「どこへ行くんですか？　リンさま」

　いつもの口調とは違うエルは、講義が終わって教室を出ようとする私を呼び止める。

「ぇ……っと、ハンナに会いに」

　エルは軽く頷き、再びノートパソコンに視線を下ろした。

　ハンナのクラスに行くのも勇気がいるな……。

　廊下を歩けば生徒たちが頭を下げる状態で、私はどうしていいのかわからない。

　ハンナのクラスへ行き、教室の入り口から彼女を捜す。

「リンさま、誰をお捜しですか？」

　ドアのすぐ近くにいた女生徒が声をかけてきた。

「ハンナを」

「彼女はお休みです」

「お休み？　具合でも悪いんですか？」

「わかりません、何も聞いていないので」

　そう言うと一礼して行ってしまった。

　ハンナ……どうしたんだろう。会えると思って楽しみにしていたのに……。






　今日一日の講義が終わり、カバンに教科書をしまっている私の目の前にいつの間にかアルが立っていた。

「アル！」

「リン、もう帰れるかい？」

「それが……先に帰ってもらえますか？」

「どうかした？」

「寮に行ってハンナに会ってきたいんです」

「……リン、話があるんだ」

「話なら帰ってからで――」

　カバンを持ってアルから離れようとする私の腕が長い指に掴まれた。

「君が僕の話を聞いても、まだ彼女に会いたいと思うのならそうすればいい」

「それはどういう意味……？」

　アルは何の話をするというの？

「家に戻ってからにしよう。エル」

　アルが合図を送ると、エルが私のカバンを取り上げた。






「ハンナがどうかしたの？」

　アデル寮のアルの住居に戻り、居間に入ると待ちきれずに尋ねる。

「座って、落ち着いて聞いてほしい」

「落ち着いて聞いてって……？」

　ソファに浅く腰掛けると、いつもと様子の違う緊張したようなアルの顔へ視線を向ける。

「……窓ガラスに石を投げ込んだのは、ハンナ・カスペルなんだ」

「今……なんて……？」

　自分の耳を疑った。聞き間違いよね？

「石を投げ込んだ犯人はハンナ・カスペルだよ」

「嘘……」

　アルは犯人がハンナだって言っているの？

「そんなわけないよ！　ハンナが犯人だなんて、そんなことないっ！」

「リン、落ち着いて。もちろん彼女は学院の他の生徒に命令されて犯行に及んだが、やったことには間違いないんだ」

　昨日、エルがハンナを取り調べ、結論が出るまで寮で謹慎させたと説明される。

　エルは私がハンナの教室へ行くことを黙認した。彼女がいないと知っていて、私を彼女の教室へ行かせたんだ……。

　私は怒りを覚え、アルの横を通り抜けドアに向かおうとした手首が背後から掴まれる。

「リン、待つんだ！」

「放して！」

　私はアルの手を振りきり階段を駆け足で下り、玄関を開けた。その刹那、警報装置がけたたましく鳴る。

「リン！」

　アルの呼び止める声もかまわずに私はハンナのいる寮へ走った。

　寮の前に到着した私は荒く息を吐いた。久しぶりの全速力に呼吸が苦しい。

　気が急くけれど呼吸を整えながらゆっくりと階段を上がる。

　ハンナの部屋の前に立った私の足が震えていることに気づく。ドアを叩こうとする手も震えている。

　ここまで衝動的にやってきたけれど、ハンナに会うのが少し怖い気もあった。でも、アルも言っていた。ハンナは命令されてやったのだ。

　そう考えると、ハンナに申し訳ない気持ちに襲われた。すべては私のせいなんだ。

　震える手をギュッと握り、ドアをノックした。

　中からすぐにドアが開き、ハンナが顔を見せた。彼女の顔色は悪く、やつれているように見えた。

「リン……」

　私の顔を見るとハンナは気まずそうに視線を下へ逸らした。

「入って……いい？」

「……ど……うぞ」

　私を部屋に入れるためにハンナは身体を横にずらした。

「ハンナ……」

　何から言えばよいのか戸惑うが、下唇をギュッと噛んでから口を開く。

「……ハンナ、石を投げたって本当？」

　俯いていたハンナが何かを決心したように顔を上げた。

「……ええ、そうよ。リン、謝って済まされることではないけれど、ごめんなさい。本当にごめんなさい」

「ハンナ……」

　彼女の目から大粒の涙が頬を濡らしていた。

「リン、ごめんなさい。どうしても断れなくて……」

　誰かに命令されてやった……涙を流すハンナに私は彼女が可哀想になった。

　強者が弱者に命令……きっとハンナは命令を聞かなければ私と同じ目にあっていたに違いない。

　彼女の行動は私のせい。

　私にはアルがいたけれどハンナには……。

「ハンナ……ごめんね。もういいんだよ？　すべては私のせいだから……」

「リン！　どうして簡単に許しちゃうの!?　私はあなたにひどいことをしたのよ？　あのせいで眠れなくなったって聞いたわ。ひどいことをした私を許してはだめなの」

「ハンナ、十分に苦しんだんでしょ？　私が一番ハンナのことをわかっているんだよ？　仕方なくやったんだって」

「リン……」

　ハンナに両腕を伸ばして震える身体を抱きしめ、私の肩で泣きじゃくるハンナの髪を撫でる。

　周りを見る余裕ができて撫でる手が止まる。

「ハンナ……？　なんで荷造りしているの？」

　机の上の物がきれいに片づけられており、いくつもの段ボール箱が床に置かれている。ベッドの上にはクローゼットから出したと思われる大量の服。

「私がバカだったの。結局は大学を辞めなくてはならないのなら、リンに怪我させないで狙われていることを話して辞めればよかった……本当に私って愚か者だわ」

「ここを辞めるの……？」

「当たり前じゃない。王子さまの恋人に怪我をさせたのよ？　この大学に残れるわけがないじゃない」

「そんな……ダメだよ！　辞めないでいいのっ！」

　それに自分のせいでここを辞めることになるのだけは嫌だ。

「昨日、自主退学するように言われたの」

「自主退学!?　アルの指示ね！　私、話してくる！」

　ハンナの手を離してドアに向いた途端、足が止まる。

「アル……」

　アルがドアの所に立っていた。後ろにいるのは双子の兄弟。

「リン、急に飛び出したら心配するだろう？」

　アルは険しい表情で部屋の中へ入ってきた。

「ハンナを辞めさせないで！」

「リン……」

「そんなの絶対にダメなの！　すべては私のせいなのに！」

　アルは口元をキュッと引き締めたまま返事をしてくれない。

「お願いっ！　アルっ！」

　アルの指が私の顔に触れ、指の腹で涙が拭われる。

「泣かないで。リンのせいではない……すべては僕の責任だ……早く対処していれば、このようなことにはならなかったのかもしれない」

「アル……」

「ハンナ・カスペル。君はこの学院に残りたいのか？」

　アルは私からハンナへ視線を向けると、無表情の顔で尋ねる。

「アルっ！　そんなの決まっているっ！」

　言葉が出てこないハンナの代わりに強く言う。

「リン、彼女に聞いているんだ。ここに残りたくないのなら話は無駄になる」

「アル……？」

「アルフォンスさま、残りたいです」

　ハンナは顔を上げて、アルと視線を合わせるときっぱり言った。

「……わかった。では、これから君は僕の名のもとに力を尽くしてリンを守るんだ。それがここに残る条件だ」

「アルフォンスさま……」

　私は飛び上がらんばかりに喜び、ハンナは当惑している。

「ハンナ！　よかったねっ！　残れるんだよ！　けれど私を守るなんて必要はないんだからね」

　彼女に駆け寄り嬉しくて抱きつく。

「いいのですか？　本当に残ってもいいのですか？」

　涙で濡れた顔を拭いたハンナはアルに確かめる。

「僕はリンには弱くてね。君を辞めさせたら口を利いてもらえないどころか、日本へ帰ってしまいそうだ」

　アルの厳しかった表情がフッと和らぐ。でも、笑うまでには至っていない。

「私、絶対にリンさまを守ります」

　ハンナは片手を胸にあててアルに誓う。

「ハンナっ！　守らなくていいのっ！　それにリンさまなんて言わないでっ！」

「でも……」

「呼び方はリンがかまわないのならいい。リン、守ると言っても身体を張ったりしてほしいなんて思っていない。君がこの大学で有意義に過ごせるように手を貸してほしいということなんだ」

　アルは私の頬に長い指で触れ、端整な顔に微笑みを浮かべる。先ほどまで厳しく、私でも怖い印象を受けたアルは甘い笑みで私を安心させてくれた。

「私にやらせてください」

　ハンナは決心したようにきっぱり口にした。






　翌日の朝食の席でハンナはアデル寮へ引っ越しが決まり、エヴァさんと同室になったとアルから聞かされた。

　近くにいてくれるとわかって嬉しかった。距離が縮まった感じだ。

「アル、いろいろありがとう。私幸せよ」

「これからもずっと幸せでいないとだめだよ？」

　朝から笑顔と優しい言葉に、私の顔は真っ赤になっているに違いない。

「……はい」

　そこへエルがファイルを持って近づいてきた。近づく方向が、アルにじゃなくて……私の所。

　何だろうと隣に立った彼を仰ぎ見る。

「お幸せのところ、水を差すようで申し訳ありませんが」

　そう言って差し出された一冊のファイル。訳もわからずファイルを受け取ってアルを見る。

　アルは申し訳なさそうな表情で私を見ていた。

「これは……？」

「これからリンさまが勉強しなくてはならない内容です」

「お勉強……ですか……？」

　勉強なら講義でやっているのに……と、こわごわとファイルを開いてみる。

　一枚目は一週間のスケジュールが事細かに書かれている。朝から十五時までは学舎で講義を受けて……その後、ダ、ダンスぅ～？　ダンスって、ダンスって……きっと……。

「リン、それは提案なんだ。だからできないものはやらなくていいんだよ」

「アル！」

　優しいアルの言葉にエルが顔を顰めて声を荒げる。

「そういうわけにいかないのは、アルが一番知っているのではないですか？」

　その様子に私はふたりの顔へ視線を行き来させる。

「毎日こんなスケジュールではリンの身体が壊れてしまう」

　へっ!?　私の身体が壊れる……？

　私はもう一度、ファイルに目を落とす。

　ダンス、乗馬、フェンシング？　マナーに、英会話に……ドイツ語、イタリア語ぉ？

　それにピアノに声楽って……私にはついていけない……。

「こ、これを……全部……私が……？」

「むろん、アルの恋人として認められたいのならこれくらいはほんのさわり程度」

　エルは当たり前のように口にするけれど……こんなことをしなくてはアルの恋人として認められないの……？

「エル、うるさいぞ。リン、嫌ならやらなくていいんだ」

　私のところにやってきたアルはファイルを取り上げて閉じる。

「アル！　甘すぎるのは彼女のためにならない」

「エル、今はまだ恋人になったばかりだ。リンにプレッシャーを感じてほしくないし、いろいろ押しつけるのはリンの個性をつぶしてしまう」

　向き合うふたりに険悪な雰囲気が漂っている。

　私は近くでお茶を淹れているフェルに助けを求めるように見る。

　すると、フェルが口を開いた。

「リンさまはどうお思いなのですか？」

　私に話を振られるとは思ってもみなかった……。

　三人の目が私に集中している。

　私の考え……。王子さまであるアルの恋人としてやっていくには必要なことだと思う。

　……アルに迷惑をかけないためにも頑張ってやるしかない。

「わ、私……やってみます」

「リン！」

　端整な顔に眉根を寄せたアルは、私の両肩を掴んで顔を覗き込む。

「アル、彼女も必要だと感じているんですよ。それでなくても欠点だらけの恋人なので」

　エルは最後のセリフのところで私に鋭いまなざしを向けた。

「エル！　今度リンに失礼なことを言ったらお前でも許さない！」

　アルが声を荒げて私はびっくりしてしまった。

　私はエルから嫌味を言われても気にしていなかったから、アルの怒りに当惑した。

「エル、お前が失礼だ。アルフォンスさまがお怒りになるのも無理はない」

「はいはい。リンさま、失礼いたしました」

　適当感を否めない謝罪をすると、エルは部屋を出ていった。

「本当にすまない。あとできつく言っておく」

　アルは出ていったドアに向かって大きなため息を吐くと私に謝る。

「いいんです。本当のことだし……」

「いや、欠点だらけなんかではない。僕にとっては最高の恋人だよ」

　エルのひどい言葉を補うようにアルは優しく微笑んだ。

















八、認められるために












　アルにふさわしい女性だと少しでも周りから認めてもらうために、スケジュールに沿って大学の講義後、家庭教師が付き自室で勉強している。

　ドイツ語やイタリア語を学び始め、毎日多忙を極める生活になってしまいヘロヘロだ。フェンシングはもう少し落ち着いたらということで、今は習わなくてよくなった。

　やるだけやらなきゃと、自分を奮い立たせ二週間が経った。

　今日はソシアルダンスの初めてのレッスン。

　ダンスの先生は外部から呼んでおり、アデル寮のボウルルームを借りてレッスンをする。

　最近のアルは公務で忙しくてほとんど会えず、フェルも背の高い年配の先生の紹介が終わると慌ただしく出ていってしまった。

　先生とふたりきりになってしまい、心細くて広いフロアに目を泳がせていた。

「まったくの初心者だとお聞きしました。二ヵ月後の学院のパーティーまでに踊れるようになるには努力が必要ですよ？」

　先生は私を励ますように笑みを浮かべて言う。

「はい。よろしくお願いします」

　そこへエヴァさんとハンナが入ってきた。ふたりは先生にお辞儀をして隅の椅子に腰掛ける。

「ハンナ……」

「リン、しっかりね」

　ハンナに手を振って応援され、私は心細いものの笑みを浮かべた。

「では始めましょう。まず立ち方です」

　先生は容赦なく私の背中をグイッと押して胸を開かせ、顎を若干上に持ち上げる。

「そうです。きれいです。ではステップを始めましょう」

　ワルツの足の運びを、動きを入れながら先生に教わるが、簡単に習得できるものでもなく、生まれて初めての社交ダンスに足を動かすだけで精いっぱい。

　何度も先生の革靴を踏んでしまった。ヒールが高いから踊っているとバランスが崩れて転びそうになるし……。私は社交ダンスに向いていないのだ。

　そんなことを考えていると、先生の手がグイッと腰と腕を引き寄せる。

「もっと集中してください」

「は、はい……」

　おろしたてのヒールのせいで、踵の上の部分が靴擦れしてひりひりしている。

　初日からくじけそうでため息が出てしまいそうだった。

　もう足の感覚がなくなる……と思ったとき、先生が「今日はここまでにしておきましょう」と言われ、ホッと胸を撫で下ろした。

　その日からカリキュラムに沿って、大学の講義のあと、ダンスにマナー、英会話など詰めに詰められた科目をこなしていく。

　私も忙しくなったけれど、アルも公務に出なければならないようですれ違いの日々が続く。

　当然、アーレ兄弟もお付きでいなくなるのだろうと思っていたら、彼らはアルに同行せずに残った。

　アルの指示で残ったのか、自ら監視役を買って出たのかはわからないけれど、講義中はいつも教室にいてノートパソコンを開いていた。

　エルによるとアルは今クレーメンス国にいないのだそう。

　どこかの国の王子の結婚式があるから祝辞を述べに海外に出かけているって。

　ここにいないのも寂しいけれど、海外にいると知って胸が痛いくらいつらく感じてしまう。

　別れなければならなくなったとき、私はアルから離れられるのかな……。

　最近はこのことばかり考えてしまう。

　まだアルを知り始めたばかりなのに……。






　一週間後。

　朝の目覚めはすこぶるよかった。その理由はアルが戻ってくるからだ。それに個人レッスンは乗馬だけ。英語とイタリア語の授業はないし、ウキウキした気分だった。

　学舎で講義を受けた後、学院の馬場へエルと赴く。

　馬に乗るのは何週間ぶりかな……。

　エルが綱を引いて連れてきたのは白馬だ。

「可愛いっ」

　長いまつ毛に真っ黒で大きな瞳を持った白馬を見て思わず漏らした言葉だった。

　シェリーを思い出してしまう。毛並みは違うけれど似ている。

「学院の馬はすべておとなしいが油断はするなよ。お前はド初心者なんだからな」

　エルのいつもに増して厳しい顔に、私はコクッと頷く。

　気をつけないといけないのはわかっているけど、口数が減らないな……。

「はい。この子の名前は？」

「そんなのは知らん」

　腕組みをしてそっけない言葉にため息を吐きたくなる。

　厩舎の飼育員が二頭の馬に鞍をつけ終え、私たちは騎乗した。乗馬はエルが教えてくれるらしい。

　馬場を二周ほど常足で歩かせ、広い牧草地へ出る。

「馬だけはまあまあいけてるな」

「馬だけはって、余計です」

　シェリーに乗っていた感覚が次第に戻ってきて楽しかった。

　白馬は俊敏で走らせても安定感がある。私は頬に当たる風を楽しんでいた。

「お前、スピード出しすぎ！」

　追ってくるエルが注意をする。

　え？　スピード出てる？

「おい！　小娘！」

　そんなにスピードを出しているつもりはなかった。白馬は水を得た魚のように牧草地を駆け回り、制御できない。このまままっすぐ行けば柵だった。

「っ！」

　急いで回避しようにも頭の中は真っ白で、白馬の上で身を固くする。

　柵が近づいているのに白馬はスピードを落とさない。

　ぶつかるっ！

　私は手綱を一生懸命引いた。だけど、止まるどころかバランスが取れなくなって白馬の背にしがみつく。

「きゃーっ！」

「リン!!　そのまま動くんじゃない！」

　ぇ……アルの声……？

　確かめたくても落ちそうでしがみついたまま顔を起こせずにいた。

　アルが私の後ろに飛び乗り、次の瞬間、私はふわりと浮遊感を覚えた。続いて少しの振動を身体に感じた。

　白馬の駆けるスピードが遅くなったのがわかった。

「……よかった。もう少しで大怪我をするところだった」

　頭上でアルの安堵する声が聞こえた。

　たてがみに埋めていた顔を上げた私をアルが覗き込んでいた。

「……アル」

「まったく無茶をする子だ……」

　ショックから覚めたアルは怖い顔で私を見る。

「あのまま行っていたら柵にぶつかるか、振り落とされて首の骨を折っていたかもしれないんだぞ？」

　いつものような笑みがないアルの顔は青ざめ、見たことがないほどの怖い顔をしている。

「ごめんなさい」

　風を受けて走るのが気持ちよくて調子に乗ってしまい、後悔でシュンとなる。

　すぐ近くで馬のいななきが聞こえ、エルがやってきた。

「アル、リンさまはショック状態だ。連れていけよ」

「そうするよ」

　アルは私を腕の中に囲うような態勢で馬を馬房へと走らせた。

　背中に伝わるアルの心臓の音、ドキドキと大きく速い気がした。途端にとてもいけないことをしてしまったんだと強く認識した。

　馬房の前で白馬から降ろされ、小刻みに震えて足元のおぼつかない私を、アルは支えてフェルの待つ車へ向かった。






「アル、ごめんなさい」

　居間のソファにドサッと座って頭を抱え込んでしまったアルに声をかける。

　何も言ってくれないと不安になる……。

　アルの目の前に立ち、おそるおそる見つめた。十秒ほど経ったとき、おもむろに顔を上げた。

　気のせいか、いつもより濃く見える瞳で私を見つめる。

「はぁ……」

　大きなため息を吐くと私の右手をそっと両手で包み込んだ。

「何事もなくてよかった」

　大きなため息の後はいつものアルの優しい微笑みだった。

「……アル……本当にごめんなさい。助けてくれてありがとう」

「心配で君をひとりにさせられない……」

　グイッと手を引っ張られてアルの膝の上に座らされてしまう。

「間に合ってよかったよ。ほら、まだ心臓がバクバクしている。……十三歳の頃、目の前でほぼ同じような状況で落馬した女の子を知っているんだ」

　私の右手を自分の心臓の上へ導く。

「もう時間が経っているのに……」

　アルの心臓は早鐘を打つように大きな鼓動を繰り返していた。

「それほど君は僕を心配させたってことだよ。どうやって償ってもらおうか」

「ぇ……」

　先ほどの怒っている雰囲気はまったくなくなり、甘い雰囲気が漂い戸惑う。

　熱のこもったまなざしを見つめ返すことしかできない。

「……ァル？」

「リンからキスして」

　戸惑っているともう一度催促され、アルの少し薄い唇に軽く羽根のようなキスをした。

　アルの見つめる目が満足していないことを伝える。

「……だめ？」

「十日も待ったんだ。触れるようなキスでは満足できるはずがないだろう？」

　アルの手が私の後頭部に触れて自分の方へと引き寄せる。

　熱い吐息が重なった。

「んっ……」

　舌を絡め取られ、情熱的なキスはアルの気の済むまで続いた。






　夕食は久しぶりに賑やかになった。

　食後のコーヒーを飲んでいると、アルが電話に呼び出されて席を外す。

　いつもこの時間になるとかかってくる……忙しいんだね。

「おい、歩く爆弾娘」

　フェルもアルと一緒に席を外し、ふたりだけになるとエルが口を開いた。

「あ、歩く爆弾娘って私のことですかっ？」

「ああ。まだあるぞ。歩くトラブルメーカーに、救いようもないドジ娘。それに――」

　私をいじめるときだけ楽しそうな顔になるのは気のせいなのだろうか。

「もうけっこうです。今日のことは申し訳ありませんでした」

「ほう。ちゃんと謝れるじゃないか」

　楽しそうな顔から急に真顔になって私を見る。

「あれは私が悪かったから……」

「アルにこっぴどく叱られたんだぞ」

「そんな……ごめんなさい……」

　あれだけ怒っていたんだから、一緒にいたエルにも怒りの矛先が行くのは予想していたけど……。

「まあ、お前といると退屈しなくて済む」

　エルの言葉に耳を疑った。

　少しは認めてくれたのかなと、よい方向に取る。もともとポジティブな性格だし。

「あ、あの、アルが話してくれたんですけど、十三歳の頃同じような状況で落馬した女の子がいるって、その女の子は……？」

　そう聞くと、エルの顔色がさっと変わったのがわかった。

「腰の骨を折って治ったが、いまだに療養中らしい。お前は運がよかったな」

　ふいにエルは立ち上がって部屋を出ていってしまった。

　私、なんか嫌なことでも聞いちゃった……？






　学院の生誕祭のパーティーまであと一ヵ月。それなのに、私のダンスは進歩していない気がした。

　先生に注意されてばっかりだし、楽しくステップを踏んでいるといつの間にか先生の革靴を踏んでいたりする。

　私にダンスの素質はないみたい……。アルと踊るんだからみっともない姿は見せられないのに。もっと頑張らないとな……。

　今日は珍しく時間が空いて部屋でぼんやりしていた。

　ぼんやりするなら単語のひとつでも覚えろって、エルなら言いそうなんだけれど。

　アルは優しいからきついことを言うなんて想像ができない。

　そんなことを考えていると、ドアがノックされた。

「はい？」

　返事をするとエヴァさんが入室してくる。

「リンさま、ダニエラさまがいらしていますが」

「ダニエラさま？」

「はい。学院の女性の中でアルフォンスさまに一番近しいお方で、お父上はクレーメンス国の財務大臣、公爵令嬢です」

　ぼんやりしていた瞳を大きく見開き、慌ててベッドから飛び降りる。

「お会いになりますか？」

「何の用でしょう？」

「さあ……居間へお通ししておきますので」

　エヴァさんは部屋から出ていった。

　居間のアンティークソファに優雅に足を組んだダニエラさんが座っていた。

　きれいなワンピース姿で雑誌を読んでいる彼女は部屋の雰囲気と似合いすぎて思わず感嘆のため息を吐いてしまう。

　この方がダニエラさん……。

　気配に気づいた彼女はゆっくり顔を上げてすっくと立ち上がる。

「リンさま、突然申し訳ございません。ダニエラ・バウアーと申します」

「あ、り、リン・オリハラです」

　人形のようなきれいな人を間近で見て緊張してしまい、上ずりながら自己紹介をするとダニエラさんはクスッと笑みを漏らす。

「そのように固くならないでくださいな。リンさまにご挨拶に参りました」

「は、はあ……」

　何とも間抜けな返事をして、これではいけないと叱咤する。

　私はダニエラさんの対面のソファに腰を下ろす。

「小耳に挟んだのですが、リンさまはダンスレッスンをされているとか」

「はい。学院の生誕祭までに上達をしないとならないんですが……なかなか……」

　思わず本音を言ってしまう。

「正直なお方ですのね。時々はインストラクターではなくて学生とレッスンをされた方がよいかと思いますが」

「先生じゃなくて……ですか？」

「ええ。インストラクターはプロですからどうしても上手になったと思えないものです。学生と踊ったら、意外とご進歩されているのがわかるかもしれませんわ」

「学生と……」

　ダニエラさんの言葉になるほどと思った。

「私が学生を手配いたしますわ。でも、リンさまが男子学生とダンスをなさったと知ったらアルフォンスさまはよい気分でないと思いますからどうか内緒に」

「そうですよね……わかりました。よろしくお願いいたします」

　笑みを浮かべると頭を下げた。






　数日後、今日はアルの公務についてアーレ兄弟もいなかった。

　講義が終わり教室を後にし、出口に向かって廊下を歩いていると、向こうからダニエラさんが歩いてくる。

　凛とした表情で歩を進めるダニエラさんに行き交う生徒たちが頭を下げている。

「ダニエラさん」

「リンさま、ちょうどよかったわ。ダンスレッスンをこれから行いたいのですが、お時間はいかがかしら？」

　今日のダンスレッスンは先生の都合で中止になっている。

「大丈夫です」

「よかったわ。では、行きましょう」

　ダニエラさんは私の腕に手をかけて歩こうとする。

「あ、ハンナに伝えて――」

「誰かに伝えさせますわ」

　そう言われてしまうと強引に言えずに、ダニエラさんと歩き始めた。

　三階のボウルルームではひとりの男子学生が待っていた。アルより濃い金髪で身長はそれほど高くない。体格ががっしりして、ダンスをするように見えない。どちらかといえば運動選手のよう。

「リンさま、彼はクリスト・バーキン。今日は彼をリンさまのパートナーにお選びしました」

「リンさま、クリストとお呼びください」

「よ、よろしくお願いいたします」

　そこへダニエラさんのスマホが鳴った。

「ごめんなさいね」

　私たちに一言断ってから電話に出る。早口のフランス語で何やら深刻な顔になっていく。

「――ザさま。もちろん。私にお任せください」

　最後の会話だけが私の耳に入ってきた。

　会話が終わりダニエラさんは私に向き直る。

「リンさま、申し訳ございません。ちょっとした問題が起こってしまって戻らなければならなくなりました」

「え、じゃあ――」

　ダニエラさんがいなくなるのなら、今日はやめたいと言おうとしたところを遮られる。

「せっかくですからクリストとダンスをなさってください。クリスト、リンさまのことよろしくお願いするわね」

　私に有無を言わせず、ダニエラさんは彼に魅惑的な笑みを浮かべると出ていってしまった。

「リンさま、お相手願います」

　オーディオセットの置かれている場所から戻ってきたクリストさんに右手を差し出され、反射的に手を出す。

「……はい」

　ワルツの曲が流れて足を動かし始めた。

「お上手ですよ」

　緩やかなステップを踏みながら彼は褒める。そう言えば、先生よりも上手に踊らせてくれる感じだ。

　褒められて「よし！　調子が出てきた」なんて思ったとき、腰に回る手にグイッと力が入った。

　必要以上に身体が密着しているように思うのは気のせい？

　見上げると爽やかな笑みを浮かべた彼は私をくるっとターンさせる。

　気のせいだよね。

　そんなことを考えていると何度もターンをさせられ、足がついていけずにクリストさんの胸に倒れ込んでしまった。

「きゃっ！」

「申し訳ありません。リンさま、大丈夫ですか？」

　抱き寄せられて頭の上から心配そうな彼の声。

「はい、ちょ、ちょっと」

　密着している体勢に、慌てて彼から離れようとした。けれど私に回る腕の力は緩まない。

「クリストさん……？」

　顔を上げると突然彼の顔が近づいて、避ける間もなく唇が塞がれた。

「っ、いやっ！」

　彼の唇を避けようとすると、顎に手を置かれ執拗に密着し離れない。

　それどころか、唇を開かれて舌が口の中を動き回る。

「ん～～～～～」

　気持ち悪いっ！

　両手で彼の胸を叩くと、ふいに身体が床に投げ出された。

「痛っ……」

「これは失礼しました。リンさま、楽しませていただきましたよ。またいつでもお呼びください」

　抑揚のない口調で、呆然となる私に言うとボウルルームを出ていった。

　キスされた唇が気持ち悪く、吐き気に襲われてレストルームに駆け込む。

　今のは……？　なんだったの……？

　こみ上げる吐き気と戦い終わると、水で唇をごしごし洗う。

　うっ……。

　アル以外の男の子にキスされてショックだった。

　どうしてキスしたの？　なんで？

「ぅ……く……」

　自分があまりにも警戒心がなかったことを悔やみ、くやしくて嗚咽がこみ上げてくる。

「リン？」

　ドアの向こうで私を捜すハンナの声が聞こえた。

　ハンナ！

「リ～ン？　いないの？」

　パタパタと足音が近づいてくる。急いでタオルで顔を覆っても、こみ上げる嗚咽は止まらない。

　ノックの後にハンナが顔を覗かせたとき、私はまだ顔にタオルを当てていた。

「リン、いたのね。返事してくれなきゃ」

「……ハンナ」

　掠れた声しか出なかった。

「リン……？　泣いているの？」

　いきなり顔に当てていたタオルをはぎ取られる。

「どうしたの？　何があったの？」

　真っ赤に泣きはらした目、震える唇にハンナは目を瞠っている。

　今あったことを言わずにはいられなかった。ショックが大きくて何もなかったような振りはできない。

　さっきの出来事を話し終えて少し落ち着いた。

　逆にハンナは次第にすまなそうな顔になっていく。

「リン、そばにいなくてごめんなさい。私がいたらこんなことにならなかった……急いで来たのに……」

　ダニエラさんの使いの者がハンナの所へ来たのはかなり遅かったようだ。

「どうして私にキスなんかしたのかな……」

　突然、豹変した態度は不自然だった。

「どうしてって……リンなら誰もがキスしたいって思うわ。だけど……初対面でダンスも少ししか踊っていないのにキスするなんて変よね……」

「どうしよう……アルに言った方が――」

「ダメよ！　アルフォンスさまに言ったら大事になるわ！」

　私は困った。アルに隠しごとはしたくない。

「嫌われてしまうかもしれないわ。リンが男子学生とキスしたなんて知ったら」

　そうなのかな……。

「キスしたんじゃなくて、されたんだけど……」

「それでも一緒よ」

　隠すことは苦手だから本当はアルに話したかったけれど、話さないことにした。ハンナに言われたからではなく、何でもないことだったと思いたかった。

「リン？」

「……うん。話さない」

　もう考えるのはやめよう。

　私はもう一度顔を洗うことで忘れようとした。






　アルと登校するのは久しぶりだ。彼がいないときも専用車に乗って学舎へ行っていたけれど、隣にいてくれると安心できて嬉しい。

　学舎の玄関前に車が到着すると、いつものようにアルが先に降りて私に手を差し伸べてくれる。

　アルの手を借りて車を降りると学生たちが頭を下げている。驚くことに、その中に頭を下げずにじっと見つめている男子生徒がいた。

　視線を感じて見ると私の心臓が跳ね上がった。

　あの人……。

　昨日私に無理やりキスをしたアイツだった。彼は私の目と合うとニヤッと笑う。

　途端に心臓がバクバクしてきて、アルへと視線を泳がせるとアーレ兄弟と話をしていて気づかない。

　息が苦しくなってわからないように浅い呼吸を数回する。

　なんなのよう！　意味ありげに笑うなんて。

　まるで挑発的な笑いで許せない。昨日はびっくりして何も言えなかったけれど、謝ってほしい。

「リン？」

　考え事に耽ってしまっていた私はアルの声にハッとなる。

「考え事？」

「えっ？　ううん。じゃあね、アル」

　いつものように別れて教室に向かおうとすると、手首が掴まれた。

「今日は時間があるんだ。教室まで送るよ」

　アルが微笑んだ瞬間、周りから悲鳴のような声が聞こえる。ほとんど学舎では無表情でアルの微笑みはレア物らしい。

「今夜は議事会があって戻れそうもないんだ」

「うん。聞いてる」

　アルはお昼から出かけてしまう。夕食を一緒に食べられず寂しいけれど、それよりも最近忙しすぎるアルの身体が気になる。

　アルが去り教室に入ろうとしたとき、私の目にまたあの男子学生が映った。壁に寄りかかり先ほどのようにニヤニヤして私を見ている。

　またいる……。四年生の教室はこの上なのに……。

「……ハンナ、アイツがいるの」

　いつの間にかそばに来ていたハンナに小声で伝える。

「アイツ？」

「昨日の……」

「え？　本当？　どこ？」

　ハンナが視線を学生たちに向けると、彼は背を向けた所だった。

「もしかしてクリストさまのことを言っているの？」

「知ってるの？」

「もちろんよ。女生徒が目の色を変えるほどの人気よ？」

　貴族で次男坊の美形の彼は気楽な身分で、彼と結婚できれば贅沢な生活が保障されると、人気の男子生徒だとハンナに教えられる。

　気楽な身分だけに女遊びも激しいと噂されていると。

「みんなおかしいよ！」

　どうしてあんな男なんか人気があるのかまったくもってわからないっ！

「リン、とりあえず気にしないのがいいわ。アルフォンスさまに溺愛されているリンに興味があったのかもしれないし」

「……うん」

　そう返事をするも、まだモヤモヤした気持ちに襲われていてスッキリしなかった。






　すべての講義が終わるとハンナに聞いていた彼の教室へ向かった。

「リンさま、誰をお捜しでしょうか？」

　近くにいた男子生徒に聞かれる。

「あ、あの……クリストさんを……」

　すると、男子学生は意外だと言うような顔をしてから教室の中に向かって友人たちと談笑していた彼を呼んだ。

　会話中だった彼は入り口に立つ私を見ると口元に笑みを浮かべやってきた。

「これはリンさま。何か御用でございますか？」

　楽しそうな表情は変わらず、茶化したように言う。

　なぜキスをしたのか問い詰めるつもりだったけれど、腹立たしくなって足が先に出ていた。

　彼の足を思いっきり蹴とばすと「うっ！」と声を上げ、私に蹴られた脛を押さえる。

「昨日のお返しよ！」

　身を屈め痛がる彼にかまわずその場を離れた。

　階段を下りていると、下からやってきたエヴァさんとばったり会う。

「リンさま、どこへ行かれていたのですか？　お捜ししました」

「ぁ……ごめんなさい　ちょっと用があって……」

「上級生の階にですか？」

　エヴァさんの美しい顔が怪訝そうになる。

「御用はお済みですか？」

「はい。もうスッキリしました」

　アイツの足を蹴とばしたことで気持ちがスッキリした。

「では参りましょう。時間に間に合わなくなります」

「時間に間に合わなくなるって？」

　今日はこの後、マナーレッスンでまだ一時間以上もあるはず。

「アルフォンスさまから何もお聞きでないのですね？」

「う、うん……何があるんですか？」

「採寸とデザイナーの打ち合わせです」

　急ぎ足のエヴァさんを追いかけるように足が小走りになる。

「採寸って、なんの？」

「生誕祭のドレスですわ」

「そんな、デザイナーさんと打ち合わせだなんてわからないです」

　ドレスなんて生まれてから一度も着たことがないんだから困るよ……。

「デザインはアルフォンスさまがお決めになるそうですので、リンさまはご希望だけをデザイナーにお申し付けください」

「は、はぁ……」

「気乗りしないリンさまが信じられませんわ。素敵なドレスを作っていただけるのですから、女子なら大喜びですわよ」

　エヴァさんは珍しく饒舌で、私を急ぐように促した。






　住居に戻ると母親くらいの年齢の女性と助手らしき女性のふたりが待っていた。挨拶を済ませ、さっそくふたりは私の身体の寸法を取り始めた。

　なんだか包み隠さずに私を知られるようで恥ずかしい。私は人形のように両手を水平にして言われるままに動く。

　ほとんど話をせずに採寸を終え、デザイナーは私にデザインの希望はあるかを尋ねる。

　希望と言われても、今までドレスを実際に見たことがないのだから、何も言えない。

　アルが決めてくれるってエヴァさんは言っていたから任せよう。

　私の身体の寸法を測り終えた彼女たちは帰っていった。

「すごいわ。リン。あの人、有名デザイナーのアンヌ・シャモーよ。あの人に仕立ててもらえるなんて羨ましいわ」

　見送って戻ってきたハンナが羨ましそうだ。

「アンヌ・シャモー……」

　私にはまったく聞いたことのない名前だった。

「なかなか引き受けないって聞いているわ」

　ハンナはその日、ずっと私にも作ってもらえたら天にも昇る気持ちなのにと、ドレスに関心のない私に、あのデザイナーがいかにすごいのかを言い続けていた。






「おはようございます」

　いつものようにダイニングルームに入ると、コーヒーポットを持つフェルとあくびをかみ殺しているエルがいた。

　お城に泊まるのかと思っていたけれど、ふたりがここにいるってことは、昨晩遅くに戻ってきたんだ。

　アルに会えると思うと顔が緩む。

「おい、魔女。ずいぶんご機嫌だな」

　上機嫌になった私にエルが不機嫌そうな顔を向ける。

「え？　え？　魔女？　それって私のことですか？」

「お前の魔女っぷりのせいで、真夜中に戻ってきたんだぞ？」

「魔女っぷりって、わからないんですけど……」

「アルを夢中にさせる魔法をかけただろう？　遅い時間に城に泊まらず戻ってくる理由が思いつかないからな」

「夢中……ですか？」。

「エル、リンさまをからかうのは止めるんだ」

　フェルがサラッとたしなめた所へ、爽やかな雰囲気を纏ったアルが入ってきた。

「おはよう。リン」

　立ったままの私の隣に来ると、腰を屈めて頬にキスして椅子に座らされる。

　着座してすぐにフェルがカップにコーヒーを注いでくれる。

　朝食を食べ始めた所でドアがノックされた。

　エヴァさんとハンナだった。

　私を見るハンナは何か言いたそうで、どうしたんだろうと小首を傾げる。

　アルに近づいたエヴァさんはいきなり頭を垂れる。

「申し訳ございません」

「エヴァ、何をいきなり謝るんだ？」

　いきなりエヴァさんに跪かれたアルは鋭い瞳を向ける。彼女のただならぬ様子にアーレ兄弟も椅子から立ち上がる。

「どうしたのですか？　エヴァ」

　フェルが彼女を立たせる。エヴァさんの手に数枚の写真が握られているのが見えた。

「エヴァ、それは？」

「驚かないでください……」

　差し出された写真を受け取り、目にした瞬間アルの顔がこわばる。

　青ざめるハンナの様子にアイツのことが思い出された。

　アルの手を覗き込んだ瞬間、私は愕然となる。

　写真は三枚あった。どれも私がアイツにキスされている写真。

　眩暈と吐き気に襲われ、身体がふらつく。

「リン！」

　ハンナに支えられ震える脚をどうにか立たせる。アルは困惑しているようで、額に手を当て考え込んでいる。

　そこへエルが近づき、アルの手元を覗き込んだ。

「いったい……」

　エルは驚きハンナに支えられている私へ鋭い視線を投げかける。

「アル……」

　私は戸惑いの声でアルを呼ぶ。

　なにか言わなければ……。

　でもその先は舌が貼りついたように出てこない。

　一瞬の静寂のあと、アルの手から写真を奪ったエルが肩を怒らせて私に向き直る。

　パシッ！

　持っていた写真を顔に叩きつけられた。

「きゃっ！」

「エル！」

　穏やかなアルの声ではなく、冷たく空気でも切れそうなほどの声が響く。

　エルはその声にも動じずに私に冷たい瞳と向ける。

「お前！　何やってるんだ！　アルがいない間に他の男と浮気するなど最低な女だな！」

「違うのっ！」

　全身が大きく震え、バカみたいに頭を何度も振る。

「エル、ただのいたずらだ。合成されたものに違いない。リン、気にしなくていい」

　震える私を安心させるような柔らかい話し方。アルは私を信じてくれる。

　けれど……これは本当にあったんだ。本当のことを言わなければ。

「リン？」

「ごめんなさい！　本当なの！　ごめんなさい！」

　信用してくれたアルの驚いた顔を見ていられなくてその場から逃げ出した。

「リン！」

　呼び止めるアルの声は頭の中が真っ白になっている私に聞こえなかった。

　アルに申し訳なくて……顔を見られなくて衝動的に出てきてしまった。

　こんな写真を撮られていたなんて……悔しいよ……。

　私の手にはあの男とキスしている写真が一枚。手のひらの汗でくしゃくしゃになっている。

　最初に考えたのはあの男に文句を言いに行くこと。だけど今行けば、周りにいる学生に注目を浴びてしまうと足が止まる。

　アデル寮を出た私が行くところなんてなかった。しばらく森を歩き回ってもこみ上げる怒りは収まらない。

　それと同時にアルに嫌われてしまったかと思うと身を切られるようにつらくて……やっぱりこの写真は強引にキスをしたと説明してもらおう。

　誰が見ていてもかまわない。

　ひとり頷くと学舎に足を向けた。私はアイツのいる教室へ向かった。

　学舎に入ってから生徒たちの視線が痛い。

　みんなが知っているみたいだ……。

　ひそひそと私の方を見ながら話している。

　下唇をギュッと噛みしめて、気にしないよう階段を上がる。

　前回のように入り口でなんて捜していられない。

　まだ時間は早いが、上級生のクラスの中に入るとあの男を目で捜した。

　いた！

　私が見つけたと同時に、アイツも話をしていた友人に教えられたようで振り返った。

「これは嬉しいですね。わざわざ会いにきてくれたのですか？」

　親しげに微笑み近づいてくる姿に、はらわたが煮えくり返る。

　彼が私に近づくと、周りの話し声がピタッとやむ。

「来たくて来たんじゃないです！　この写真はどういうつもりなんですか!?」

　握りしめて丸まった写真を彼の顔の前に突き出す。

「あぁ。君がアルフォンス王子と俺とで二股かけていたことがこれでばれちゃったね。仕方がないよ。俺は君を愛しているんだから。愛する君をアルフォンス王子に取られたくないんだ」

「な、何を言ってるのっ!?　あなたとは一度しか会ったことがないのにっ！」

　肩に手を置かれそうになって、さっと身をかわす。かわされた彼の口から小さく舌打ちが聞こえた。

「ここでは落ち着いて話ができないな。こっちへきて」

　顔はにっこり笑っているけれど、心の中は何を考えているのかわからない人だ。

「いやよ！　みんなが聞いている前で話しましょう。私はあなたのことを何とも思っていないし、これは無理やりし――」

「リンさま」

　フェルの声に私の言葉が止まる。

「リンさま、これ以上失態はなさらぬように」

　耳元でフェルが言う。

　失態……？

　その言葉が矢のように胸に突き刺さる。

　周りを見ると教室にいる生徒たちは興味津々の顔で見ていた。

「リン、ここはフェリクスさまにお任せして行きましょう」

　ハンナの腕が肩を抱き寄せる。

　彼の言葉にショックを受けた私は茫然自失となってハンナに連れていかれるまま歩いた。

　ハンナがふいに立ち止まった。我に返ると学舎の見覚えのあるドアの前だった。

「ハンナ……」

「リン、あのときのことはすべてアルフォンスさまに話したから、もう大丈夫。リンのこと、ご自分でお捜しになろうとしたんだけれど、フェリクスさまが、表に出れば彼女の思うつぼだからって。アルフォンスさまはこの部屋にいるわ」

　ハンナがギュッと抱きしめてくれる。

　ハンナの言う彼女が誰なのか気になったけれど、このドアの向こうにアルがいると知り、まずは説明しなければと思った。

「リン、ごめんね。私が余計なことを言ったから」

「ハンナのせいじゃないよ……」

「入って。アルフォンスさまがお待ちかねよ」

　そう言って、艶のある木製のドアをノックした。すぐに内側からドアが開き私を見て、アルがホッとした顔になった。

　手を引かれ私だけが部屋の中へ入った。

「……アル……ごめんなさい……」

「いきなり出ていくから心配したよ」

　アルの腕の中にすっぽり包まれる安心感。

「ごめんなさい……」

「そのごめんなさいは、飛び出して心配させたごめんなさい？　それとも他の男とのキスにごめんなさいかな？」

　優しく、少しおどけたような話し方に胸が詰まる思いだった。

「全部に……」

　それがやっとで、涙を堪えようと必死に唇を噛みしめる。

　スッと身体を引き離され、ひどい顔をした私をアルの瞳が捉えた。

「……リン、つらかったね。写真は気にしなくていい」

「……何をやっても……私はアルにふさわしくない……」

　アルの優しい言葉に、とうとう堪えていた涙がこぼれた。

「何を言っているんだ！　君は悪くない。君を間接的に傷つけているのは僕だ」

　アルは私をそっと抱きしめ、涙が止まるまで背を撫でていてくれた。






　学舎のチャイムが大きく鳴った。その音にビクッとして私は身体を起こした。

「ぁ……」

　いつの間にか泣いたまま眠っていたようで、今は部屋にアルだけでなくアーレ兄弟もいた。

　慌てて立ち上がる。泣いたせいで瞼と頭が重い。きっとひどい顔をしているに違いない。

「リンさまのせいで大変だというのによく寝ていられますね？」

　エルの厳しい声が部屋に響いた。

「エル、話は終わったんだ」

　アルはエルを窘たしなめるが、彼はそれを遮って私に冷たい視線を送り、口を開く。

「リンさま、無意識でアルフォンスさまに心配をかけさせているようですが、アルフォンスさまは我が国の大事な王子。恋人になるのならすべてにおいて裏で支えるべきです。それでなくてもアルフォンスさまはたくさんのものを抱えておられるんだ。気が強いだけではこの世界ではやっていけませんよ」

　まるでフェルのような口調のエルだ。

　馬鹿丁寧な物言いに私は思い知らされる。

「エル！　お前何を言っている！」

　アルはソファから立ち上がり、庇うように私の前に立つ。だけど、エルの怒りは収まらない。

「無防備に男とふたりだけになるシチュエーションを作ってしまうあなたにイライラする」

「エル！　黙れ！」

　その刹那、アルはエルに近づき彼の胸ぐらを掴むと、右手を拳にして頬を殴った。

「きゃーっ！」

　荒々しいアルに驚いて動けなかった。床に肘をついて倒れたエルは手の甲で口を拭う。口の端が切れて血が出ている。

「リンに謝れ！」

　だけど、アルの怒りは収まらず拳を握ってエルを睨んでいる。

「エル！　お前おかしいぞ！　リンさまは陥れられたんだ。私たちのいないのを見計らい巧妙に」

　普段はエルの言葉を静観しているフェルが、いつになくアルの激高に、弟の冷静さを求める。

「くそっ！」

　エルは言葉を吐き捨てると出ていこうと、乱暴な足取りでドアに向かう。

「待って！　行かないでっ！　お願いですっ！　エルっ！」

　私はエルに近づき夢中で呼び止めた。こわばった背を向けた彼の脚が止まる。

「お願い。こんな風に出ていかないで！」

　私のせいでアルとエルがケンカをするなんて……。

「リン、放っておくんだ。エル、頭を冷やすんだな」

　いつの間にか隣に来ていたアルの手が私を引き留める。

「だめだよ！　こんなんじゃダメ！」

　アルの手から離れ、エルに駆け寄った。

「エル……迷惑かけっぱなしで……本当にごめんなさい」

「リン！」

　少し離れた後ろでアルが声を荒げる。

「エルネストさんっ！」

　立ち去る彼の腕にかけた手を突き放された。そして彼は振り向きもせずに出ていってしまった。

　大きな音を立てて閉まったドアを呆然と見つめている私の腕が掴まれ、振り向かされる。

「お願い、私のせいで仲たがいしてほしくないの。私がいけないんだから」

「リン、君のせいじゃない。驚かせて悪かった。お茶を飲んで気を休めよう」

「リンさま、どうぞこちらへ」

　フェルは今のことがなかったかのような冷静な表情で座るように勧める。

　私はアルをどのくらい見つめていただろうか、再びアルに「リン？」と声をかけられて仕方なく椅子に座った。

　フェルがコポコポとティーポットから繊細なカップにいい香りのする紅茶を注いでいる。

　いつもならその香りに癒やされるところだけど、私の胸の中は複雑で震えていた。

　あんなに怒ったアルを見たことがなかったし、ケンカした状態でエルは行ってしまった。

「リン、飲んで」

　アルはそう言って自分のカップにかける。彼の指を見て私は驚いた。

「あっ！　アル！　手がっ！　早く冷やさなきゃ！」

　アルの右手が赤く少し腫れている。エルの口が切れるくらいだったのだから、アルの手だって無事ではいられないだろう。そんなことをさせてしまい、申し訳なくて何かせずにはいられない。

「たいしたことない」

　私が立ち上がると、フェルがアルに近づいた。

「これで冷やしてください」

　アルの手に濡れたタオルを置き、フェルは一礼して部屋を出ていった。

















九、葛藤する王子さま












　その日の夕方には今朝の問題の噂は、すっかり消えたとハンナから聞いた。

　アルの権力で口封じしたとしか思えないけれど。

「ほんと、私ってバカだったわ。リン、ごめんね。最初からアルフォンスさまにお話しするべきだったわ。そうしていればこんなことにならなかったのに」

「……ハンナのせいじゃないよ。私がすべていけないの。もっと警戒すべきだったのに」

　解決されたのに心の中が重く、何かがのしかかっているような感じだ。

「もう悩むことなんてないのにどうしたの？　暗い顔だわ」

「……うん」

　悩みなんてたくさんある。

　アルとエルのケンカの原因は私だし……。

「ほら、そんな顔をしているとアルフォンスさまが心配するわよ？」

　ハンナに励まされたけれど、私の落ち込んだ気分は夕食の時間になっても晴れなかった。

　夕食前にエルが私の所へやってきてそっけなく謝ってくれた。

　彼の言ったことはズバリ的を射ていたから謝られても何も言えなかった。

　気まずい雰囲気を明るくしようと、今日はハンナとエヴァさんも呼ばれ六人での食事。

　その場を明るくさせようと一生懸命だったのはハンナで、アルとエルは相槌を打つか黙々と料理を口に運んでいた。

　息苦しい時間だった。私もいつものように振る舞ってはみたものの、その場を明るくするのは無理で……。

　時々、アルの青い瞳がじっと私を見つめているのに気づいた。

　その瞳は切なそうで目と目が合った瞬間、胸が締めつけられそうになった。

　どうしてそんな目で私を見るの……？　いつもは柔らかく、優しい瞳なのに。

　今のアルの瞳は暗い色をしている。

　私は彼の顔を見ていられずに、そっと視線を逸らした。






　寝る支度をしてベッドの端に座り時計を見る。

「もう十二時なのに、アルはまだお仕事中なのかな……」

　夕食が終わってから三時間以上が経っている。アルの態度がなんとなくおかしいのを感じていた。

　やっぱり気にしているのかな……。

　もう一度謝って、明日には普通に戻っていたい。

　自室を出ると居間は小さなフットライトしか点いていなかった。

　アルの部屋へと歩を進め、ドアを静かにノックして返事を待つ。

　いないのかな……知らないうちに出かけた？

　引き返そうと背を向けたとき、静かにドアが開いた。ハッとして振り返ると、深い群青色の部屋着を着たアルが立っていた。

「ァ、アルっ。いたんだね。お仕事中だった？」

　夕食のときと同じ切ないような瞳とぶつかって、慌てて一気に言う。

　アルは小さく首を振って吐息を吐く。

「……アル？」

　どうしてそんなに切なそうな表情をするのだろうかと、小首を傾けたとき、手首を掴まれ引き寄せられた。

「きゃっ！」

　アルの胸にギュッと抱きしめられ、呼吸までも苦しくなる。

「ア、アル……苦しいよ……」

　口から出たのは荒い呼吸で、アルの腕の力が少し緩む。

「君の無邪気さが怖いんだ」

　ふいに降りてきたアルの顔。唇が重なった。いつものアルらしくなく、荒々しいキスに驚く。

　ドンドン深くなっていくキスに私は動揺していく。

　どうして……。

　戸惑っているうちにふわっと私の身体が宙に浮いて、柔らかい布の上に下ろされた。

　それがベッドの上だと気づくのに時間がかかった。

　私から少し離れて見下ろしているアルがいる。

「アル？　どうしたの？　なんか変だよ？」

　上半身を起こそうとすると、トンと肩を押されてサテンの布地に再び倒れる。

「……君が他の男に取られるのが怖いんだ」

「他の男……？　何を言っているのかわからないよ」

「取られないよう自分の物にしたい衝動と戦っていたのに……君は無邪気に僕の部屋を訪れる……」

　苦悩に満ちた表情は私の心を苦しくさせた。

「アル……」

「君は無邪気すぎるよ。リン、僕の忍耐力ももう続かない。君が欲しい」

　繊細でいて、男らしい指に頬を撫でられる。

　アルがそんなことを考えているなんて知らなかった。

「何も言ってくれないのかい？　今ここで奪おうとしているんだよ？」

　頬を撫でる指は、唇の輪郭をなぞる。

「震えている……僕が怖いだろう？」

　私の顔の両脇に手をついてアルはじっと見つめる。怖くなかった。

　私はフルフルと首を左右に振る。

　アルはギュッと目を閉じて深いため息を吐くとゆっくり身体を起こした。

「リン、出ていってくれ」

「……アル？」

「早く出ていくんだ！」

　こんなに声を荒げるアルは初めてだった。また私は余計なことをしてしまったのだ。

　ここへ来てしまった後悔をし、滑り下りるようにベッドから抜け出ると自室へ逃げた。






　一晩中、眠れなかった。昨晩のことが頭から離れない。

　アルは私を他の男に取られたくないって言った……そんなのありえないのに……。

　ぼうっとする頭で制服に着替えて、のろのろと居間へ行く。

　アルはすでに席に着いていて遠い目でぼんやりしていたけど、テーブルに近づいた私にハッと気づく。

「……お、おはようございます」

　エルはいつものように無視し、フェルはにこやかに「おはようございます」の声。

　アルは短く「おはよう」と言った。






　重苦しい雰囲気の朝食が終わり、学舎へ行くためのカバンを手にする。

　そこで私は思いもよらないアルの言葉に聞き返した。

「……今なんて？」

「当分、城に戻っている。フェルを置いていく」

「そんな！　どうしてお城に行くの？　いったいどうしたの？」

　カバンが手から床へと滑り落ち、アルの腕をギュッと掴む。

「少し頭を冷やしてくる。このまま一緒にいれば君を傷つけてしまいそうだから」

　優しい力で私の手を引き離すと、寂しそうにアルは笑った。

「いつ……いつ、戻ってくるの？」

「自分がコントロールできるようになったら」

「コントロール……？」

　意味がわからない。コントロールって？

　もう一度聞こうとしたとき、アルは踵を返し自室へ行ってしまった。






「――ン？　リン？」

　ハンナに呼ばれてハッとなる。

「どうしたの？　リン、ぼんやりしすぎ」

「ごめん……頭が痛くて……」

　寝不足気味で頭が痛かった。

「何かあったの？　なんだか様子がおかしいわ？　まだ昨日のことが気になっている？」

「……ううん」

「今日は早く寝た方がいいわ。顔色がよくないもの。あ、アルフォンスさまはご公務でお城に戻ったって？」

「……そうだね」

　気持ちが落ち込んで感情のない声しか出ない。

「そうだねって……」

　ハンナは私の様子に首を傾げた。

　すぐにアルはお城から戻ってきてくれると思うしかなかった。

　いつ戻ってくるのかわからない日々を過ごすのはつらかった。






　アルがお城へ戻ってから一週間が経った。

　ここに残っているフェルは私が聞かなければ何も言わない。

「フェル……アルは……」

　毎朝、アルのことをおそるおそる聞いてみる。

「昨日から国際親善のパーティーでフランスに行かれております」

「フランス……」

　クレーメンス国にいないと知って再び寂しさに襲われる。そして音沙汰のないことにも。

「……いつ戻ってくるって言っていましたか？」

「それはフランスからですか？　それとも城から？」

「お、お城からです」

「いいえ、聞いておりません。フランスからは明日帰国なされます。……何かあったのですか？」

　私とアルに何かあったと思うのは当然だ。

「わからないんです」

　大きく首を横に振り、そそくさと部屋へ戻った。






　翌日、朝食を食べているとダニエラさんが姿を見せた。彼女の顔を見ると、前回のことがあり身構えてしまう。

　キスの件はダニエラさんが黒幕で注意するように言われている。

「お、おはようございます」

「おはよう。リンさま」

　ダニエラさんはにこやかに挨拶をする。

「アルフォンスさまは戻られていないのね？」

「はい……」

「きっとフランス滞在が楽しいのだわね」

　ふふっと笑ったダニエラさんはソファに腰掛けると足を優雅に組む。

「これをどうぞ。アルフォンスさまが戻ってこられたらこれを見せて拗ねてみなさいな。宝石のひとつでもプレゼントしていただけるかもしれないわよ？」

　差し出されたのは新聞だった。

　訳がわからないまま受け取り見ようとしたとき、いつの間にか部屋に来ていたフェルに新聞を奪われる。

「ダニエラ、このようなものをリンさまに見せないでほしいですね」

　フェルが厳しい顔でたしなめる。

「それを見せてください」

　私は彼に手を差し出す。

　新聞に何が書かれているのか見るのは怖かったけれど、きっとアルに関すること。

　見たい衝動を抑えられなかった。

　フェルは小さくため息を漏らし、意外にもすんなり新聞が戻ってくる。

【世界中の女性を惑わす美形のアルフォンス王子（23）フランス首相の愛娘リディー嬢（20）とデート】

　大きな活字が目に飛び込んできた。

　そしてその下にロイヤルボックスでオペラ鑑賞をしているアルと黒髪を上品に結い上げたきれいな女の子の写真。

　写真はまだあった。

　腕を組んでふたりで街中を歩いている写真と、パーティーで一緒に踊っている写真。

　それらを見て心の中が凍りつく思いだった。

　私と同じ黒髪の女の子。

　でも私なんかよりずっとずっときれいで堂々として……アルにふさわしい人。

「リンさま、これは外交上のことです。お気になさらないように」

　たしかにダニエラさんが私とアルの間をひっかきまわそうとしているのはわかる。けれど、こうやって写真を撮られているのも事実で……。

　フェルの言うようにこれは外交上のことだと思おうとした。

「フェル、そんな気休めを言ってはダメよ？　リディー嬢がアルフォンスさまを好きなのは知っているでしょう？　アルフォンスさまもまんざらでもないお顔をされているわ。このおふたりで歩いている写真はとても楽しそうよね？　洗練されていてお似合いのおふたり。では失礼するわね。ごきげんよう」

　ダニエラさんは満足そうな微笑みを私に向けると出ていった。






　今日は日曜日。雲ひとつないお天気で風が冷たいが気持ちのよい日だ。

　生誕祭に着るドレスのためにアンヌ・シャモーのドレスショップへ向かっていた。街へ向かう中、久しぶりの外出に隣に座っているハンナがウキウキしている。

　街中はすっかりクリスマスムードだけど、楽しい気分にはなれない。

「ハンナ、楽しそうだね？」

「あら、リンは楽しくないの？　外出は久しぶりでしょう？」

　外出はアルのお母さまの実家に行った以来だったことを思い出した。

　アルのことを思い出さないようにしていたのに、思い出しちゃったよ。アルが不在で、生誕祭にも出席しないかもしれないのに、ドレスを受け取りにいくなんて無意味だと思う。

　アンヌ・シャモーのドレスショップは高級ブランド店が立ち並ぶ通りにあった。ショップの前に車が停まると、中から先日アンヌ・シャモーと一緒にいた女性が出てきた。

「わざわざお越しくださいましてありがとうございます」

　まるで王族のような待遇にタジタジになっている私を女性は中へ案内する。

　店内に歩を進めた私の目に色の洪水が飛び込んできた。カラフルで美しいドレスがたくさんかけられている。

「奥へどうぞ。こちらです」

　白木のドアの向こうは、アンヌ・シャモーがスタッフと話をしていた。

　私たちの姿に、彼女は話をすぐにやめてやってきた。

「リンさま、わざわざありがとうございます。ミレーヌ、ドレスを」

　助手の女性に指示をすると先ほどの女性がドレスを運んできた。

「ま……っ白……」

　ハンナがあっけに取られ口をあんぐり開けている。

　私の予想も外れていた。純白のドレスなんて思いもよらなかった。

　まるでウェディングドレスのようだ。

「直さなければならない箇所があると思いますので、ご試着お願いします」

　私は隣のフィッティングルームに連れていかれ、純白のドレスを試着し、鏡の前で目を瞠る。

　……本当に私？

　片方の肩にたくさんのバラの花びらのようなドレープ、片方の肩を覆う布はない。

　ウエストは絞られ、流れるようなラインが裾まで広がっている。

「リン、どう？」

　フィッティングルームに入ってきたハンナは私を見た途端にあっけに取られた顔で立ち止まる。

「ハンナ？」

「本当にリン？　すごく素敵だわ！　まるで花嫁みたい」

　アンヌ・シャモーも近づいてきて、手直しをするところをピンで留めていく。

　ハンナはいかにドレスが素敵かをアンヌ・シャモーに伝えている。

　花嫁……アルは……もうこのドレスを着てほしいと思わないかもしれない……。

　鏡の中に自分を見つめ、ふと思った。

　生誕祭まであと五日。






　ドレスなんて無意味だと考えながら街から帰宅した翌日の午後、誰にも行き先を告げずに私は馬場へ来ていた。

　今朝、フェルからアルが今晩、帰ってくると聞いた。長く待ちすぎて、アルに会うのが怖かった。

　なんとなく外に出たくて、少し距離のある馬場に足を踏み入れていた。

　ふと馬房の方へ歩を進め、あの白馬の前で足を止めた。

『私はどうすればいいの……？』

　日本語で私を見つめる白馬に語りかけていた。

『ずっと帰ってこなかったのは、私に飽きたからなんだよね？　アルに会うのが怖いの……』

　アルの口からどんな言葉が出てくるのか怖い……。

　しばらく白馬のつぶらな黒い瞳を見つめていた私は外が薄暗くなってきていることに気づいて重い腰を上げた。

　アルの住居へ向かう足取りがどうしてもゆっくりになってしまう。

　でもこんなの少しの時間稼ぎにしかならない……。

　それにまだアルは戻っていないはず。

　俯きながらアデル寮へ歩を進めていると、薄暗くなってもピカピカの黒革靴が目に入りビクッと足が止まる。

「……リン」

　柔らかく、誰をも魅了する声が響いた。私は一瞬嬉しく思ったが俯いたままだ。

　久しぶりに会うアルが怖い……。

「リン？　顔を上げてくれないのかい？」

　大きく息を吐いて顔を動かすと、アルの瞳をまともに見てしまう。途端に気まずくなって瞳を逸らす。

「ひとりで行動するなんて感心しないな。みんなを心配させたんだよ？」

「アルは……アルは心配なんてしていないでしょう！　今までほったらかしにしておいて心配なんてするわけない！」

　私の言葉にあっけに取られている様子のアルの横を通り過ぎ歩き始めた。

「リン！　そんなことない！」

　すぐに追いかけてきて、腕を掴まれる。

「じゃあ……じゃあ……どうしてっ！　どうしてこんなに時間がかかったのっ？」

「リン、すまない」

　アルの腕が背中に回り抱きしめられる。

「ひどいよ！　……ひどい……」

　アルの腕の中で拳を胸に叩きつける。

「ひどい……よ……」

「すまない……」

　拳をよけようともせず、アルは私に叩かれるままになっていた。

「もうリンの嫌がることは二度としないと誓う」

　突然そう言われて目を瞠る。

「リン？」

「……そんなのっ！　そんなのっ！　アルは私が欲しかったの？　だったら誓ってほしくないよっ！」

「……リン？　自分の言っていることがわかっているのかい？」

「わかってる！　十分すぎるくらいにわかってる！　すごく会いたかったし、キスしてほしかったし、触れてほしかったのっ！」

　一気に想いをさらけ出すと、涙が溢れてきてポロポロと頬を伝わっていく。

「リン……すまなかった……」

　もう一度アルの腕の中に抱きしめられた。

　もう謝らないで、と言おうとしたとき、エルの声がした。

「アル、こんなところでラブシーンは感心しないな」

「あぁ、そうだね。場所を変えるとするよ。リン、行こう」

　肩を抱きかかえられるようにして住居に向かう。肩に触れるアルの手を意識して、胸のドキドキが止まらなかった。

　居間ではフェルが眉を上げて私たちを出迎えた。

「リンさま、勝手に行動されては困ります」

「……すみませんでした」

　素直に謝った私はアルの手に引かれソファに座らされる。隣同士で座ったところでアルがフェルへ視線を上げる。

「すぐに夕食にしてくれ。それとふたりだけで夕食をとりたい」

「かしこまりました」

　フェルが居間を出ていくと、アルは私の方へ顔を向けた。そして軽々と私を膝の上に座らせる。

「っ、ァ、アルっ」

　満足げな微笑みが返ってくる。

「毎日、フェルから聞いていたが、困ったことはなかっただろうね？」

「と、特には……」

　私は恥ずかしくて頬に熱が集中している。

「そう、よかった。ドレスは気に入ってくれたかい？」

　私の髪を弄びながらの言葉に頷くのが精いっぱいだ。

　久しぶりに甘いアルのまなざしに戸惑いながら、安堵するような嬉しい気持ちだった。






　コルネリウス学院の生誕祭のパーティーが始まるのは夕刻から。

　その時刻に間に合わせるようにして、学院生たちは街のヘアサロンへ出かけていく。

　私たちはアルのおかげで、街まで出かけなくても髪やメイクはここでやってもらえると聞いている。

　私は目が覚めた瞬間から緊張していた。パーティーは夕方からなのに、心配事が次々と出てくるから。

　ドレスは似合うのだろうか、とか。

　高いヒールを履いて転ばないように踊れるのか、とか。

　細かい所では、ジュースや料理であの純白のドレスを汚してしまわないか、とか。

　心配事はきりがない。

　それに一番重要なことは私がアルの横にいて笑われないか。

　もちろん不釣り合いのカップルだということは承知しているけれど……。

　昼食後、私は所在無げに部屋の中をうろうろしていた。アルはソファで脚を優雅に組み、分厚い本を読んでいる。その文字はイタリア語だ。

　ふとページをめくる手を中断し、アルが涼しげなまなざしを送る。

「リン、落ち着かないようだね？」

　窓辺で立ち止まった私の所へアルがやってきた。

「あ……ごめんなさい……うろうろしていたら本に集中できないよね」

「いや、いいんだ。落ち着かないのも無理はない」

　そっと抱き寄せられて、額にキスが落とされる。

「もうすぐ支度の時間だよ」

「……うん」

「それまで何がしたい？」

　口元を緩ませ小首を傾け、青い瞳で見つめるアルに胸がトクンと鳴った。

「な、何がしたいって……」

　アルの言葉はとても甘く聞こえて顔がカーッと熱くなる。

「リンがしたいことは何かな？」

　腕の中でそんなこと言われたら……。

「な、何もしたくないっ！」

　上ずった声でそう答えていた。

「そう……僕ならこの少ない時間でもしたいことはたくさんある」

　王子さまスマイルを向けられてさらに戸惑う。

「ア、アルのしたいことって……？」

「聞いてくれるのを待っていたよ」

　私の後頭部に手が置かれ顔が引き寄せられる。

「アル……？」

「いつも食べてしまいたいと思っているんだよ？　リンの唇は熟れた果実のように美味しいから」

　そう言って唇を重ねてくるアルに私は瞼を閉じた。

「ん……っ……」

　本当に食べられそうなほど何度も何度も角度を変えてキスされて私の息は上がった。

「この唇はグロスだけで十分だ。アーティストに言っておかなければ」

　やっと私を離したアルは満足した猫のようだった。






　すべての支度が整った私は椅子に座ったまま動けなかった。動くと美しく繊細な純白のドレスを汚してしまいそうだから。

　肩までの髪にもクリスタルと真珠で作られた髪飾りを耳の上あたりにつけられている。首を動かすたびにシャラシャラ音を立てる。

　しばらくすると、アルが姿を現した。彼はかっちりとした紺色の軍服のような服を着ていた。襟と袖には金糸で見事な刺繍が施されており、勲章が数個つけられている。

　アルの服装は予想外だった。

　パーティーだからタキシードだとばかり思っていた。

　初めて見る王子の姿のアルに私は夢を見ているかのようにぼうっとしてしまった。

「なんて素敵なんだ！　リン！　朝露に濡れるユリの妖精のようだよ。よく似合う」

　ピカピカに磨かれた白い革靴をコツコツと響かせて私に近づいてくるアル。

　ふと彼が心配そうな顔つきになる。

「今にも泣きそうな顔をしているね。どうしてなんだい？」

「……怖くて……」

　日本人の私にはこれから出席するパーティーがどのようなものなのか、想像がつかなくて戸惑うばかりだ。

　アルはフッと微笑むと私の身体をふんわり抱きしめてくれた。

「怖がる必要はないんだよ。君は目を瞠るほど素敵だし、僕がついている。フェルとエルもそばにいるんだ。君はただ僕を見つめていてくれればいい。いや、僕がリンから目を離せないだろう」

「アル……」

　誰かが聞いていたらなんというバカップルなのだろうと思われそうなほど、甘い言葉を紡ぐアルに勇気づけられた。

「リン、後ろを向いて」

「後ろ……？」

「ほら、向いて」

　そう言いながらアルは私の身体をくるっと後ろに向かせた。

　なんで？　と思っていると、ひんやりとしたものが首元に触れて思わず手が行く。

「ネック……レス……？」

「首元が寂しそうだったからね。よく似合うよ」

　私はダニエラさんの言葉を思い出してしまった。

【これをどうぞ、アルフォンスさまが戻ってこられたらこれを見せて拗ねてみなさいな。宝石のひとつでもプレゼントしていただけるわよ？】

　新聞を見せられたときに言われた言葉を。

　新聞を見せて拗ねてはいないけれど、海外でデートした罪滅ぼしのような感じで嫌だと思った。

「……アル……」

「ん？」

　真珠とダイヤモンドのネックレスを装着した途端に、浮かない顔になった私を見てアルの顔も翳る。

「……ぁ、ありがと。借りておくね。失くさないようにしっかりしないとね」

　リディー嬢のことなんて聞けない。

「リン、借り物じゃないよ。君へのプレゼントだ」

「何から何まで用意してくれたのに、こんな高価なもの、受け取れないよ」

「リン……わかった。これは君の物だけれど、保管は僕がしておくことにする」

　有無を言わせないアルに小さく頷いた。

「さあ、時間だ。行こうか」

　言葉がそっけなかった。

　あんなに上機嫌だったのに……アルを傷つけてしまった……。

「ア、アルっ！　ごめんなさいっ！　嬉しくないわけじゃないのっ！　び、びっくりしちゃって……」

　アルの機嫌が直ってほしくて呼び止め、つい言っていた。

「いいんだよ。君に欲がないのはわかっていたことなのに……愛している君を困らせてしまっているね」

　アルは私の顎に手をかけると、そっと上を向かせて唇にキスを落とした。






「アルフォンスさまよ」

「まあ！　なんて素敵なのかしら……光り輝くよう」

　この日のために特別に用意された馬車が到着すると、入り口付近にいた女生徒たちがうっとりとした表情を浮かべる。

　パーティー会場は学院が誇る広いホール。繊細なステンドグラスや、シャンデリアが装飾されているホールだ。

　私がここに入るのは初めてだった。

　震える足で馬車から降りる。アルのエスコートがなければ、一歩も前に進めないくらい緊張している。

　馬車のそばでフェルにはハンナ、エルにはエヴァさんが並んで待っていた。

　私をエスコートしたアルがホールへ歩を進めると、後ろからフェルたちがついてくる。

　会場の入り口では学院長をはじめ教師たちが並び、アルに敬意を表し、深く頭を下げている。

　私を教えてくれている教師たちもいて、さらに落ち着かなくなった。

　アルから離れたいと切に思った。堂々としたアルに私は似合わない。所在無げに視線を動かすと、隣に立つエルと目が合った。

「リンさま、背筋を伸ばして堂々としていればいいんです。今日は美しいですよ」

　私だけが聞こえるようにエルに言われ、その言葉に面食らってしまう。

　美しいって……そんなこと言われたのは初めてだよ……。

　思わずポケッとしてしまってから、かすかに首を横に振り、髪飾りがシャラシャラ音を立てる。

　からかっているだけだよね。エルが私を美しいなんて思うはずがない。

　でも冗談のおかげで少し緊張がほぐれた気がする。

　ホールの中を見渡すと、色とりどりのドレスを着た女生徒たちでまるで花畑にいるようだ。

　私たちが最後の出席者だったようで、重厚な観音扉は背後で閉められた。

　皆の視線が痛く感じる中、アルは私の足並みに揃えゆっくり中へ進む。

　壇上の手前でアルは立ち止まった。

「ここで待っていてくれ、スピーチに行ってくるよ」

　にっこり微笑むとアルは背筋をこれ以上ないほどビシッと立たせた学院長と一緒に壇上へ向かう。

　壇上に立ったアルはいつになく高貴で近寄りがたい雰囲気を纏っていた。もうすっかり慣れたけど、出席者からの感嘆のため息があちこちで漏れる。

　アルは自信に満ち溢れ、静かに流れるような祝賀のスピーチで滞りなく終わった。

　そんな姿を見てさすがだな、と思う。

　小さい頃から話し慣れているアルは、やっぱり私とは別世界の人なんだと思い知らされる。

　そんな考え事をしていると、アルがまっすぐ私のもとへ戻ってきて、優雅に手を差し出す。

「えっ……」

　どういうこと……？

　なぜ手を差し出されているのかがわからない。

「素敵なお嬢さん、どうかお相手を」

「ダ、ダンス……」

　まさかこんなに早くダンスをしなくてはならないとは思ってもみなかった。

　やばい……アルに見惚れてて、心の準備をしていなかった。

　やっとのことで手を持ち上げて、アルの手に重ねると震えているのがわかった。

「リン、大丈夫だよ。落ち着いて。僕に任せてくれれば踊れるから」

　アルの優しい笑みをもらって心を決める。

　もう踊るしかないから。

　アルのもう片方の手は腰に置かれて、ダンスフロアに連れ出された。

　そしてオーケストラの楽団がワルツを奏でると、アルはステップを踏み始めた。

　つられるように震える足を一歩出すと、アルが私をリードしていく。

　アルって……すごくうまい……先生や思い出したくないけれど、あの男よりもずっとずっと……。

　私はただ先生に教えられた通り足を動かしていればよかった。

　アルが巧みに私をリードしてくれて、「私って、こんなにダンスが上手だった？」と思わせてくれる不思議な感覚だった。
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　ハンナはフェルと踊ることができて、満面の笑みを浮かべている。

　フェル、カッコいいもんね。もちろん、エルも。

　アルは王子さまだから一緒に踊ってほしいとは声をかけられないけれど、アーレ兄弟はずっと声をかけられっぱなし。

　このパーティーは女性からの誘いも許されていると、ハンナに教えてもらう。

　社交界で女性から声をかけるなんてことはみっともないとされているらしいから。

　生誕祭は素敵な殿方と知り合いになれる利点があり、女生徒は目の色を変えているらしい。

　誘われた男性は断ることを許されず、例にもれず、アーレ兄弟も次から次へ踊っている。

「ハンナ、もう一度フェルにダンスをお願いしてみたらいいのに」

「そんなこと、恥ずかしくてできないわ。それに貴族の令嬢たちを差し置いて何度も踊れないわ」

「フェルは顔には出さないけれど、エルを見て？　すごい仏頂面してる」

　私は少し離れたところで、渋々踊っているエルを見てクスッと笑う。

　そこへ取り巻きを従えたダニエラさんが近づいてきた。

　ハンナは真顔になって、警戒の色を濃くした。

　真紅のドレスが艶やかで、よく似合っている。高貴なバラのような人。誰もがそんな風に思うだろう。でも棘がたくさんついているのを忘れてはいけない。

　ただ……こんな人でもダンスの事件前、電話をしていた相手には下手に出るような言葉遣いだった。ふと、電話の相手は誰だったんだろうと脳裏をよぎる。

「私たちって真逆の存在だと思わないこと？　いかにも清純そうで、何も知りませんって姿ね？　純白のドレスなんて着てアルフォンスさまの花嫁にでもなった気分かしら？」

「ダニエラさま、口が過ぎますわ」

　そばに来ていたエヴァさんがたしなめる。

「あら、だってみんなが言っているわ。まるで道化師みたいだってね？」

　手で口元を押さえてふふっと笑うけれど、目は笑っていない。

「ダニエラさんは……」

　私はやはり言うのは止めようと言葉を切った。

「私がどうかしたの？　何が言いたいのかしら？　道化師さん？」

　道化師……そんなことは言われなくてもわかっている。だから何度も言われて苛立った。

「ダニエラさんはアルが好きなんですか？　アルに相手にされないから私に当たるんですか？」

「あ、相手にされないですって!?」

　ダニエラは素っ頓狂な声を上げた。それは金切り声に近かった。

「いい気になるのも今のうちよ」

　彼女は真紅のドレスの裾をひるがえして去っていった。

「リン。踊ろう」

　アルがいつの間にか背後に来ていて、振り返った私に手を差し出す。

「はい」

　彼の手のひらに指先から乗せると軽く握られる。そしてダンスフロアへ私を連れ出した。

　アルは最後まで私としか踊らなかった。

　幸せな気分で夢見心地のまま生誕祭は無事に終わった。






　生誕祭が終わった翌日、朝食を食べ終えたアルはふと思い出したように口を開いた。

「ところで、リン。あと一週間で冬の休暇だけど、日本へ帰るのかい？」

「うん……帰ろうかなって……」

　内心、日本へ帰りたくなかった。でも、冬期休暇は寮に残る者はほんの一握り程度。

　アルも城へ帰ってしまうのだろうと思っていた。

　彼と離れたくないけれど、城へ帰ってしまうのならばここにいてもつまらないだけ。

「ご両親はリンが帰ってくるのを待ち望んでいると思うけれど、提案があるんだ」

「提案……？」

「母上のワイナリーで過ごしてほしい。僕は公務があるからずっと泊まることは無理だけど、それでも遠い日本へ帰らずにワイナリーで過ごしてほしいんだ。そうすれば少しでも会えるから」

「アル……でも……」

「母上もぜひにと言っている」

　私なんかが王妃さまの実家のワイナリーに滞在してしまってもよいの……？

「リン？」

「え？　う、うん　王妃さまがいいって言ってくれているのなら行きたい。アルに少しでも会いたいし……」

「ありがとう、賛成してくれて」

　アルは満足そうに私に微笑んだ。

















十、アルの恋人候補












　私たちを乗せたアルの専用車は王妃のワイナリーへ向かっていた。

　隣ではアルとフェルが公務に使う資料を見ながら打ち合わせをしているから、私は車窓から緑の田園風景を眺めていた。

　この冬は一生忘れられない気がする。

　ワイナリーへ向かう車の中でふとそんな思いに駆られた。






　お城の前では前回のようにジーンズと厚手のシンプルなコートを身につけた王妃が出迎えてくれる。

「リン、いらっしゃい。息子のわがままを聞いてくれてありがとう。気兼ねなく自分の家だと思って滞在するのよ」

　王妃は親しげに私を抱き寄せて頬にキスをしてくれる。

「い、いいえ。わがままじゃないです。また来られてすごく嬉しいです。どうぞよろしくお願いします」

　私の言葉を満足そうに聞いているアル。

　王妃もにっこり微笑みを浮かべており、本当に歓迎してくれているのだと実感させてくれる。

　ラフな格好をしていても、やはり美しい王妃さまは気品に満ち溢れたオーラがあった。






「シェリー！」

　厩舎係が手綱を持って待っていてくれたのはシェリーだった。

　私は久しぶりの彼女に、名前を呼びながら駆け寄った。

　つぶらな黒い瞳でじっと見つめてくれるシェリーが驚かないようにそっと抱きつく。

「会いたかったよ～」

　無邪気に抱きつく私を見てアルたちの笑い声が聞こえた。

「シェリーもリンに会えて喜んでいるよ」

　アルも隣に立ちシェリーの頬を撫でる。

「シェリー、少しは上達したからね」

　そう言うと、小さく「ヒヒン」と鳴いた。






　ワイナリーでは退屈することがまったくなく、笑顔の絶えない毎日を送っていた。そんな幸せな休暇だったけれど、今日から公務でアルは一週間ワイナリーを離れる。

　クリスマスは九日後。それまでに必ず戻ると約束してくれた。

　寂しくなるけれど、ワイナリーでの生活もだいぶ慣れて王妃と親しく話ができるようになったから、アルが戻ってくるまでもあっという間に時間が過ぎていくだろう。

　アルが不在中、いつもならアーレ兄弟のどちらかが残っていたけれど、今回はふたりとも同行してしまった。

　ワイナリーにひとりで滞在している私を王妃が気を遣ってくれて、なにこれと世話をしてくれたせいで楽しく過ごせた。






「リン、今日はアルフォンスが戻ってくるから楽しそうね？」

「あ、はいっ！　わかってしまいましたか？」

　ウキウキした気分は態度にも出てしまっていたみたいで、朝食の席で王妃にからかわれてしまう。

「ええ。リンはわかりやすいわ」

　私は単純だから、すぐに表情や態度に出てしまう。

「リン、今日はお買い物に出かけましょう。今夜、戻ってくるアルフォンスのためにドレスアップするの」

「ぇ……」

　パンを口に運ぼうとした手が止まる。

「リンに似合うドレスを買いにいくのよ」

　にっこり微笑む王妃に大きく首を横に振る。

「ドレスは必要ないです」

「遠慮しなくていいのよ。娘とお買い物をしたいとずっと思っていたの。残念なことに生まれた子は男の子だったから。ね？　出かけましょう。暖かい格好をしてね。これは私からのクリスマスプレゼントよ」

　明日はクリスマスイブだった。

「王妃さま……はい。ではよろしくお願いします」

　ドレスはともかく、王妃とお出かけするのは楽しそうだ。






　王妃は上品な黒のマキシ丈のロングスカートにジャケットを羽織り、上質な大判のスカーフを首に巻き、大きめのサングラスをかけている。

　クレーメンス国の冬は温暖で、豪雪になることはないらしい。

　車に乗ったのはほんの十分。「降りましょう」と言われて首を傾げる。

　街まで二時間はかかるのを知っていたから。

　どうしてなんだろうと車からを降りてみると、少し離れた場所に小型飛行機があった。

「飛行機……」

　あっけに取られて口をバカみたいに開けたまま王妃を見る。

　王妃は微笑みを浮かべていた。

「クレーメンスの街では注目を浴びてしまうから、隣国へ行きましょう。パスポートは持ってきているわよね？」

「は、はいっ」

　身分証明が必要になるかもしれないから、パスポートを持ってくるように言われていた。

「では、行きましょう」

　王妃は私の腕を取るとタラップに向かう。私たちの後を黒服の護衛官たちがついてくる。

　一国の王妃が外出するのは大変なのだ。

　飛行機は十人ほどが乗れる小型のプロペラ機。

　これくらいでないと、滑走路の距離がもっと必要になると教えてくれた。機内はラグジュアリーな空間で、革張りの座席も驚くほど座り心地がいい。

　窓側に座った私は眼下におとぎの国のようなクレーメンスの街並みを見ることができた。

　そして、すぐにコバルトブルー色の海。

　美しい景色に感嘆のため息が思わず漏れる。

「飛行機に乗れば三十分ほどで着くから、車でクレーメンスの街に出るより早いのよ」

　それに王妃がクレーメンスの街に出るとすぐにばれてしまい大騒ぎになるらしい。そんな理由もあって別の国で買い物をした方が楽だと言う。

　お買い物は久しぶりだと王妃は楽しそうだ。






　スムーズに入国することができて、車は今、都会の街の中を走っている。

　クレーメンス国よりは近代化の進んだ街並み。私たちを乗せた高級車は十分ほど走り高級ブランドブティックの前に停まった。

「リン、ここであなたのドレスを探しましょう」

　私は車から降り、ギクッと足が止まる。

　ブランドには詳しくないけれど、ここは誰もが知る超有名なショップだ。高級すぎると認識していた。

「リン？　どうしたの？」

　車のそばから動かない私に王妃が小首を傾げて見る。

「王妃さま、ここは……」

「ここは？　どうしたの？　ここならリンに似合うドレスを揃えてくれるわ」

　にっこり笑みを浮かべる王妃だ。

「私には高価すぎます」

「まあ……高価すぎるだなんて……リンに払ってもらおうなんて思っていないわ。安心して入りましょう」

　冗談めいた口調で私の気持ちをほぐそうとしてくれる。

「早くしないと、パパラッチに見つかってしまうわ。入りましょう」

　王妃は私の腕を取り、店の入り口へ向かった。






　ドレスを選んだあとは靴選び、そして格式高いレストランの個室で美味しいランチを食べてからワイナリーに戻ってきたのは夕方の十六時頃。

　部屋のベッドの端に座り、ほーっと息をつく。慣れないことばかりで今日はめまぐるしい一日だった。

　王妃は楽しい時間が過ごせたと言ってくれた。私も思いがけない王妃とのお出かけの時間がとても楽しかった。

　ローテーブルの上に十個もの大小の箱が置かれている。先ほど、車からメイドたちが運んできてくれたのだ。

　あ！　いけないっ、アルが帰ってきちゃう。急がなくちゃ。

　アンティークなドレッサーの上に置かれた時計を見ると、十七時を回っている。

　ベッドの上に王妃が選んでくれたドレスを広げ急いで支度に取りかかった。






　袖は柔らかなシフォン生地が手首でキュッと締まり、胸の真ん中に大きなリボン、胸下から膝下までのブラウンのチュールレースがふんわりとしている。

　バレリーナの衣装に似ているかもしれない。

　アル、似合うって言ってくれるかな……。

　支度を終えて居間に向かうと、王妃もちょうど下りてきたところだった。

「リン、とてもきれいよ。私の見立て通りだわ」

　微笑んだ王妃は私の両頬に軽くキス。ふんわりと優しい香りがした。

「王妃さま、たくさんのプレゼントをありがとうございました」

　私はぺこりと頭を下げる。

「お礼はもう何十回となく言ってくれているわ。本当に良い子なんだから。私も今日は久しぶりに楽しい一日を過ごせたのよ。私の方こそお礼を言わせてね」

「王妃さま……」

「さあ、居間に入りましょう」

　居間には二メートルはありそうな生のもみの木に装飾されたクリスマスツリーが飾られている。この豪華な部屋に素敵なクリスマスツリー。こんな贅沢なクリスマス休暇を過ごすのは初めてだ。

　執事が現れ食前酒の入った小さなグラスを手にしたところへ、廊下がにわかに騒がしくなった。

　アルが帰ってきたんだ！

　テーブルにグラスを置くと、ドアに飛んでいく。

「アルっ！」

　ドアを開けたところでアルの姿を見つけて、にっこり微笑みを浮かべる。

「リン。ただいま」

　アルは私に気づき王子さまスマイルを浮かべた。しかし、アルまであと一メートルほどの所で、私の足が止まった。

　アーレ兄弟と並ぶ華奢な女の子を目にしたからだ。

　私の視線で思い出したかのようにアルは後ろにいた女の子の肩に触れて隣に立たせる。

「リン、彼女はエリーザ・ブーランジェ。冬期休暇をここで過ごすことになったんだ。エリーザ、彼女が僕の恋人リンだよ。仲良くしてくれると嬉しい」

　アルは私たちを引き合わせ紹介した。

　彼と同じブロンドで澄んだ青い瞳が私を見る。

「リン、よろしくお願いします。仲良くしてくださいね」

　長い巻き髪に触れながら彼女はにっこり微笑み、きれいな女の子は声も可愛らしい。

「は、はいっ、こちらこそよろしくお願いします」

「リン、新しいドレスだね。よく似合って可愛いよ」

　エリーザから離れて私の所まで来たアルはそっと腕を回して頬にキスを落とす。

「今日、王妃さまと隣国へお出かけしたの」

「行きたかったな。今度は僕が連れていくからね」

　居間に向かいながら、アルはそう言ってくれた。

　アルと出かけられたら最高だけれど……。

　エリーザさんは後ろからアーレ兄弟に挟まれて居間へ。鈴を転がしたような楽しそうな笑い声が聞こえてくる。私に辛辣なエルも楽しそうに笑っていた。






　食事中、エリーザさんは興味深げに私のことを聞いてくる。

「私、日本へ行ってみたいわ。とてもきれいな所だって聞いています」

「日本へご旅行のときは私がご案内しますね」

「ずっとスイスの療養所にいたので、外のことは本やインターネットでしか知らないの。滞在期間中にたくさん日本のことを教えてくださいね」

　エリーザさんはにっこり微笑んだ。本当にお人形みたいにとても可愛い人だ。ずっと療養所と聞いて気になったが、儚い雰囲気はあるものの今は元気そうに見える。

　食事が終わり椅子から立ち上がった私はワインのせいで足元をふらつかせる。

　隣に座っていたエリーザさんも席を立ち、同じくワインに酔ってしまったみたいで、テーブルに手をついた。

　それはほぼ同時で……。

「エリーザ、大丈夫かい？」

　テーブルを回ってきたアルは俯くエリーザさんの顔を心配そうに覗き込む。

「え、ええ。楽しくてつい飲みすぎてしまったわ」

「部屋へ送らせよう。エル」

　エルに指示したそのとき、エリーザさんはガクンと脚を折りアルの方へ倒れ込んだ。

「いや、いい。僕が部屋に連れていく」

　驚くことにアルは華奢なエリーザさんを抱き上げる。

「フェルも来てくれないか」

　アルはフェルに頼むと、エリーザさんを抱き上げたまま出ていった。

「リン、気にしなくていいのよ？」

「気にしてなんていないです……」

　王妃にそう言ったけれど、エリーザさんを必要以上に大事にするアルに不安を覚え始めていた。

「エル、リンをお部屋まで送ってちょうだいな」

　困惑気味の私におやすみのハグをした王妃は居間を出ていった。

「あ……っと、別に送ってくれなくてもいいです」

　エルの上からの視線が痛い。

　視線がまるでどうして俺がお前を送っていかないといけないんだと言っているみたいだ。

「別にかまわない。いくぞ」

　先をスタスタ歩き、みるみる距離を離されるエルの背中を見てため息を吐く。

　別にいいのに……。

　そう思っていると、エルが足を止めて振り返る。

「何しているんだ？　まさか、お前も酔っぱらって歩けないとか言い出すんじゃないだろうな？」

　足音もなく戻ってきたエルに大きく首を横に振る。

「そ、そんなんじゃないですっ」

　首を振ったせいで酔いが回ったかも……。

　気は張っているのに脚がふらつく。

「まったく、お前もか」

　呆れたように呟くと私の身体が宙を浮いていた。

「きゃっ！　い、いいです！　歩けます！　下ろしてくださいっ！」

　彼に抱き上げられてしまい脚をバタつかせて暴れても、力強い腕は下ろすことなく歩き始めた。さらに暴れてもエルの口元に笑みが浮かんでいく。

　なんで……？　笑ってるの……？

「落とされたいのか？」

　あー！　そういうことを考えていたから楽しそうだったんだ。

　そう思った途端、エルの腕の中でピタッと動くのを止めた。

　部屋へ行くまでの距離がこんなに長く感じられたのは初めてだった。

　アルとは違うフレグランスの香りが鼻をかすめる。アルの香りは優しく甘い香り、エルの香りは……そうだ、スパイシーでいて爽やかな香り。

「急におとなしくなったな」

「あ、当ったり前です。落とされたくないから」

「本気で信じているのか？　落としてお前に怪我でもされたら、アルに殴られる。自分の身が可愛いんでね。やるわけないだろう」

　憎まれ口を利くエルに向かって頬を膨らませる。

「あ、ここですっ！　静かに下ろしてくださいよっ！」

　すぐに下ろしてもらいたくて四つ手前のドアを指さす。

「ここじゃないだろ？」

　鼻を鳴らすようなバカにした口調とともに切れ長の目で睨まれる。

　部屋の前まで来ると思ったより優しく下ろされ拍子抜けした。

「あ、ありがとうございました」

　頭を下げてお礼を言う私への返事もなくエルは行ってしまった。






　翌朝、食事へ行く支度をしていると昨晩のことを思い出して「はぁ～」とため息がこぼれる。

　待っていたのにアルは来なかった……。

　エリーザさんを部屋に送った後、来てくれると思っていたのだ。

　一週間留守にしていたのに、夕食のときも話があまりできなかったから。

　そこへドアが静かにノックされた。

「リン？　まだいる？　食事に行こう」

　爽やかでいて優しいアルの声だった。

「い、今行きますっ！」

　迎えにきてくれたことが嬉しくて私は急いで部屋を出た。






　朝食の席にエリーザさんの姿はなく、昼食の席で彼女はやってきた。

「アルフォンスさま、久しぶりに乗馬をしたいのだけど……」

　遠慮がちに聞くエリーザさん。

「久しぶりって、もう何年も乗っていないと聞いているが」

「だからなの。落馬して以来だけど。あの頃の乗馬の楽しさは忘れられないわ。きっと乗れると思うの」

　アルは馬に乗りたいと言うエリーザさんに渋い顔になる。

「あの頃は無茶をしたわ。馬が思い通りになると思い込んでいたのね。お願い。馬に乗らせて」

　あの大きなブルーの瞳をキラキラさせて断れる人なんているのだろうか。

　男の人はエリーザさんみたいな人を守りたいって思うんだろうな……。

「……わかった。寒くならないうちに乗ろう」

　アルは少し考えた上で了承した。






「これでよしっと」

　着替えた私は部屋を出て、馬場への一番近い裏口へ急いだ。そこでアルたちと待ち合わせをしている。

　階段を下りようとしたところで、少し前にエリーザさんが歩いているのが目に入った。彼女はスマホを耳に当てながら話し中だ。

　ゆっくり下りているから、私はすぐ後ろまで近づく。

　電話が終わったら一緒に行こうっと。

「本当にあなたは役立たずだったわ。もう任せていられないの。え？　いいわ。私が自分で始末するから」

　聞こえてしまったエリーザさんの言葉に、私は唖然となる。

　始末……？　なんだか物騒……私の聞き間違いだよね？　穏やかでおとなしい彼女がそんなこと言うわけない。

　考えているうちに、エリーザさんは通話を切りジャケットのポケットにスマホをしまった。

「エリーザさん」

　後ろから声をかけた瞬間、彼女はビクッと肩を跳ねらせ振り返る。

「リ、リン。いたのね？」

　突然現れた私はエリーザさんを驚かせてしまったようだ。

「たった今です」

「そ、そう。お母さまと話していたの。あ、いけない。早く行かなければ。アルフォンスさまをお待たせしてしまうわね」

　お母さんと話をしていたんだ。何か始末したいものでもあったんだね。

「はい」

　私はエリーザさんと並ぶと、裏口へ歩を進めた。






　私たちはすでに待っていたアルたちと馬場へ向かった。馬を選ぶ段階でアルは悩んでいるみたいだった。

「リン、今日はシェリーをエリーザに貸してあげてもいいかい？」

「うん。もちろん。それに私の馬じゃないんだから」

　シェリーとは息もぴったりになってきたけれど、何年ぶりに乗るというエリーザさんには彼女のような優しい子が必要だと思う。

「ありがとう。リン」

　普段大人っぽいエリーザさんは無邪気な笑みを浮かべた。

　私はアルとエリーザさんから離れ、どの子に乗ろうか他の厩舎へ移動した。

「俺が選びましょうか？」

　茶色の馬を見ていると、後ろから声をかけられる。声をかけたのはエルだ。

　フェルは「俺」って言わないから。

「もう決めたから大丈夫です」

　もう一度茶色の毛をもつ馬を振り返る。

「プランスか、まあこの馬ならいいと思う。アルのように頑固なときもあるけどな」

「よろしくね。プランス」

　私はプランスの身体を撫でて挨拶した。

　エルはプランスを厩舎からだし、厩務員に鞍をつけるよう指示をする。

　少し離れた場所からエリーザさんの楽しそうな笑い声が聞こえて、思わず見るとアルの手を借りて騎乗するところだった。

　私も冬休み初日、アルからプレゼントされた黒の乗馬服を着ているけど、えんじの乗馬服を身につけたエリーザさんはモデルのように似合っている。

　なんてお似合いなんだろう……。絶世の美男美女、きっとふたりみたいな人のことを言うんだね。

「おい、よそ見していると怪我をするぞ？」

「ぁ……はい……」

　我に返った私はエルに手伝ってもらい騎乗した。

　黒毛の馬に乗ったアルがゆっくり近づいてきた。堂々とした風格の黒毛の馬はいつ見てもすごく大きくて威圧感がある。

「リン、用意はできたかい？」

「うん。プランスに決めたの」

「あぁ。彼ならシェリーほどではないがいい馬で従順な性格だよ」

　アルの乗ったデイモンは走りたくてうずうずしているみたいで「ブルルルル」と鼻を鳴らしている。

「アル、私は大丈夫だから行って？　デイモンがうずうずしているみたい」

　デイモンは走りたそうに足も動かしている。それをアルが巧みな手綱さばきで制御しているのだ。

「そうだね。彼のご機嫌をうかがってくるよ」

　そう言うと方向転換をして牧草地へ走っていった。

「私も走らせてくる」

　初めての馬だけど、安定感があり、これなら大丈夫とホッと安堵する。

　プランスの走りはシェリーよりも元気があるが問題ない。

　ひとしきりデイモンを走らせたアルはすぐに私の所に来て「上達したね」と言ってくれる。

「本当？　じゃあ、デイモンにも乗れるかな？」

「いや、それは危ないな」

　即座に言われて私は頬を膨らませる。

「そんなに膨れないで、本当に危ないんだ。調教前は大変な暴れん坊で人に怪我をさせているんだから」

　アルが心配そうな表情になる。

「冗談よ。デイモンに乗るなんて考えていないから。他の馬よりも大きいから怖いよ。言ってみただけ」

「からかわないでくれ。愛しい人」

　アルはデイモンを少し進ませ、私の横にピタッとつけると首を伸ばして唇にキスをした。

「すごくいい気分だ。少しエリーザの様子を見てくるよ」

　私に寄せた身体を離しアルは言う。

　エリーザさんは二十メートルほど離れたところでシェリーを歩かせている。

「うん」

　私はにっこり頷くのを見て、アルを乗せたデイモンは去っていく。

　しばらくアルはエリーザさんと肩を並べるように馬を歩かせていた。

　私は少しプランスを走らせる。そこへ白いものが空からふわふわ降ってきた。

　あ、雪！

　今日はいつもより寒く、空もどんよりしていた。温暖な気候で雪はあきらめていた。

　素敵なクリスマスになりそう。

「リン」

　シェリーに乗ったエリーザさんが近づいてきた。

「彼女を貸してくれてありがとう。とてもおとなしい馬で何年ぶりかの私でも気を楽にして乗れているわ」

「よかったです。でも私の馬ではないんですからお礼なんていいんです」

「それはいけないわ。ここにいる間はリンの専用馬ですもの」

　エリーザさんが首を振ったそのとき、耳をつんざくような銃声が聞こえた。

　私たち人間も驚いたけれど、馬たちはもっと驚いた。それぞれの馬が前足を上げて暴れ始めた。

　プランスも例にもれず、暴れて私は草の上に振り落とされた。

　エリーザさんも悲鳴を上げてシェリーの背から地面へ落馬した。

　私たちを落とした二頭はどこかへ駆けていく。

「いったぁ……」

　お尻をしたたかに打ちつけて起き上がれなかったが、なんとか手をつき身体を起こし、「ふぅ～」と吐息が漏れる。

　少し離れたところにいたアルとエルはさすがで馬を見事に制御し、すぐに私たちの所へ駆けてきた。

「リン！　エリーザ！」

　アルの声にエリーザさんを見ると、地面に落ちて気を失ってはいないものの起き上がれないようだ。

　アルはデイモンから飛び降りると私の横に跪き、後頭部を撫でるように手が動く。

「大丈夫か？　どこが痛い？」

「アル、私よりエリーザさんを」

　彼より少し遅れてやってきたエルも馬の背から飛び降りて近づいてきた。

「エル、エリーザを見てくれ」

　そう言って私に手を貸そうとしてくれた。

「アルフォンスさま……」

　心細そうなエリーザの声にハッとなったアルは彼女のそばに膝をつく。

「エリーザ、どこが痛い？」

「背中を……」

「なんてことだ！」

　アルがエリーザさんの髪に手をやるのが見えた。エルはスマホで救急ヘリを呼んでいる。

　背中を強打したらしく動かすのは危険だ。

　アルはジャケットを脱ぎ、エリーザさんの身体にかける。雪はまだそれほどでもなかったが、私もジャケットを脱いで彼女の顔に雪がかからないように傘代わりにする。

「リン、着た方がいい。風邪を引く」

「ううん。エリーザさんの方が地面に寝ているんだからかなり冷えると思う」

　救急ヘリが到着する間、アルはエリーザさんの手をずっと握っていた。

　つらそうに顔を歪めているエリーザさんを私も見守るしかできない。

　十分ほどで、救急車が到着すると担架にエリーザさんは固定される。彼女はとても不安がり、救急ヘリに移るときもアルの手を離さなかった。

「エル、付き添いを頼む」

「アル……フォンスさま……」

　エリーザさんのすがるような瞳がアルを見つめる。

「……わかった。エル、リンを頼む」

　一度躊躇ったアルは救急ヘリに乗って病院へ付き添った。

　地上を離れて浮上する救急ヘリを見上げると、雪が吹雪のように顔に当たる。

　少し降る雪が強くなってきたようだ。

　救急ヘリを見送るとエルが振り返ってジャケットに腕を通している私を見る。

「お前は大丈夫なのか？」

　緑色の瞳で探るような視線を私の頭から足元まで向ける。

「大丈夫です」

　本当はお尻が痛かったし、手のひらも地面についたときに擦りむいていた。手を隠そうと後ろに持っていくと、彼は手首を掴んで自分の方に引っ張った。

「擦りむいているじゃないか」

「こ、これくらい大丈夫ですっ！」

　無理やりエルの手から抜き取る。

「帰るぞ」

　私はさっさと歩き始めたエルの後をお尻の痛みを我慢しながら追った。

　戻ると王妃はフェルをともなって病院へ向かわれたと執事に告げられる。

「エルも行かなくていいんですか？」

「大勢行っても仕方ない。そこに座っていろ」

　居間のアンティークなソファを顎で示すと、エルは部屋を出ていった。

　エリーザさん、大丈夫かな……ひどいことになっていないといいんだけど……。

　身体中が痛み、ソファのクッションにもたれて目を閉じた。






「っ！　痛いっ！」

　いつの間にか私は眠ってしまっていたようだ。眠っていたところへ手のひらがピリピリ沁みて飛び起きた。

　目の前にエルがいた。テーブルには洗面器があって、どうやら容器に入った水で傷口を洗われていたようだ。

「おとなしくしてろ」

「あ……」

　それほど長く眠っていたわけじゃないみたいでホッとした。

「ああっ！　痛いです！」

「お前な、傷があるんだから当たり前だ。朝までほっといて化膿させたいのか？　ええっ？」

　顔を近づけて怒りモードのエルに私はあっけに取られる。

「その手のひらを消毒液の中に突っ込むぞ」

「……そんなこと考えていないですよね？　いくら私が嫌いだからって……」

「嫌い？」

　形のいい眉の片方が上がる。

「まあ、最初はそうだったが、今は……認めてる。それに今の傷口の治療法は消毒液を使わない」

　そう言うと、エルは困惑したような顔で再び手のひらに傷パッドをペタッと貼りつけた。

　えっ……？　今のは聞き間違いじゃないよね？

　照れたような、困惑したような様子の彼の顔が聞き間違いじゃないと言っている。

　私は沁みる痛みも感じないほど幸せな気分になっていた。

「お食事はどうなさいますか？　先にお召し上がりになりますか？」

　そこへ執事が現れてエルの指示を仰ぐ。

「いや、二時間後で。お前は風呂に入って身体をほぐした方がいい」

　たしかに身体がガチガチにこわばっている。私はエルに素直に頷いた。

「病院から何か連絡はありましたか？」

「いいえ、まだでございます」

「原因の銃声音の調査は？」

「はい。どうやら猟銃のようです」

「狩りをしていたってことか……」

「狩りって……？」

　私には初めての耳にする言葉だった。

「この近辺にはキツネやキジ、ウサギなどが生息しているから狩りには格好の場所なんだが、密猟者かもしれないな」

　この近辺で狩猟をする場合は、ここの管理責任者へ許可を求めなければいけないと補足してくれる。

「そのようだと思われます。ただいま警察が調べておりますので、連絡が入り次第お知らせいたします」

　執事はうやうやしく言うと、部屋を出ていった。






　夕食はエルとふたりっきりになってしまった。よりによって今日のメインはフィレステーキだった。

　手のひらが痛い私にはナイフを握るのもつらいんだけど……。

　メインのお皿を目の前にして、固まってしまう。

　先にフィレステーキにナイフを入れていたエルが気づいた。

「食べないのか？」

「手が痛くてお肉が切れないので、メイドさんを呼ぼうかと……」

「……ああ。そうだったな」

　エルは椅子を引いて立ち上がると、おもむろに近づいてきた。何をするのだろうと見ていると私の背後に回ってナイフとフォークで切り始めた。

　密着している気がして身を固くする。

「メ、メイドさんにやって――」

「これくらいで呼ぶ程のことでもないだろう？」

　エルは目の前のフィレステーキを手際よく切っていく。

「エル？　リン？」

　お肉を切ってもらっている所へアルの声が聞こえた。エルがお肉を切る手を止め振り返る。

「何をしているんだ!?」

　かすかに怒りを秘めた口調のアルは素早く歩み寄ってきた。

「何って、リンさまが手の怪我でナイフを使えないから、肉を切っているんだ」

「リン！　怪我をしていたのか!?」

　アルの視線がエルから私の手に移る。

「お帰りなさい。アル。たいしたことないの。ちょっと擦りむいたからナイフを握るのが痛くて、エルに切ってもらっていたの」

　珍しく険しいアルの表情を見ながら説明する。

　お肉を切る途中だったがエルはスッと私から離れる。代わりにアルが私のそばに立ち、怪我をしている手をそっと掴む。

「君も怪我をしていたのに……僕は放っておいてしまったんだね。すまなかった」

　アルの悔やむような言葉に首を横に振る。

「たいしたことないって言ったのは私だよ。それよりエリーザさんの具合は？」

「動けなかったのは落馬したショックかららしい。検査結果は問題なかったから一緒に戻ってきたよ」

　アルの説明を聞いてホッと肩を撫で下ろした。

　脊髄でも怪我をして、大変なことになったらと心配だった。

「よかった。もう歩けるの？」

「あぁ、大事を取って車椅子で帰ってきたけどね。それより　リン、僕が切ろう」

　冷めかけているお肉を見て、私の後ろに立ってナイフとフォークを手にした。

　なんだか気まずい雰囲気が流れた気がして、ちらっと目の前に座っているエルに視線が行ってしまう。

　彼はこちらに我関せずと言った風で大きめに切ったフィレステーキを口へ運んでいる。

「さあ、切れたよ。フォークは持てる？　それとも食べさせてあげようか？」

「えっ？　いいの！　自分で――」

　アルは一口サイズに切ったお肉をフォークでさして私の口に持ってくる。

　恥ずかしかったが仕方なく口を開けてお肉をパクリと口にした。






　翌日、アルは朝から環境問題の書類を読まなくてはならないそうで、アーレ兄弟と三人で部屋にこもっている。

　でもお昼前には終わるそうだから、午後は何をしようかなと考えていた。

　今日はクリスマスだ。昨日舞っていた雪はやんでしまっていて青い空が広がり晴れている。

　朝食を食べ終えて、エリーザさんの部屋へお見舞いに向かった。

　エリーザさんの部屋をノックすると、すぐに可憐な声が返ってきた。

　背にクッションをたくさん置いてエリーザさんはベッドに起き上がっていた。

　その姿は想像していたおとぎ話のお姫さまのようだ。

「リン……」

　私が入ってきたのを驚いた表情で見ている。

「お加減はいかがですか？　痛みはまだありますか？」

　ベッドに近づくと具合を尋ねた。

「もう大丈夫なの。あのときは驚いてしまって、最初の落馬事故のことが思い出されて、もし動けなくなったらと、恐怖に襲われて身体が動かなくなってしまったの。心配かけてごめんなさい」

「いいえ、あの状態では当然です。ちゃんと検査してもらってよかったです」

「こんなに身体が弱くてはアルフォンスさまに申し訳なくて……」

　エリーザさんはか弱そうな笑みを浮かべる。

「ぇ……」

　どうしてアルに申し訳ないの……？

「えっと、アルは気にしていないと思います」

　よくわからないけれど、そう答えてみた。

「もしかして……私とアルフォンスさまのこと、ご存じないの？」

　エリーザさんは華奢な手を口にあてて驚いたような顔になる。

「エリーザさんとアルのことって……？」

「もちろん、婚約よ……知らなかったのね？　嫌だわ。アルフォンスさまったら。たしかに王妃さまもご存じない秘密裏に進めているお話なのだけど、あなたには話していると思ったわ。だって、大事なことでしょう？」

　私は立っていられないほど衝撃を受けた。

　全身の血が一気に引く感覚で、顔は蒼白になっているに違いない。

　エリーザさんは私が知っていると思って言ったけれど、知らないとわかって困惑の表情を浮かべている。

「まあ、どうしましょう。私たちの仲が気まずくなってしまうわよね？　婚約者と恋人が同じ場所にいるなんて」

　そう言いつつもエリーザさんの顔が一瞬笑みを浮かべたように見えた。アルとエリーザさんの話に衝撃を受けた私は無意識に頭を振ると部屋を出た。

　頭の中が真っ白だ。

　どこをどう歩いたのかわからなかったけれど、気づくとワイナリーの倉庫の近くにいた。

　辺りには誰もいない。

　壁に寄りかかると、足に力が入らなくなってずるずると地面に座り込んでしまう。

　エリーザさんはアルの婚約者……。それをわかっていてアルはエリーザさんをここへ連れてきた……。どうして……？

　いつかは身を引かなきゃならないときが来ると思っていたけれど、こんな形で知らされるなんて……ひどいよ、アル……。

　冷たい風が容赦なく吹きつけてくるけれど、動く気になれなかった。






「こんなところで何をしているんだ？」

　声をかけたのはエルだった。

　我に返り反射的に顔を起こすと目の前に立っていた。

「お前……」

　エルは私の顔を見て切れ長の目を大きく見開いた。

「泣いていたのか？」

「ほっといてください」

　今はエルの意地悪についていけないから。

　顔を彼から背け、頬を伝わる涙を手の甲でごしごしこする。

「放っておけるわけないだろう？」

「ひとりにしてくださいっ」

　泣いた顔を見られたくなくて言っているのではない。

　今の私の頭はパニック状態が続いていて、落ち着いてひとりで考えたかった。

　エルの大きなため息が聞こえた。

「何かあったんだな？」

　彼の鋭い視線が私の気持ちを見透かしそうだ。

　エリーザさんの言葉は本当なのか、聞いてみたくなった。アルは婚約者がいるのに恋人を作る人なのか。

「……エル……エリーザさんはアルの婚約者なんですか？」

「お前、誰からそれを？」

「……やっぱり本当なんですね」

　胸の奥がギュッと締めつけられるみたいに痛んで、呼吸が苦しくなる。

「アルは認めていない。国王から命令されて仕方なくここへ連れてきたんだ。お前とのことも国王はご存じで、民間人の恋人をよく思っていないからだろう。エリーザは俺たちの幼馴染みで、アルは何とも思っていない」

　エルは嘘を吐くような人じゃないから本当のことなのかもしれない。

　アルは認めていない……。

　その言葉は嬉しかった。心のモヤモヤがスッと取れたような気がした。

　私はアルと付き合うとき、ときが来たら身を引くと決めていたんだ。だから、アルを煩わせちゃいけない。

　大好きな人だから……。

「リン？」

　いつもは「お前」呼ばわりだったのに、突然「リン」と呼ばれて我に返る。私は覗き込むようにして見ているエルに視線を戻した。

「アルは手の届かない男なんだ」

「そんなこと、知っています」

　一国の王子さまと結婚できるのはお姫さま。

「そろそろ部屋に戻らないとアルが捜しにくるぞ？」

　力なくコクリ頷くとエルから離れて住居の通用口に向かった。






　居間に戻るとアルがソファに座わり本を読んでいた。

「リン、メリークリスマス。どこにいたんだい？」

　その言葉好き……独占されているみたいで……。

「メリークリスマス。お散歩してたの……早かったね？　もっとかかるのかと思ってた」

　アルは本を閉じて置くとソファから立ち上がり私の所へやってきた。

「長い散歩だね？　迷子になっているんじゃないかと、捜しにいこうかと思っていたよ」

　私の髪にそっと指をやり、何かをつまんだ。

「葉が髪に付いている。どこで寝そべってきたんだい？　寒いというのに」

　目じりを下げて笑うアルに思わず抱きつきたくなった。

「……あちこち」

　アルは額にそっとキスを落とすと、私の手を引いてテーブルへ連れていく。

「昼食は手で食べられるものを頼んだよ」

　テーブルの上には中身の豪華なサンドイッチや手でつまめるポテトフライなどの食べやすそうな料理が並べられていた。

「美味しそう」

「食べよう」

　椅子を引いて私を座らせるとアルは隣に腰掛けた。

「どうして隣……？」

「まだ手が痛いんだろう？　不便があったら困るからね」

　私を優しくいたわってくれるアル……。その微笑みを見ると胸がズキズキ痛くてつらいよ……。

　涙腺が緩んできて、顔を伏せてアイスティーを口にした。

「食事を済ませたら、出かけないとならなくなったんだ。クリスマスなのに一緒にいられなくてすまない」

　すまなそうな声に笑みを貼りつかせて顔を上げた。

「私ならひとりでも大丈夫だよ」

　まだ混乱している頭を今はひとりになって考える時間が欲しい。

「その代わり、明日は一日スケジュールを空けてもらったんだ。どこか行きたいところはある？」

「行きたいところ……」

　そう言われても何もわからないから困る。

　そのとき、ふと頭によぎった。

「ふたりだけで……誰もアルを知らない所に行きたい」

「誰も僕を知らない所……か……」

　アルは少し考える表情になった。

　無理を言っているのは十分承知している。けれど、普通のカップルとしてデートしたくなった。

「わかった。考えておく」

　アルは私の後頭部を自分の方へ引き寄せて額に唇を寄せた。






　昼食が終わるとアルは出かけていった。

　ひとりになると部屋に戻り窓辺の椅子に座り、これからどうすればいいのか考えていた。

　別れるしか道がないのはわかっている。

　けれど、考えれば考えるほど胸が痛くて、心が張り裂けそう。

　会えなくなると思えば思うほど、パニックに陥りそうで……。

　叫び出したくなるのを堪えたとき、ドアがノックされた。

　急いで涙を拭いてドアに向かう。

　メイドかと思っていたがエリーザさんが立っていて、一瞬動きが固まった。

「驚かせてしまったかしら……？　突然にごめんなさい。ちゃんとお話をしたかったの」

　エリーザさんは不安そうな瞳を向けている。

「ど、どうぞ……」

　一歩下がってエリーザさんを部屋に入れるとソファに向かった。

　私たちは向き合って座った。

　目と目をじっと合わせていられなくて、逸らしたのは私だった。

　そこでエリーザさんが口を開いた。

「本当に驚かせてしまってごめんなさい。アルフォンスさまは国王さまの命令で仕方なく私をここへ連れてきたの。婚約者ではあるけれど、アルフォンスさまは認めていらっしゃらない。あなたのことを愛しているから。でもね？　あなたは外国人、王室に受け入れられない存在なの」

「……わかっています」

「アルフォンスさまとハッピーエンドになれないってわかっているのなら……アルフォンスさまはあなたと私の間で苦しんでおられるわ。アルフォンスさまのもとから離れてほしいの。日本へ帰って忘れてください」

　婚約者として当然の言葉だと思う。だから何も言えなかった。

　エリーザさんは申し訳なさそうに儚げに微笑むと、部屋を出ていった。

　ドアが閉まると苦しくて大きく息を吸い込んだ。どうやら息を止めていたみたい。

　アルとのことを考えていたそばから、エリーザさんの追い打ちをかけるような言葉に正直へこむ。

　ベッドへ近づくと、身を投げ出して枕に顔を埋める。

　アル……。

　目を閉じると、アルの爽やかな笑顔が見える。

　もうそばにいられない……。






「リン、少し外を散歩しないかい？」

　アルは夕食前に戻ってきた。

　立派なクリスマスツリーがある部屋で、クリスマスディナーの特別な料理が振る舞われ、極上のシャンパンやワインを飲み、みんなは大満足だ。食後のデザートもひとりひとりツリーをかたどったケーキももったいないくらい素敵だった。

　食事が終わると、アルはみんなに聞こえるように私を誘った。

「ぇ……」

「寒いがその辺を散歩したくなったんだ」

「では私たちも」

　フェルが席を立とうとする。

「いや、護衛はいらない」

　アルはフェルに断り、私に手を差し出す。みんなに注目を浴びてしまった私はここから離れたくてそそくさと立ち上がる。

　通用口から中庭に出た途端、寒さにブルッと震える。すると、ショートコートの上にアルが手にしていた自分の上質なカシミアのロングコートが肩にかけられた。

「寒いね。大丈夫？」

「うん。アルのコート、すごく暖かい」

　アルは別のコートを着ており、手を差し出され握った私の手は彼のポケットにしまわれた。

　ワイナリーの方へゆっくり歩を進め、会話を楽しむ。吐く息は白かったが、アルと一緒にいられることで心は温かい。

　空を見上げると、藍色の夜空に瞬くたくさんのお星さま。東京と星の数が違いすぎる。

　今にも星が落ちてきそう。

　こんな風に考えるのはナーバスになっているせいなのかな。いつもならこんなこと考えないのに……。

「明日、行くところを決めたよ。パスポートを用意しておいて。服装はそうだな……ジーンズとシャツのカジュアルな格好にしよう」

「うん、どこへ行くのか聞いていい？」

　馬に乗りにいくのかな……？　でもそれならパスポートは必要ないよね？

「それは着いてからのお楽しみだよ」

　楽しそうに言って、ウインクする。

　その姿が様になりすぎていて胸の鼓動が大きくなった。

　三十分ほどで散歩を切り上げ私の部屋へ送ってくれる途中、冷えた身体が温まるようにメイドにホットチョコレートを持ってくるように指示する。

「リン」

　重厚なドアの前で立ち止まったアルはポケットからリボンのかかった箱を取り出す。

「メリークリスマス」

　アルはロイヤルブルーの箱を私の手のひらに置く。

「ありがとう。なんだろう……」

「開けてみて。気に入ってくれるといいが」

　私は深紅のリボンを解き、ロイヤルブルーの箱をそっと開けてみた。

「わぁ～　ブレスレット！」

　金の鎖に馬の蹄鉄のチャームがある。蹄鉄にはブルーの石が。

「アル、こんな高価なプレゼント……」

「僕の瞳の色と一緒だろう？　これを初めてのプレゼントにしたかったんだ」

「ありがとう。アル。大事にする」

　アルはブレスレットを手にして、私の左手首につけてくれた。

　とてもキュートでいて豪華なブレスレットだ。

「あ！　少し待ってて」

　私は自室に入り、十センチ四方の箱を持って戻る。

「アルはなんでも持っているから、クリスマスプレゼントは悩んだの。でもこれなら飾ってもらえるかなって」

「リンからの心のこもったプレゼントだ。気に入らないわけがない」

　彼は箱を開けて中の物を取り出す。

「スノードームか」

　手のひらに乗るサイズのスノードームの中はお城の横に馬がいる。ひっくり返して戻すと、雪のような白いものが上からサーッと下りてくる。

「可愛いよ。僕たちの記念の景色のように見える」

「うん。まるでここみたいだから。アル、こんなものでごめんなさい」

「リン、そんなことを言わないで。君の心のこもったプレゼントはなんでも嬉しいよ。ありがとう。大切にするよ」

　麗しく笑みを浮かべたアルは、私を抱きしめてキスをした。

















十一、愛の行方












　翌朝、まだ外が暗いうちにアルに起こされた。

　眠い目をこすりながら瞼を開けてみると、ごく普通の男の子のようなカジュアルな格好をしたアルがいた。手にキャップを持っている。

　そんな普通の姿でも光り輝くようなカリスマ性は失われておらずカッコいい。

「初めて見た……カッコいいよ。アル」

「リンも着替えておいで。早いうちに出たいんだ」

「うん。すぐに着替えてくるから待っててね」

　私はアルとのふたりきりの外出に浮き足立った感じだった。

　今日は一日楽しもう。考えるのは後にして……。

　ソファの上に用意していた着替えを手にすると、パウダールームへ入った。

　私の服装もアルと似ている。

　厚手のセーターに、一本しか持っていないジーンズ。小さな斜め掛けのボディバッグを肩から提げて、スニーカーを履いた。

　肩につくくらいになった髪の毛を梳かし、メイクもしない。

　どうせ、いつもスッピンの顔を見られているから気にならないけれど、ハンナが見たらグロスだけでも塗りなさいって怒られそう。

「お待たせ」

　ソファで待っていたアルは私の姿を見て立ち上がると唇にキスを落とす。

「可愛いよ」

　いつものお世辞も忘れていない。

　私はにっこりアルに微笑んだ。

　手を引かれて部屋を出て静まり返った廊下を進む。私と手を繋いでいるアルは玄関ではなく使用人の通用口へ向かう。

「アル、フェルたちには出かけることを伝えた？」

　なんだか悪いことをしているみたいで、小さい声でこそこそと話してしまう。

「母上にだけは伝えた」

　本当に護衛もつかずに出かけても大丈夫なのだろうか。

「アル、本当にふたりだけ？　私のわがままを聞く必要はないんだよ？」

「リンのわがままで出かけるんじゃない。今日の僕は王子ではなく、普通の男としてリンとデートするんだ。リンも誰も僕のことを知らない所へ行きたいと言っただろう？　護衛を連れていてはすぐにばれてしまうからね」

「そんな……だめだよ！　護衛なしで出かけて何かあったらどうするの？」

　誘拐や暗殺、そんなことが頭に思い浮かぶ。

「そんなにやわじゃない。君を守ることはできるよ」

「私のことよりも自分を守って」

　本当に外出してしまってもいいのかな……。

「さあ、夜が明けてしまう。行こう」

　アルはまだ考えあぐねている私の腕を軽く掴むと歩き始めた。






　ガレージに五台停めてあった車のうちの一台にアルはリモコンキーを向けた。その車はガレージの中でも一番ごく普通の車に見える。

　他の車はスポーツカーだったり、私でも知っている高級外車のエンブレムだったりしたから。

「リン、乗って」

　助手席のドアを開けてアルに言われるまま乗り込もうとしたとき、はたと気づく。

「運転手さんは？」

　ガレージには私たちふたりしかいない。

「僕が運転するんだよ。まさか免許を持っていないとでも思った？」

「う、うん……」

　いつも運転手が付いているアルには運転する必要がない。

「免許を持っていると言っても……アル、いつも運転していないし」

「もしかして信用されていないのかな？」

　そう言ってクスッと笑う。

「そ、そんなんじゃないよ」

「運転はうまいと言われているんだ。だから安心して乗って」

　私は頷き、助手席に座った。

　シートベルトを締めていると、アルが運転席に乗り込みエンジンをかける。

　外には誰もいなくて不安になる。

　本当に出かけてしまっていいの……？

　私の心配とは裏腹にアルの口元は笑みを浮かべ、シートベルトを締めてから私に顔を向ける。

「リン、行こう。僕たちの初デートだ」

　アルがこんなにも嬉しそうなのだ。私も気にしないことにして、彼ににっこり笑う。

「うん。初デート、思いっきり楽しむね！」

　彼の手が私の頬をそっとなぞり、首をこちらに伸ばして口づけられた。






　アルの言った通り、運転のことはよくわからないけれど上手に思えた。ブレーキのときも身体が前に動かないし、スピードを出してもぶれずに安心できる。

　何でもできるんだなと感心してしまう。

　今、車は国境に向かっているらしい。まっすぐな道路を一時間は走っている。

　念願のふたりだけなのに、時間が経つにつれ、不安が心の中に広がっていく。

「何を考えているの？」

　運転中のアルは前を見ながら聞く。

「本当に大丈夫かなって……」

「僕の身分がばれてしまうかなら大丈夫だよ。キャップとサングラスをかけていれば知られることはない」

「ち、違うよ。もし暗殺者や誘拐犯がアルを狙っていたらと思ったら不安になったの」

「大丈夫だよ。ついてくる車はいないし」

　アルの視線がバックミラーとサイドミラーへ動く。

「ついてくる車があったらそれこそ戻らなきゃっ！」

　私の言い方がおかしかったのか、アルは声を出して笑う。そのリラックスした表情に悩んでいるのがバカらしくなってきた。

　七時過ぎ、ここが国境だよと言われてキョロキョロ辺りを見回してみる。レンガ造りのしっかりした小さな建物があるくらいで誰もいない。

　大型バスが二台停まっていた。旅行者を乗せているみたいだ。

「本当にここが国境？」

　なんか拍子抜け。銃を持った人が立っているのかなって思っていた。パスポートも見せなくて入国できるなんて不思議。

　アルによると、ヨーロッパ諸国の協定があり陸路では出入国審査がないとのこと。それでも抜き打ちに提示を要求されることもありパスポート所持は必須だと。

「あぁ。隣国に入った」

「もうすぐ休憩するところがあるよ。そこで朝食を食べよう」

　巧みなハンドルさばきでアルは車を走らせ、十分ほどが経ちレストランの建物が見えてきた。

　アルは運転席から降り、私の所へ回ってきて手を貸してくれる。

　ほんと、レディーファーストなんだよね。

　彼は黒っぽいサングラスをかけていた。

　本当にばれないかな……。普通の男性と同じような格好なのに、気品がにじみ出ていると思うのは王子さまだと私が知っているから？

　小さなレストランの中へ入ると、ウェイトレスがメニューを置いていくが、アルの方を何度もチラチラ見ている。

　アル、じっと見られちゃってるよ。

　彼はメニューを開いて何を食べようかと思案しているから、見られていることに気づいていない。

「リン、農夫の朝食が美味しそうだ。どう？」

　メニューの写真を指さして見せてくれる。

　ジャガイモとベーコン、ウインナーも入っていてオムレツのような料理だ。

「うん。美味しそう」

　アルは普通の人のようにウェイトレスを呼んで注文している。

　なんだか慣れているみたい。どうして……？

　五分ほどで目の前にドンと置かれたお皿の上はメニューの写真よりボリュームがあった。

　アルはナイフとフォークを使って上品に口に運んでいる。

　育ちの良さがバレバレなんですけど……。

　田舎料理をまるで、フォアグラやキャビアを食べているかのように見えてしまうのは私だけなのだろうか。

　窓際に沿って並んだテーブルはほとんど席が埋まっている。

　ホッとすることに私たちのテーブルを見ている人はいなかった。

「卵をパンの上に置いて食べると美味しいんだよ」

　オムレツ状の卵を乗せた小さく切ったパンを私の口に持って差し出す。私は口を開けてアルの指まで食べそうなくらいの勢いでそのパンをパクリと食べた。

「う～おいひい～」

　口の中にチーズの味が広がってゆっくり咀嚼する。

　私たちは食事をきれいに平らげてお店を出た。

　通貨は共通だから国が違っても両替する必要がないから便利だ。アルの立場ならお金を持たずにお付きの人が支払いするのだろうけど。

　車に乗り込み、アルは再び走らせる。

「眠かったら寝ていていいよ？」

「お腹がいっぱいになって少し眠いけど、眠ったらもったいないよ。アルとデートなんだから起きていてお話ししたり、景色を見たりして楽しみたいの」

　最高に幸せな気分だった。レストランでは誰もアルに気づいた様子はなかった。

　本当に今日一日、普通のカップルとしてデートできそう。

「……よかった」

「え？」

　私はキョトンとした顔で運転中のアルを見た。

「リンが笑っていてくれて」

「いつも笑ってるでしょう？　意味わかんない」

「そうだね。でも今日の笑顔は今までで一番だよ」

　アルに甘い笑みを向けられて、私の頬が熱くなった。

「ねえ。アル、これからどこへいくの？」

「遊園地に行こうと思うんだ」

「遊園地があるの!?」

「大きな遊園地があるから一日、楽しめると思う」

「行ったことがあるの？」

「幼い頃に行ったよ。そのときは貸し切りでフェルとエル以外は大人ばかりでつまらなかった記憶があるけれど、今日はリンと一緒だから楽しみだよ」

　私の頭の中でアルの小さい頃の姿が作り出された。

　遊園地に来ているのに、つまらなそうな顔したきれいな男の子が。立場上、不自由な思いをたくさんしているアルが可哀想に思えた。

「うん。たくさん遊ぼうね？　きっとアルだってわからないと思う。さっきのレストランだって気づかれた様子なんてなかったし」

「そうだね。気づかれずに気分がいいよ」

　車は近代的な建物が立ち並ぶ通りを走っていた。

「ここと比べると、クレーメンスは田舎だろう？」

「そうかな？　クレーメンスは絵葉書のようなきれいな建物ばかりで田舎だなんて思っていないよ？　私は好き」

「ありがとう。あと三十分も走れば遊園地に着くからね」

「アルはどうしてこの国の地理をよく知っているの？」

「遊園地には一度きりだけれど、この国へは公務とは関係なく遊びにくるんだ」

「ふ～ん。だからみんなに気づかれないって自信があるんだね？」

　アルの口から遊びにって言われると、どこへ行って何をしていたのか気になった。

「パパラッチに見つからない限り大丈夫だと思う」

「パパラッチってどこにでもいるの？」

「有名人がいるところになぜかいるね。パパラッチは芸能人だけでなく、近隣諸国の王室のプライベートも撮っている。芸能人より厳重に警備されているし、外出が少ないから、王室関係者を撮った写真は高い値で買ってもらえるらしい」

「見つからないようにしなくちゃ」

　心配はいらないと思っていたのに、パパラッチの存在を知らされて不安になった。

　遊園地の開園は九時。アルは九時少し前に駐車場に車を停めた。

　遊園地の方から子供たちの楽しそうな声と、軽快な音楽が聞こえてきた。

　少し胸をドキドキさせながらアルと手を繋いで入場口へ向かった。

　落ち着きなくてキョロキョロと辺りを見回してしまう。

「リン、見た所パパラッチはいないようだから、気を楽にして」

「う、うん」

　場内へ入ると、そこは別世界だった。

　メルヘンチックな建物と乗り物。観覧車やジェットコースターだってある。

「何に乗りたい？」

「何でもいいの？」

　初めて遊園地を訪れた子供のようにウキウキしながら聞く。

「もちろん」

「じゃあ！　ジェットコースター！　あれに乗りたいっ！」

　ループが三つほどある過激なジェットコースターを指さす。

「リンはジェットコースターが好きなの？」

「うん、大好き。乗ってもいいの？」

「いいよ。今日はリンの望みを全部叶えてあげる」

　一瞬、アルの言葉に私は固まってしまった。

　私の望みを全部叶えてくれる。

　その言葉は別れの最後のプレゼントのように聞こえた。

「どうした？」

　我に返ると、考え込んでしまった私の顔をアルは覗き込んでいる。

「ううん。行こう！　遊園地の乗り物を全部制覇するんだから」

　私はアルの手を引っ張ってジェットコースター乗り場に向かった。

　日本の遊園地やテーマパークほどは混んでいなくて、待ち時間も少なく、私たちは次から次へと乗り物に乗った。

「あっ！　ジェラートが売ってる。アル、待っててね？　買ってくるから」

　寒いけれど、ジェラートは別。

　土産物が売っているショップの横に、ジェラートのワゴンを見つけて行きかけた私にアルが呼び止める。

「リン、待って。僕が買ってくる」

　こんな場所で買うなんて絶対に慣れていないはずなのに、自分で買いにいこうとするなんてどこまでも優しいんだよね。

「いいの！　私が行ってくるから。あ！　何がいい？」

「リンが好きなのでいいよ」

「うん！　買ってくるね」

　私は飛び跳ねるように、ジェラートのワゴンに向かった。






　コーンの上にこんもりと盛られたジェラート、ふたつを落とさないように気をつけながら戻ろうとアルの姿を目で捜した。

　パパラッチが気になって辺りを見回す。カメラを持った人は家族連ればかり。

　安心したけれど、アルの前を通り過ぎる女の子たちがチラチラ見ている。

　もしかして、ばれた？　それともアルがカッコいいから？

　女の子たちが話しかけられないのは、おいそれとそれができないような高貴なオーラを纏っているせいかも。

　腕を組んで立っているアルは別世界の人のようだ。

　立ち止まってそんなことを考えているうちに、アルがこちらに向かって歩き始めた。

　サングラスをかけているから目の表情はわからないけれど、口元に笑みを浮かべて。

「どうした？」

　目の前に立つアルは不思議そうな顔で私を見ている。

「え？　あ、パパラッチがいないか確認してたの」

「意外と心配性なんだね？」

　クスッと笑って右手に持っているラムレーズンのジェラートに口をつけた。

「美味しいよ。ラムレーズンとそっちは？」

「桃のジェラート。アルはどっちが好き？」

　ジェラートを持った両手を差し出して聞いてみる。

「選ぶことなんてできないよ。僕が一番好きなのは――」

　突然顔を近づけてきたアルに面食らっていると、唇にキスを落とされた。

　ちゅっと啄むようにキスをされて私も軽くキスを返す。

　そのとき、何かが落ちた音がした。

　ハッとして下を見ると桃のジェラートが地面に落ちていた。

「落ちてしまったね」

　アルは笑いを堪えたような顔で唖然となる私を見てから、ちょうど通りがかった清掃員に掃除してもらうように頼んでいる。

「もうっ、アルがキスするから……」

　怒っていないけれど、頬を膨らませてみせた。

　アルは苦笑いを浮かべて腰を屈めて私の膨らんだ頬にキスをする。

「おいで、新しいのを買おう」

　手を引かれてもう一度、ジェラートのワゴンに歩を進めた。






　スニーカーを履いていてもたくさん遊びまわった証に足が痛くなった。

　時刻は十六時だ。

　ワイナリーまで四時間はかかるから、もうここを出ないと遅くなってしまう。

　アルとはいろいろな思い出があるけれど、今までで一番、楽しかったな……。

　こんなに長い時間アルと一緒にいられたことが嬉しい。

　この楽しかった思い出は、おばあちゃんになっても絶対に忘れない。

　うん。私がおばあちゃんになったら孫に……いたらの話だけど、アルのことを話してあげるんだ。

　アルは私の永遠の王子さまだよ。

「疲れた？　無口になったね」

「そんなことないよ。だけど、もう帰らなくちゃ」

「……明日、帰ろう」

　アルの言葉に立ち止まった私は唖然となって彼を見つめる。

「明日……？」

「あぁ。まだ普通の男としてリンと一緒にいたいんだ」

「休暇は今日だけでしょ？　ダメだよ。帰らないと」

　心の中ではまだ一緒にいたい。

　そう思っているけれど、アルの立場を考えたらそう言っていた。

　アルの返事はなかった。寂しそうな笑みを浮かべると私の手を握って出口の方向へ歩き始めた。

　無言のまま車に向かい、助手席に私を座らせたアルは車の前を回って運転席に。

　車の中がなんだか重苦しい空気に包まれているよう。

　アルは帰りたくないんだね。私と一緒にいたいと思ってくれている。だけど、アルには王室の一員としての重責があるから、普通の男の子とはもうお別れしなくちゃ。

　車を走らせたアルは考え事をしているようでまっすぐ前を見て運転している。

　ふいに膝の上で組み合わせている私の手にアルの右手が重なる。

「リン。このことは母上が知っている。だから気にすることなく明日帰ればいいんだ」

「王妃さまが外泊してもいいって……？」

「あぁ。そうでなければふたりっきりで出かけることはできなかった」

　ワイナリーの門にいつもは立っている警備員がいなかったのはそういうことだったんだ……。

「母上は僕の一番の理解者だから。これからもリンとのことを応援してくれる」

　私の手に重ねられたアルの手がポンポンと二回優しく触れる。

　何も言えなかった。私もまだ一緒にいたかったから。言葉を探していると、車が停まった。

　何かの建物のエントランスに車を停車させたよう。

「今日はここに泊まろう」

　それだけ言うと私の言葉を待たずに車からアルは降りた。

　助手席のドアをホテルのドアマンに開けられた。

　仕方なく車から降りると、そばで待っていたアルのもとへ行く。

　再び手を繋がれてロビーの中へ。フロントで部屋を取ったアルは私を連れてエレベーターに向かった。

　チェックインの手続きのとき、アルは偽名を使った。偽名の身分証があることに内心びっくりだった。

　フロントの男性の表情が変わらなかったから、おそらく正体がばれていないはず。

　ロビーや廊下の内装はゴージャスだったから、五つ星のホテルのようだ。だけど、部屋はいつもアルが使う豪華なものではなく、ダブルベッドが置かれた普通の客室だった。

　ダブルベッドとテレビ台の間はまあまあ広いけどシンプルだ。

「意外と狭いね。こんな部屋ですまない」

「ううん。私にはこれでもよすぎるくらいの部屋だけれど、アルは初めてだよね？」

「初めてだよ。スイートにしていらない憶測を招きたくなかったんだ。初デートの部屋がこんなところでごめ――」

「謝らないで。言ったでしょ？　私にはよすぎるくらいだって。だけどアルはこういう部屋は慣れていないと思って」

　私はアルの言葉を遮り彼に腕を回して抱きつく。

「リンと一緒ならまったく気にならないよ」

　ベッドに腰をかけたアルは私の腰を自分の足の間に引き寄せる。

　どうしよう……この部屋にふたりっきりで……。ベッドはひとつだけ……。

　微笑むアルに心臓はバクバクと乱れ始める。

　髪の中に手を差し入れられ、優しく引き寄せたアルの唇が重なる。いつものように軽いキスだと思っていた。

　でも、思いがけなく独占欲に満ちたキスだった。

「んっ……」

「愛している。リン」

　そっと耳元で甘く囁かれる。胸が押しつぶされそうなほど痛くなった。

　涙を堪えて自分からキスをした。

　最後にアルに深く愛されたい。

　王子さまと最後に……。それは私が死ぬまで素敵な思い出になるはず……。






　アルの腕に抱かれ髪を梳かれながら、私はウトウトとまどろんでいた。

　優しい指先を鼻に感じて目を開けると、海のようなブルーの瞳と目が合いクスッと笑われる。

「よほど疲れていたんだね？　いびきをかいていたよ」

「えっ!?　本当に？　やだ！　いびきなんてっ！」

　そう言いながら恥ずかしさで身体を起こそうとした。

　そしてアルと寝てしまったことも輪をかけて恥ずかしくて頬が熱くなるのがわかった。

「嘘だよ。いびきなんてかいていないよ。可愛い寝息は立てていたけどね」

　私の慌てる姿に、目じりを下げて笑っている。

「もうっ！　ひどいよ。すごく恥ずかしかったんだから」

　アルの目をまっすぐ見られなくて両手で顔を覆う。

　え……？

　左手に違和感があって視線を指に向ける。薬指に大きなブルーサファイアの指輪がはめられていた。

　その指輪、ブルーサファイアは直径一センチはありそうなほどの大きさで、とてつもなく価値のありそうなものだった。

「アル……？」

「その指輪は代々花嫁に受け継がれるもので、母上から頂戴したんだ。リン、もらってくれるよね？」

　代々花嫁に受け継がれる指輪……。

　私は驚いて目を瞠った。指輪をはめた左手がかすかに震えて始める。

「そんな大切な物、私がもらうわけにはいかないよ」

　薬指から指輪を抜こうとすると、その手はアルの手に止められた。

「リン、プロポーズをしているんだ」

「プ、プロポーズ……」

「箱はワイナリーに置いてあるから戻ったら渡すよ」

「アルっ！　私……」

「驚くのも無理はないよね。僕たちはまだ若いし、出会ってそれほど経っていない。でも、僕が愛しているのはリンだけ。僕にふさわしいのはリン、君だよ。ずっと愛しみ守ると誓うよ」

　違うよ……私が一番ふさわしくない……。

　涙がこみ上げてきて、大粒の涙が頬を濡らす。

「リン、その涙はもしかして嫌なのかい？」

「違う……」

　大きく首を横に振る。

　嬉しかったけれど、立場を考えたら私がアルの花嫁になるなんてありえない。

　プロポーズされて、大切な宝物のように抱きしめられていても、喜べない。

　喜べるはずがないよ。それにアルには決められた婚約者がいる……。

　そのとき、エルの声が思い出された。

【アルは認めていない】

　認めていないけれど、いつかは認めなくてはならないときがくる……。

「お腹が空いただろう？　ルームサービスを頼もう」

「……うん」

　机の上にあったメニューを持ってきたアルはベッドに腰をかけて私に見せる。

　正直、胃が痛いくらいでお腹は空いていなかった。

　神経質になっているせいだ。

　集中力もなくて、メニューの文字が理解不能になっている。

「アル、適当に頼んでくれる？」

「わかった」

　アルは受話器を取ると、本当に適当に注文している。

　そんなに食べられないよ。

　受話器を置いたアルは私を見てにっこり笑う。

「リンが好きそうな食べ物を頼んだよ」

「ありがとう」

　指輪はまだ左手にはめられたままで、どうしても視線が指輪へいってしまう。

　どうしよう……。

　アルを見ると、窓辺に立ち外を見ている。

　窓ガラスに映るアルの顔……重大なことを成し遂げたみたいに安堵したような彼は口元に笑みを浮かべていた。

「アル、テレビ、つけてもいい？」

「え？　あぁ、うん」

　彼は窓際を離れリモコンを手にすると、テレビをつけてくれる。

　特にテレビが見たいと思っているわけではなかった。なにか音が欲しかった。

　黙っていると、私の考えていることをアルに見透かされてしまいそうで。

「食事が来る前にシャワーを浴びてくる。リンも一緒に浴びる？」

　私は慌てて首を横に振る。

「あ、あとで入る」

　答えを予測していたアルは楽しそうに笑ってバスルームへ向かう。

　気だるい眠気に枕に頭をつけて目を閉じたとき、テレビから出るアナウンサーの言葉にハッとなり目を開けた。

「今、クレーメンス国のアルフォンス王子って……」

　身体を起こして、テレビを見るとアルの外交のときかなにかの映像が映り、アナウンサーは少し興奮気味で話をしている。

『クレーメンス国のアルフォンス王子が今朝、失踪されたようです。誘拐の可能性もある事件性も考え、当局は慎重になっているようです』

　誘拐っ!?

「アルっ！」

　ベッドから転がるように下りると、勢いよくバスルームのドアを叩いた。

「アル！」

　ドアが開いて腰にタオルを巻いたアルが姿を見せた。

「やっぱりリンも一緒に入りたいの？」

　にっこり笑って肩を引き寄せられたけれど、大きくかぶりを振る。

「違うのっ！　テレビでアルのことが」

「僕のこと？」

　アルが首を傾げ、眉を寄せる。

「アルが失踪したって」

「そうか……リン、気にしなくていいんだ」

　いつもの表情に戻って、私を安心させるように言う。

「でもっ！　誘拐かもしれないって言ってたよ？　大変な騒ぎになっているんだよ！」

　私のせいだ。普通のデートがしたいって言ったから。

「バカらしい。たかが一日出かけたくらいで、明日帰れば済むことだよ。気にせずに違う番組を見ていて」

　アルは私の両肩に手を置き方向転換させると、髪に口づけを落として背を軽く押した。

　ベッドに腰をかけ手を胸にやる。おおごとになってしまって、胸がドキドキと不安な音を立てている。

　どうしよう……当惑する私はふと左手の指輪へ視線を落とす。ありえないほど豪華すぎる指輪。ちっとも私の指に似合っていない。指輪も私なんかに、はめてほしくないって言っているみたい。

　エリーザさんみたいな気品がある女の子が似合うんだ。

　指輪を見ていたら私の心はだんだんと落ち着いてきて決心がついた。

　テーブルの上に無造作に置かれたアルのスマホを手にする。

　心を決めたら何でもできる気がした。

　アル、ごめんなさい……。






　部屋のチャイムが鳴り、ルームサービスが届いたことを知らせる。

　アルがホテルのバスローブ姿で出てきたときには、小さなテーブルの上に注文したお料理が所狭しと用意されていた。

　まだしずくが垂れるくらいの濡れ髪はいつもの金色よりも暗い金褐色。

　乾かしてあげたいな……。

「食事前にリンも入ってくるといいよ」

　そう言ったアルは私を見て服を着ていることに初めて気づいた。

「どうして服を着ているんだい？」

「だって、ルームサービス係に会うのにバスローブのままじゃ嫌だもん。それに食べ終わったらお散歩したいの。窓から見える公園に。公園をふたりきりで歩けるチャンスなんて滅多にないでしょ？」

　窓から見える公園はこの国が誇る美しい施設で、夜は所々にライトアップされていて散歩をするには素晴らしいロケーションだ。

　この国も治安がいいから、夜の散歩も危険ではないと言われているようだ。

「お散歩しよう？　ねっ？」

　にっこり笑うと、アルも優しい笑みを浮かべて頷いた。

　食事が終わって少し休んでから、私たちは手を繋ぎながらホテルの外に出た。

　公園の入り口で私は思い出して立ち止まる。

「そうだ！　指輪、散歩の間だけアルが持っていてくれる？　慣れないから落ち着かなくて」

「ずっとはめていてほしいけれど、リンがそう言うならいいよ」

　指輪を外してアルの手のひらに丁寧に置くと、彼は無造作にポケットの中へ入れた。

　手が震えているのがばれないか心配だったが、アルは気づかなかった。

　アル、あと一時間もしないうちに……。

　だめ、考えると涙腺が緩んでしまうから。

　私はアルから花壇に咲いているバラに視線を移した。

「リンはバラが好き？」

「えっ？」

「熱心に見ているから」

「うん。お花は好きだけど、私が好きなお花はチューリップなの」

「チューリップか。では今度はオランダに出かけよう。時期には見事なたくさんのチューリップが咲き乱れている」

「……ありがとう……アル」

「そうだ！　明日、チューリップの花束をプレゼントするよ。あまりロマンティックでないプロポーズだったからね」

「チューリップはもう時期を過ぎているから、咲いていないよ？」

「そんなのはなんとでもなるんだよ」

　誰をも魅了してしまう王子さまスマイルを浮かべたアルは、私の額にキスを落とす。

　泣かないように目を閉じて、深く深呼吸をする。

　心が痛いよ……。

　ゆっくりと時間をかけて散歩して、たくさんキスして私たちはホテルに戻った。

　ロビーに歩を進めた刹那、アルの足が止まり私を庇うように立ち、警戒のオーラを纏う。

　一瞬にして私たちは黒スーツを着た男たちに周囲を囲まれた。

　私の目にも数十人の黒服を着た男性たちが只者ではないことがわかった。それぞれがスーツの襟にバッヂをつけている。

　クレーメンス国の王室の護衛官のしるしだ。

「アル、ごめんね。私が連絡したの。もう夢から覚めなきゃって」

「リン!?」

「ありがとう。アル、とても……とても楽しかったよ。最後にデートができて」

　アルが今まで見たことがないくらいの怒った顔になる。

「何を言っているんだ!?　プロポーズを受けてくれただろう」

「アルは王子さまだよ？　王子さまと結婚できるなんて最初から思っていなかった。私とは別世界の人なの。それに……婚約者がいるじゃない」

　私の言葉を受け止めてもらえるように冷たく聞こえるように言った。

「婚約――まさか、知っていたのか？　リン！　誤解だ！　エリーザとは婚約していない！」

　私に言い聞かせるように必死のアルの顔がライトのせいか青ざめて見える。

「アルフォンスさま、ここでは人目につきすぎます。お話は後程にしてください」

　私たちの周囲には護衛官らが立っているから、ホテルのお客さんが見ることは無理だと思うけど、これ以上時間が経てば報道されかねない。

　大柄で見るからに屈強な男性ふたりがアルの両脇に立つと腕を掴む。

「リン！」

　アルは私のもとへ来ようとしたけれど、護衛官たちに阻まれる。
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　私とアルの間に数人の護衛官たちが立ち塞がり、アルの姿が見えなくなった。

「どけ！　放すんだ！」

　アルの荒々しい声が聞こえた。

「国王陛下の命令です。すぐに戻らなければなりません」

「誰の命令だろうが聞く気はない！　どけ！」

　アル……。

　アルの必死の声が、胸を突かれ涙が溢れ出てきた。

「命令だ！　放――うっ！」

　アルの声が「うっ」という声から聞こえなくなった。

　えっ？　アル？

　ロビーから黒い塊となった彼らは去っていく。

　急いで追いかけてロビーのガラス窓からエントランスを見ると、護衛官たちはアルを車に乗せているところだった。

　ぐったりしているところを見ると、意識を失わされたようだった。

　なんてひどい……。

　手を口元にやってこみ上げる嗚咽を堪える。

　アルの姿を見るのはこれが最後。

　アル、アル！　ごめんなさいっ……！

　追いかけて外へ出ると黒塗りの高級車が三台、走り去っていくところだった。

　車が見えなくなるまで見ていた私の頭の上から声がした。

「なぜ電話して知らせた？」

　驚いて振り返ると、アーレ兄弟が立っていた。

　ふたりも黒スーツ姿で、いつもより威圧感に満ちている。それでもふたりに会えたことが内心嬉しい。

「バカじゃないのか？　こんな別れ方、アルは望んでいない」

　エルに言われて俯く。

　そんなの、わかってる。あんな別れ方、ひどいと思っている。アルを気絶させるなんてひどい。痛かったよね？　ごめんなさい。ごめんなさい……。

「どうして……ここに……？」

「お前ひとりでここから帰れるのか？」

「置いていかれることを想定して、王妃さまが迎えにいってほしいとおっしゃったのです」

　フェルが同情の色を浮かべた瞳で私を見ている。

「王妃さま……」

　私も置いていかれるとは思っていなかった。

　クレーメンス国までは連れていってもらえるなんて浅はかな考えだった。

「迎えにきてくれて、ありがとうございます」

　帰りは車ではなくヘリコプターだった。ヘリコプターならばあっという間の距離。

　一時間後にはワイナリーのヘリポートに降りて回転翼を停めた。

　まだ楽しかった今日の日付だった。

　そしてアルと別れてからまだ二時間も経っていない。

　アルの顔が見たくて胸が苦しかった。

　ワイナリーのヘリポートからエルの運転で戻ると、入り口に王妃が立っており出迎えてくれた。

「リン」

　慈愛に満ちた呼び方。

「王妃さま……」

「リン、何も言わなくていいのよ。アルフォンスがなんとかするわ」

　王妃は腕を伸ばしてそっと抱きしめてくれた。

　優しい腕の中で、涙を堪えることができずに私は小さな子供のように泣きじゃくった。






　居間で熱いミルクティーを飲むと、涙と気持ちが少し落ち着いてきた。

　そばにいるのは王妃だけ。アーレ兄弟はお役御免で部屋に戻っている。

「リンに謝らなければならないの。アルフォンスの計画を夫に知られてしまったのは私のせいだから。フェリクスに説明をしているのを誰かに聞かれてしまったようなの」

　使用人の身元を確かめているはずだが、王妃の行動を報告する使用人がいるらしい。でも今回は……。

「私が……連絡したんです。アルのスマホで……」

「まあ！　アルフォンスはプロポーズをしたでしょう？　いったいなぜ？」

「……プロポーズはしてくれました」

「アルフォンスが私に言ったのよ。リンがどこかへ飛んでいってしまいそうだから、手放さないためには確かなものを伝えたいと」

　アルの気持ちを考えたら、再び涙が出てきた。

「少し急ぎすぎたのね。これからはもっとゆっくり事を運ばなければ。私はあなたたちの味方だからアルフォンスを信じて待っていてほしいの。リン。今まで彼がこんなに好きになった女性はいないのよ」

　王妃の指先が私の頬に触れ、「あなたのことを話すときは、これ以上ないほど幸せな表情になるの」と続ける。

　王妃の顔がアルに重なって見える。まるでアルに触れられているみたい。

「それと、あなたに謝らなくてはならないの。エリーザがアルフォンスの婚約者だと知らなかったとはいえ、彼女を滞在させるべきではなかったわ」

「エリーザさんは婚約のことはごく限られた人しか知らないと言っていました。もちろん王妃さまもアルも悪くないです」

「アルフォンスには愛し合って幸せな結婚をしてほしいから、あなたたちを応援しているの」

　王妃の言葉は嬉しかった。

　だけど……。

「……王妃さま、私は明日……日本へ帰ります」

「まあ！　リン、本気で言っているの？」

「はい。私たちが結婚なんてできるはずはないんです」

「アルフォンスを愛しているんでしょう？」

「愛してます。すごくつらいんです……わかってください。アルが幸せになるには……これが最善の道だから……」

「今のアルフォンスを見ていたらそうは思えないわ」

　王妃は私を引き留めようとしてくださっている。

　私はゆっくり何度も首を横に振る。

「忘れるはずです」

　アルとのことは大切な思い出にしたいと思っていたけれど、今は記憶を消してしまいたかった。

　こんなにつらいなんて……思ってもみなかった……。

　部屋に戻った私はドアを背にずるずるとしゃがみ込んだ。

　絶望的で自分が惨めだった。

　なんで、王子さまに恋しちゃったんだろう……。アル……今、何をしている？

　アルはお城へ連れていかれたと教えてもらった。

　当たり前だよね。私と引き離したいのだから、ワイナリーへ戻ってこられるはずがない。

　私には日本へ帰る選択しかない。

　アルから遠く離れた日本へ。

　明日のお昼の飛行機のチケットを王妃は用意すると約束してくれた。

　コルネリウス学院の寮の荷物はすぐに送ってくれる約束も。

　いくら泣いても涙は涸れてくれない。

　眠れずに一晩中起きていた。

　楽しかったアルの思い出を、ひとつひとつを思い出していたのだ。

　最初に会ったのはオテル・ド・アルトナーのレストラン。あのときは素敵だと思ったけれど、雲の上の人で、憧れても自分に届かない人だと思った。

　すごく……すごく……優しくて……。

　お茶会でアルと話すのは恐れ多かったな。

　今考えると、すべてが夢のような出来事みたい。

　夢のような出来事だったんだから、日本へ帰ればすべて忘れられるはず……。

　アルを愛した記憶は永遠に幸せな思い出として閉じ込めておきたい。彼からもらったブレスレットは箱の中に入れ、バッグに入れた。これだけはずっと大事にしたい。アルとの思い出だから。

　アル、さようなら……。

















十二、思い出を抱きしめて












　私を乗せた旅客機は静かに成田国際空港に到着した。ぼんやりした頭で着いたんだと認識する。

　日本は悪天候で、旅客機の窓ガラスを雨が激しく打っていた。

　私の気持ちみたい……。

　到着ロビーはお正月のお飾りがディスプレイされていて、さらにここは日本なのだと身に染みる。

　公衆電話を探し自宅へ電話をかけると、五コールほどで懐かしいお母さんの声がした。

『はい。折原おりはらです』

「お母さん、私……」

『あら、どうしたの？　突然。何かあったの？』

「今成田にいるの」

『成田って？　空港の？』

「うん。帰ってきたの」

『まあ！　向こうから電話くれればよかったのに。これから迎えにいったらけっこう待っちゃうわよ』

「ううん、いいの。リムジンで帰るから」

『わかったわ。じゃあ、気をつけて帰ってきなさいね』

　通話が切れて公衆電話の受話器を置いた。






　リムジン、電車と乗り継いで住まいがある街に到着した。あとは十分歩けば家につく。

　アル、とうとう帰ってきちゃったよ……。

　アルの顔を思い出して瞳を潤ませてしまうが、悲しみを押し殺して歩き始めた。






「ただいま」

　二階建ての我が家の玄関を開けると、段ボールの箱で廊下が埋もれている。

「お母さん？　どうして段ボールがあるの？」

　人ひとり通れるスペースをやっとすり抜けると、リビングの横の和室にお母さんがいた。

「鈴りん。お帰りなさい」

　段ボールに詰める作業の手を止めて、お母さんが私を見る。

「引っ越しでもするの？」

「そうなのよ。お父さんの転職が決まって一週間後には神戸に行かなくてはならないの」

「転職？　聞いていないし……お正月に引っ越すの？」

　今日は二十九日だ。

「そうよ。年明けから勤務なの。帰ってこないと思っていたから神戸に落ち着いてから知らせようと思っていたのよ。で、どうして突然帰ってきたの？　冬休みは戻ってこないって言っていたわよね？」

　もちろん突然帰国したんだから、理由を聞くよね。たくさんの理由を考えたけれど、勉強についていけなくて帰ってきたということにした。

「あのね……」

　私はお母さんに考えていた理由を話した。

　不自然に思われないように、気持ちを落ち着けて。

「……仕方がないわね……鈴がそう決めたのなら」

　お母さんは私の言葉をすんなり受け止めてくれた。

「でもまだ大学生活が残っているわね？　神戸へ行ったら、近くの大学を調べてみましょう」

「……できれば大学に行かなくて、働こうかなと思うの」

「あら？　勉強が嫌になっちゃったの？」

「そんなんじゃないけど……」

　今の私には胸にぽっかり穴があいたようで何もする気が起きない。

「まあゆっくりでいいわ。まずは引っ越ししてからね。夕食まで寝てきなさいな。疲れた顔をしているわよ」

　お母さんはそう言うと、再び忙しく動き始めた。






　三日後にクレーメンスから荷物が到着した。

　それほどない荷物だけど、その中にアルと王妃がプレゼントしてくれたドレスが数着入っていた。

　こんなドレス、ここでは着られないのに……。

「すごいドレスね？　これを着て王子さまとダンスでも踊ったのかしら？」

　荷物を整理していると、お母さんが部屋に顔を出してドレスを見つける。

「お、王子さまなんて大学にいるわけないじゃないっ」

　お母さんの言葉が鋭く胸を突き私は慌てて言った。

「冗談に決まっているじゃない。それにしてもきれいなドレスねぇ。こんなのも学院が用意してくれるの？」

　お母さんはこれらの品物を見て、少し疑問に思ったみたい。

「そうだよ。学院の生誕祭なんだから、留学生の私に用意してくれたの」

「いたれりつくせりね？　帰ってきちゃうなんて。後悔しているんじゃない？」

「……後悔なんてしていないよ」

「ま、帰ってきちゃったものは仕方ないけど。それよりこのドレス、純白だからウェディングドレスにしてもいいわね」

「お母さん、何を言ってるのよ!?」

　これを着て結婚できるわけないし、アル以上の人が今後出てくるとは思えない。それにアルとの思い出のドレスを着て結婚なんてしたくない。

　お母さんの考えを断ち切るように、ドレスを銀色の箱にしまった。

「まあ！　そんな乱暴に！　虫がつくわ。ちゃんとしてから保管しないと」

　お母さんの言葉に返事をしなかった。

　目頭が熱くなり、涙が出てきそうで必死に堪えていたから。






　それから一週間後、神戸へ引っ越しとなった。家は高台にあり、海が見える一軒家。お父さんの勤めている会社が社宅として用意してくれた家だ。

　見晴らしがよくて私は毎日庭に出て海を眺めた。

　クレーメンスとは海の色が違うけれど、潮の香りはあの美しい国を思い出させる。

　夏の空は青くて、アルの瞳の色には程遠いけど、つい思い出してしまう。

　まだまだ忘れられない私だった。

　忘れなくちゃいけないのに、一日中アルのことを思い出してしまう私は食欲がなくなっていった。






　二月に入り、寒さで出かける気にもなれなかったが、駅前にある書店へ向かった。マフラーをきっちり首に巻いて急ぎ足で歩いていると、突然目の前が真っ暗になり急いで壁に手をつく。

　貧血……。

　じっとしているとすぐに貧血は治ったが、まだふらつく感覚に書店へ行くのを止め、ゆっくり歩を進めて家に戻った。

「最近、食べていないからかな……」

　何をしていてもアルのことを考えてしまう。

　就職先を見つけなきゃ……。

　それから数日後の朝、目を覚ました途端、軽い吐き気を覚えた。

「風邪かな……」

　額に手を当ててみると、熱っぽい気がする。

「あまり食べていないから、胃が空っぽで気持ち悪いのかも」

　リビングに行くとお母さんは仕事に出かけていなかった。近くの老人福祉施設で介護職員として働き始めていた。

　キッチンへ行き焼いた食パンとカフェオレを持ってリビングのソファに座って食べ始める。

　音が欲しくてテレビのスイッチを入れる。テレビでは朝の情報番組がやっていた。

　トーストをかじりながらぼんやりと見ていると、妊娠検査薬のＣＭが目に入る。

　妊娠……。

　私はハッとなった。

　最後に生理になったのはいつだった？

　眉根を寄せて考える私の心臓は暴れ始めていた。

　生理は遅れていた。

「私……妊娠した……？」

　まだ平らな腹部に手をやる。

　どうしよう……。

　その後、妊娠判定キットで陽性になり、産婦人科で妊娠が確定になった。

　私はアルの赤ちゃんを身ごもっていた。






　季節はめぐり九月の終わり、私は男の赤ちゃんを出産した。

　妊娠を知った私は絶望的な気持ちに陥り自殺を考えた。この子は父親の愛を知らないで生まれてくる。

　貯えもないのに子供を育てられるはずがない。お腹の子だけをおろして私だけ生きるなんてできなかった。

　生きていてもつらいだけ。

　死んでしまえばアルに会えないつらい日々は終わる。

　そう考えた。

　でも、死ねなかった。

　お腹の中に芽生えたばかりの赤ちゃんを殺すことなんてできないし、自分の命も絶つことができなかった。

　つらくても耐えるしかない。

　この子を産んで、頑張って育ててみようと思った。

　しばらく悩みやっとのことで両親に相談すると、ひどく驚かれた。何かあって日本へ帰ってきたのはわかっていたと。

　産みたいと言うと、両親はゆっくり頷いてくれた。

　できる限り手伝うから、お腹の赤ちゃんのことだけを考えなさいと。

　大声で怒鳴られもしなければ、ふしだらな子と叩かれもしなかった。

　そんな両親の子供に生まれたことを私は感謝した。

　妊娠期間は順風満帆とはいかず、悪阻は出産間際まであったし、妊娠中毒症にもかかって出産日の三週間前から入院した。

　妊娠がこんなに大変だなんて思わなかった。

　でも当たり前だよね。

　赤ちゃんを産むんだから。こうして母親になる心構えができてくるのだろう。

　アルの分までたくさんの愛情を注ごう、そう思って出産に望んだ。

　両親は生まれてきた赤ちゃんを見て驚きを隠せなかった。ふさふさとした髪はアルに似た金髪だったから。

　そして、目を開けた赤ちゃんの瞳の色はブルー。

　人形のように可愛い赤ちゃんに両親は絶句。

　両親も相手が外国人だとは察していたけれど、私の遺伝子よりも人形のように可愛い外国人の容姿に生まれた孫に驚いていた。

　父親のことは絶対に言わない。この子が平凡に過ごせなくなりそうだから。

　アルに似すぎている赤ちゃん。ますます彼が忘れられなくなりそうだよ。

　名前を折原煌こうと名付けた。

　父親の名前は一生伏せておかなければならないけど、彼には堂々と輝かしい人生を歩んでほしくてこの名前にした。

　やはり愛しい人を忘れることはできず、妊娠期間中もインターネットでアルの記事はないか毎日調べていた。

　エリーザさんとの結婚がもうすぐあるはず。知らないよりは知っていた方がいい。けれど、いつになっても結婚はもちろんのこと、アルが婚約した記事もなかった。

　世間には公表しないのかな……もしかしたら極秘に結婚しているかもしれない。

　そう思うと、まだ胸がえぐられるように痛かった。

　両親は愛らしく可愛い煌にメロメロで、おかげで育児が大変だと思うことはない。






　煌が生まれて二ヵ月が経った。これからもっと寒くなっていく季節に、もう少し煌のベビー服を買い足そうと考えていた。

　おっぱいを飲ませ、煌が寝てくれたあと、パソコンの電源を入れた。

　アルを検索すると、一番初めにヒットした。久しぶりの記事に気持ちが浮き立つが、次の瞬間、私は愕然となった。

『クレーメンス国の美形のアルフォンス王子。失声症に』

「失声症って……話せなくなることだよね……？」

　一語も漏らさないように食い入るように画面を見る。

『美形で有名なクレーメンス国のアルフォンス王子が王室広報を通じて発表した。それは全世界のアルフォンス王子ファンを驚かせる文面だった』

　本当なの……？

　王室広報が発表したのだから間違いはないだろう。

『失声症になったのは約十一ヵ月前。主治医によると、失声症は多忙な生活のせいで、肉体的には何ら問題がないので、時期がくれば治るはずだと言っている。最近、公式行事の場に出席されたアルフォンス王子は一度も笑わなかった。その原因は話せないせいだからなのだろうか？　つけられた愛称は氷の王子。数ヵ月前までは魅力的な笑みを浮かべて社交界に君臨していたのだが』

　十一ヵ月前って……私のせい……？　それに肉体的には何でもないって、失声症って精神的なものからくるんだよね？

　苦しんでいるアルを思い浮かべてしまうと胸が痛くて、涙が頬を濡らしていく。アルが苦しんでいても、どうしてあげることもできない。

　そのとき、ベビーベッドで眠っていた煌がぐずり始めた。ベビーベッドに近づき、煌を抱き上げる。

　赤ちゃんが泣く理由、お尻とおっぱい。おむつは濡れていないし、おっぱいもあげたばかりだ。それなのに、どうして泣くのか、今の私には考えられずに煌を抱きながら一緒に泣いてしまった。

「鈴？　煌ちゃん、どうして泣きやまないの？」

　煌の泣き声を聞きつけたお母さんがドアを開けた。

　お母さんは目を大きく見開いて驚いた。

　煌を抱っこしている私も一緒に泣いているせいだ。

「どうしたの？　鈴、煌ちゃんをベッドに寝かせなさい」

　それでも煌を離さないで泣いていると、お母さんは私の腕から彼を取り上げた。

「私が抱っこしているから少し休みなさい。一緒に泣いていたらこれから先、育てられないわよ？」

「ん……」

　アルの状況をお母さんに話すわけにはいかない。

「疲れているのよ。出産は大変だったでしょう？」

　煌を抱いてお母さんは部屋を出ていった。

　ベッドに横になってもアルが気になって眠れない。

　失声症のせいで結婚が延期になっているのだろうか……声が出せないなんて、不自由な生活。早く治ってほしい。

　二度と会うことができない私には祈るしかできなかった。






　アルの病気が治るように祈る毎日、私には煌を立派に育てなくてはならない責任がある。

　私は表向き、シングルマザーではなく、夫はフランス人で博士号を取るためにフランスで生活し別居していることにした。

　世間体もあるけれど、煌の容姿が外国人そのものだから、余計な詮索をされたくなかったからだ。

　煌は生まれたときから大人を魅了した。

　妊娠に戸惑っていたお父さんでさえも、今では目じりを下げて煌に接してくれる。

　アルを愛している気持ちが薄れていくのはいつになるのだろう……。

　その気持ちが薄れていけば、幸せになれる。

　私はそう思っていた。






　アルと別れてから一年が過ぎた。

　首も座り育児にも慣れてきた。よく眠り笑ってくれる子で大変だと思うことはない。言葉がわかるようになったら、日常生活にフランス語を取り入れようと思う。

　と言ってもクレーメンスを離れてだいぶ経ってしまっているから、私のフランス語もさびてきているのだけれど。

　外国人の容姿なのだから、学校で日本語しか話せない、といじめられないようにしなきゃ。

　アルの失声症は治っていないらしい。しかし王子として公務に出席しなければならない立場。社交の場に出席するたびにアルの「氷の王子」の愛称は根付いていっているようだ。

「お母さん、煌とお散歩に行ってくるね」

　マザーズバッグに紙おむつ、白湯の入った哺乳瓶、その他必要なものを入れて海の見える丘にある公園に向かった。

　自宅から歩いて二十分ほどの所の公園は高台にあり、日当たりがよくポカポカして一月の寒い日でも散歩にはちょうどいい。

「煌、重くなったね？」

　抱っこしている煌に言うと、ケタケタ笑う。

「もう、煌は可愛すぎるよ」

　アルのミニチュア版。

　笑顔を見ると胸の奥がギュッと痛くなるけど、今では煌を授けてくれて感謝している。

　血色のよい頬にちゅっとキスをすると、煌はさらに声を出して笑った。

　午後の暖かい日差しの中、ベンチで日向ぼっこさせていると煌は気持ちよさそうに眠った。

　手持ち無沙汰になった私はバッグの中からスマホを取り出す。

　煌を写す以外はほとんど必要のないスマホだけど、パソコンから取り入れたアルの画像がたくさん入っている。

　無性にアルを見たくなったとき、スマホを開く。

　待ち受け画像には屈託のない笑顔の煌の写真だ。

　アルの写真を待ち受けにしたらばれてしまう。数日前、両親は煌の父親に連絡しなくていいのか、聞いてきた。

　こんなに可愛い子供の存在を知らないのはよくないと。

　彼は私が妊娠したことを知らないし、連絡するつもりはないとはっきり両親に伝えた。

　アル、まだ笑っていないの……？

　画像は無表情ばかり。

　それはそれで、アルの中性的な美しさが際立って見えるのだけれど、感情を殺してしまったらつまらない人生になっちゃうよ……私は幸せだから……アルも幸せになって……。

　これからのことをスヤスヤ眠る煌の顔を見ながら考える。

　出産と育児で仕事ができなかったから、もう少ししたら始めないとな。私は煌を育てなくてはならないんだから。

　保育園を探し働く場所を見つけお金を稼いで、頑張らなきゃ。帰ったらパソコンを開こう。

　家に戻る前におむつを買って帰ろうと考えながら、マザーズバッグを持ち眠っている煌を抱き上げた。

　手際よく、煌のフードを頭にかぶせる。

　アルよりは暗めの金髪の煌を抱いていると、よく話しかけられるから。

　一昨日街を歩いていたとき、赤ちゃんモデル事務所からスカウトされた。煌を公の場に出したくなくて即座に断って、逃げるようにしてその場を去った。

「ドラッグストアに寄って帰ろうね」

　公園を出てきれいな石畳の道の通りを歩く。

　平日の昼間、一台の高級車に目が行く。公園に面しているから、子供を連れに遊びにきた家族の車とか、仕事中に休憩している車を見かける。

　今日も数台停まっているけれど、その中でも特に目立つ黒塗りの高級車だ。スモークガラスが貼られているようで、中は何も見えない。

　今朝のニュースで、子供が誘拐された物騒な話題が脳裏をよぎる。

　すかさずお母さんが「煌は可愛いから誘拐されないように周りに注意しなさいね？」なんて冗談めいて言っていた。

　時々、煌の父親がアルフォンス王子だと知って誰かが誘拐を企んでいたら？　などと考えてしまうこともある。

　そんなことあるわけないのだ。煌がアルの子供だって誰も知らないのだから。だけど何でもないと思う反面、妙に警戒してしまう。

　考えすぎてしまい、さっさと黒塗りの高級車の前を通り過ぎようとしたとき、スライド式のドアが開いた。

　私は煌を抱きかかえながらとっさに身構え、出てきた人物へ視線を向けた。

　前に立ったふたりに驚きすぎて声も出なかった。

　魚のように口をパクパクさせ、背の高いアーレ兄弟を交互に見つめる。

「驚かせてしまいましたね。お元気でしたか？　リンさま」

　フェルが柔らかい笑みを浮かべて口を開いた。

「フェル……エル……どうしてここに……？」

　ふたりを前にして腰を抜かすほど驚いたけれど、フランス語で話しかけられてすんなりと私の口から言葉が出た。

「用があるからに決まっているだろ」

　エルは相変わらずな物言いだった。

「一緒にいらしていただけますか？」

「嫌です。何の用かわからないけれど行けません」

　煌の後頭部に手をやり、顔を隠しながらふたりの横を通り過ぎようとする。

「お待ちください。少しの時間でよいのです。どうかお願いします」

　フェルの指が私の腕を掴む。力は入れられていないけれど、立ち止まるしかなかった。

　小さくため息を吐くと、フェルを見る。

「……アルは……アルの病気は大丈夫なんですか？」

　アルの名前を口にするのはつらかった。でもアルが元気なのか知りたい。

「それは自分の目で確かめるんだな」

　エルが辺りを見回しながら言う。通行人がじろじろと見ていくのが気になるらしい。

　私だって、こんなところで注目を浴びるのは避けたい。

　自分の目で確かめる……？　アルが日本へ来ているの？

　スマホの中に保存されている笑わないアルの顔を思い出す。

「ダ、ダメです！　アルには会いません」

　大きく首を横に振った。

「お前の決断のせいで、アルの人格が壊れそうだったんだぞ？　会う義務があると思わないのか？」

「人格が……壊れそうになった？　失声症だけじゃない……の？」

　愕然となり、聞く声が震えている。

「エル！　やめるんだ。今ここで話をする必要はない。リンさま、ご存じだったのですね？　……アルフォンスさまのためにいらしていただけますね？」

　フェルはあくまでも低姿勢だ。ふたりとも変わっていなかった。

　仕方なく頷こうとしたとき、抱いている煌を思い出した。

「あ、あの、今、私ベビーシッターをしていて、終わったら指定された場所へ行きます」

「お時間は取らせません」

　フェルはそう言うと私を車へと導く。車のドアを開けて有無を言わさずに後部座席に座らされる。

　どうしよう……煌を見たらアルの子供だってわかっちゃう。

　私の後からフェルが乗り込む。

「あ、あのやっぱりダメです！　私、すぐに戻ってきますから」

　腰を上げて反対側から降りようと試みる。けれど、ドアが開いてエルが乗り込んできた。

　私はアーレ兄弟に挟まれた状態になってしまった。

「リンさまのお子さまだということはわかっています」

「知ってる……？」

　私は呆然となった。

「アルも知っているの!?」

「もちろんです。我々に隠し通せる秘密はありませんから。アルフォンスさまはひどく後悔なさっています。どうかお会いになってください」

　私が頷く前に、エルが運転手に向かって「出してくれ」と言った。

　このふたりに抵抗するなんて無理だ。それにアルが本気で会おうと思っているのなら逃げ切れない。

　煌を抱いている手に知らず知らずのうちに力が入る。

　両隣にいるアーレ兄弟は車が動き出すと、一言も口を利かなくなった。

　彼らの視線がフードをかぶった煌にいっている。

　アルの子供だと知っているのだから、興味があるんだろうな……。アルはどうして私に会いにきたの？　子供の存在を知ったから責任を取ろうとしているの？　それとも、煌は王室とはまったく関係ないとでも言うため……？

　これから起こることに私の心臓は壊れそうなほど暴れ始めていた。

　煌……パパに会うんだよ……。

　はっきり言おう、どんなことを言われるにしろ、アルの子供ではないと。

　私を乗せた車は外国人がたくさん住むと言われている高級住宅地に入った。

　車は白い鉄柵の門の前で一時停止し、自動で扉が開くとアーチ形の門をくぐる。

「ここは……？」

「クレーメンスの領事館ですよ」

　フェルが教えてくれる。

「クレーメンスの領事館……知らなかった。神戸にも領事館があっただなんて……」

　それもこんなに近い場所に。門から五分ほど走ると、白亜の大きな建物が見えてきた。

　車は白亜の建物の前に静かに停まった。

　緑がきれいで、丁寧に手入れされている印象を受ける。

　だけど、誰ひとり姿を見かけることなく、建物はシーンと静まり返っている。

「……アルは話せないんですよね？」

　会ったらなんて言えばいいの……。

　足が震えて一歩が出せなくなる。

「お会いになってお確かめください」

　フェルは大理石の廊下を進み、奥の部屋へ私を案内した。

　私の不安を感じたのか、眠っていた煌が目を覚まして泣き出した。

　お尻の辺りをポンポンと優しく叩きながらここから逃げなきゃと考えた。煌の泣き声に目が覚めた気分だ。泣きやみホッと安堵したものの、アルに煌を会わせてはいけない。私も会ってはいけない。

「私やっぱり会えません！」

　白い扉の前で立ち止まり、踵を返して出口に向かった。

「リンさま！」

　呼び止めるアーレ兄弟の声が廊下に響く。

　そして――。

「リン！」

　私を呼ぶアルの声が廊下に響いた。

　今の声……!?　声が出せる……の……？

　確認したいけれど、振り向けない。

　大きな玄関の扉を開けようとしたが、頑丈でびくともしない。

「リン、逃げないでくれ」

　アルの声がすぐ後ろでした。

「だめだよ！　会っちゃいけないの！　お願い出ていかせて」

　振り向かずに煌をギュッと抱きしめる。強い力に驚いた煌が再び大きな声で泣き始めた。

「煌、泣かないで」

　背中をトントンとさすりながらあやすけれど、意識は背後のアルに向けられている。

「ここから出して！」

「だめだ、こっちを向いてくれ」

　優しくてそれでいて有無を言わせない懐かしい声を聞くと、目頭が熱くなって涙が溢れ始めてきた。

「リン……」

　アルの手が肩に置かれる。触れられた肩がビリッと感電したように熱く感じられ動けなくなる。

「どうして……放って……おいてくれないの……？」

「すまない。リン、悪かった。お願いだから泣かないでこちらを見てくれないか？」

　アルの失声症は嘘だったの？　訳がわからないことばかりだ……。

　まだ煌は泣きやんでくれなかった。私が泣いているせいもあるだろう。赤ちゃんながらに母親の不安を読み取っているのだ。

　煌の頭に顔を埋めていると、ゆっくり振り向かされる。

「リン、たくさん、たくさん話をしなくてはならない。僕たちの間に空いてしまった穴を埋めたいんだ。部屋に行こう」

　アルの手が肩から腰に移動して、先ほど案内された部屋へと導かれる。アルの顔を見るのが怖くて、ずっと煌の頭に顔を埋めたままだった。

　ゆっくりとソファに座らされる。

「リン、赤ちゃんを産んでくれたんだね？」

　隣に座ったアルは肩を抱き寄せたまま言う。

「アルの子供じゃないよ。勘違いしないで。日本に帰ってきてから妊娠したんだから」

「リン、そんな嘘は言わなくていい。この子が僕の子供だということはわかっている」

　私は涙でぐちゃぐちゃになったひどい顔をアルに向けた。

「違うわ！」

「リン！」

「早くここから出してっ！」

　大きな声を出すと、煌のおさまりかけていたぐずりがまた始まった。

「煌、煌、お願いだから泣かないで」

　腕の中の小さな背中をさすり、泣きやむように声をかける。

　そこへドアが静かにノックされた。

　アルの返事にアーレ兄弟、それに年配の日本人女性が姿を見せる。

　ワゴンを押して入ってきたフェルはテーブルにお茶の用意をしている。

　この女性は……？

「リン、赤ちゃんを渡して」

　アルの言葉にビクッとなる。

「い、いや。どうして？」

　煌を渡したら二度と抱けなくなるかもしれない。そんな思いに駆られ、私は首を左右に振った。

「今だけだよ。ぐずっているのは理由があるからだろう？　マダム・ハラはベビーシッターで有能な方だ。彼女に預けて」

　たしかに煌のお尻が汚れているのも泣いている理由だし、喉が渇いて飲み物を欲しがっている。

「さっぱりさせたら連れてきてもらうよ。そんなに警戒しないでほしい。リンの嫌がることはしないと誓う」

　アルは煌の背中を愛しそうに見つめ、それから日本人の年配女性に頷いた。

「おぼっちゃまのお名前は？」

「煌です」

　仕方なく口を開き、近づいてきた年配の女性にぐずり続けている煌を預けた。

「あ！　紙おむつは――」

「大丈夫でございます。隣のお部屋にすべてご用意されております」

　丁寧な口調で年配の女性は言うと、部屋を出ていった。

「エルたちも用意が終わったら、出ていってくれないか？」

　懐かしいアールグレイティーのよい香りが漂ってきた。この香りはクレーメンスの日々を思い起こさせるため、日本へ帰ってきてから一度も飲んでいなかった。

「かしこまりました」

　アーレ兄弟はテーブルに上品なカップを用意すると出ていった。

　広い部屋には私たちだけになってしまった。私はいまだにアルの顔がまともに見られなくて俯いている。

「リン、何から話せばいいのか……率直に言った方が楽になると思うから言うよ」

　率直に言った方が楽になる？　エリーザさんとの結婚話？　そんなつらい話聞きたくないよ。

「私、何も聞きたくない」

　俯きながらボソッと口にすると、アルが息を呑んだ気がした。

「……まだ僕を想ってくれていると思うのは自惚れなのだろうか？」

「えっ？」

　アルの言っている意味がわからなくて顔を上げた。

「つらい思いをさせてしまった……必要なときにそばにいてあげられなくて本当に申し訳なかった」

　じっと見つめるアルの青い瞳は明るく、煌とは少し違っていることに気づいた。

　煌の瞳の方が少し暗い青。

　真剣なまなざしで私を見つめたアルはおもむろに立ち上がると私の目の前に立つ。

「……アル？」

　アルは戸惑う私の瞳から目を逸らさずに腰を下ろすと、片膝を床についた。

「あ、あの……」

　瞳は相変わらず私を見つめたままで逸らすことができない。

「リン、落ち着いて聞いてほしい」

　アルが凛とした口調で静かに言う。

「結論から言う……もう一度君にプロポーズする……結婚してほしい。君を愛している。今までのことは一生かけて償う。そして、一生守ると誓う」

「アルっ!?　何を言っているの？」

　アルの口からプロポーズの言葉を聞いて飛び上るほど驚いた。

「私と結婚なんてできるわけないわ！　それに償ってほしいなんて思っていないから！」

　ソファから立ち上がると声を荒げてしまう。

　驚きすぎてパニック寸前。

　アルは片膝を床から離して立ち上がる。

「私が言いたかったのは、煌のことですまないとか、何とも思わないでほしいっていうことなの！」

　アルに背を向けて歩こうとしたとき、右手首を掴まれた。

「放してっ！」

　アルの手から逃れようと乱暴に腕を動かす。その力は思いのほか強く、アルの手が離れた。

　次の瞬間、アルの手がアールグレイティーの湯気の立ったカップにぶつかった。

　ガシャン！　とカップが割れる音を響かせ、アルは痛みで顔を歪めた。

「っ！　……」

「アルっ!!」

　私は息を呑んだ。アルの手は熱い紅茶でやけどした挙げ句、カップの欠片で甲が傷ついていた。

「ご、ごめんなさい！　あぁ！　アル！　どうしよう！　ごめんなさい！」

　手の甲は赤くなり、傷口から血が流れ出ている。

　私は大変なことをしてしまった。

「大丈夫だ。リン、落ち着いて。こんな傷たいしたことない」

　そう言うけれど、みるみるうちにアルの白いワイシャツの袖が血で染まっていく。

　血が止まらない右手を左手で押さえ、悲痛な顔の私をなだめるように言う。

　私は首を何度も横に振りながら後ずさる。

「だ、誰かっ！　フェルっ！　エル！　どこにいるの!?」

　ドアに走って開けると、廊下に向かって彼らを捜す。

「リン、落ち着いて」

　私の身体に追いかけてきたアルの腕が回り、ギュッと抱きしめられる。

　私はアルが心配でアーレ兄弟を呼ぶのを止められない。

「誰か、来てっ！」

　何事かとアーレ兄弟が駆けつけてきた。

「どうしたのですか？」

　いつも冷静なフェルに何事かと血相を変えて聞かれる。

「アルが、アルがっ！」

　慌てすぎて言葉が出ない。

「エル、医師を呼んでくれ。フェル、中の片づけを」

　私の慌てた声とは反対に、アルの声は冷静だった。

「……まずは冷やしませんと」

　フェルはアルの怪我をした右手首を掴むと、レストルームへ連れていく。

「エル！　リンさまを頼む。動揺している」

　頷いたエルは私を視線で捉えながら、スマホをポケットから取り出す。領事館の誰かに話をし、医師を頼んだようですぐにスマホはポケットにしまわれた。

　じっとしていられなくて私はアルを追う。

　レストルームの洗面台の前にいるアルは手を水で冷やしている。

「けっこう出血していますね」

　フェルの声が聞こえる。

　私の息を呑む音が聞こえたのか、アルが振り向いた。

「リン、ソファに座っているんだ。お願いだ。君の方が、具合が悪そうに見える」

　私がなおも首を振ると、アルは後ろにいたエルに視線を動かす。

「エル、部屋に連れていってくれ」

　アルの指示で私はさっきの部屋に戻されソファへ座らされた。

「リンさま、水を飲んでください。今にも倒れそうですよ？」

　エルはグラスに水を注いで、私の目の前に差し出す。私は頭を左右に振る。

「アル、大丈夫かな……」

　意識がドアの向こうのアルにどうしてもいってしまう。






　数分後、医師が飛ぶような勢いで現れ、アルの右手のやけどと傷を処置する。

　そのさまを私はじっと見ていた。膝の上で組んだ両手がまだ震えている。

　王子さまになんてことをしてしまったの。

「リンのせいではない。僕が無理やり握ったせいだ。一歩間違えば君が怪我をしていたかもしれないんだ。怪我をしたのが僕でよかった」

「……アル」

　やけどは軽く済み、カップで切った手の甲も縫うほどではなかった。

　右手に巻かれた包帯が痛々しくて、それを見ると俯いてしまう。

「コウは眠ったらしい。見にいくかい？」

　手当てが終わり、医師を送り出すとアルに告げられ私は頷く。

　廊下に出て隣の部屋をアルは小さくノックした。中から先ほどの女性がドアを開けて私たちが入れるように身体を横にずらす。

　シンプルだけど上質なソファとテーブルが配置された壁側にベビーベッドを見つけた。

　ベビーベッド……。

　領事館の応接室にベビーベッドが常設されているとは思えないから、煌のために用意されたんだとわかる。

　アルは私を促し、部屋の中へと進ませる。

　真っ白なベビーベッドを覗き込むと、純白のお布団をかけられた煌がぐっすり眠っていた。

　私の後ろに立つアルがハッと息を呑むのが聞こえた。

「僕の小さい頃に似ている……」

　フードで煌の顔と髪を隠していたから今初めて顔を見たアルは食い入るように眺めている。

「……うん」

　煌の顔を見たら、誰が父親かすぐにわかるだろう。無茶な嘘を吐くのはよそうと私は思った。

「可愛いな……リン、産んでくれてありがとう」

　すでに煌に愛情を感じているような表情のアルだ。

「……お礼なんて言わないで」

　アルの顔がまともに見られずに、煌の眠っている顔へと集中する。

「こちらを向いてくれないか？　顔をよく見せてほしい」

　肩に手が置かれてゆっくりと振り向かされる。

「痩せすぎだ」

　そう言うアルは私の苦労を想像しているのか、つらそうな表情になる。

「そ、そんなことないよ。煌を妊娠中、かなり体重が増えちゃったからダイエット中なの」

　本当はそんなことしていないけど。

「君はダイエットをする必要はないよ。ずっと腕に閉じ込めておきたくなるほど華奢で、母親だとは思えないほど可愛らしい」

「アル……」

　優しい瞳と、甘い言葉を言われて戸惑ってしまう。

「愛している。会えない時間もずっと君を想っていた」

　長い指が私の髪の中へ差し入れられる。

「愛している」の言葉で胸が痛いくらい高鳴ってしまう。でもどうしていいのかわからない。

　それが正直な言葉だ。

　さっき結婚してほしいと言ってくれたけれど、私が王室に受け入れられるとは思えない。

「リン？」

「……アル、どうして……私たちを調べたの？」

「そんなのは愚問だ。愛しているからに決まっているだろう？　いつもそばにいてほしいし、喜びも悲しみも分かち合いたい。君がそばにいないと僕は弱い男なんだ。君がそばにいてくれたら何でもできる」

　そんなことを言われたら頷いちゃいそうだよ……。

「座って話をしよう」

　アルは私の手を握ってソファへ連れていく。

　そこへノックの後、アーレ兄弟が飲み物と軽食をワゴンで運んできた。その姿に、アデル寮での生活が思い出され懐かしさがこみ上げてくる。

「フェル、エル。そこに座ってくれないか。リン、彼らは離れてからも僕がリンを愛し続けた証人だ」

　フェルはアールグレイティーをカップに注ぎ、エルはワゴンからカトラリーと軽食をテーブルの上に並べてから、対面のソファへ腰を下ろした。

「アル……」

　ふたりはずっとアルを支え続けてくれていたのだろう。だけど……。

「今までの報道は本当……？」

「報道？」

　アルはかすかに首を傾げると、フェルが口を開く。

「失声症のことですよ。公務の際に報道で騒がれていましたから、リンさまもご存じだったのでしょう」

「マスコミは氷の王子と名付けていたな」

　フェルに続いてエルも皮肉めいた笑みを浮かべて言う。

「あぁ……。リン、本当のことだよ。君に会えない期間、いろいろあったよ。だが、僕よりもリンの方が大変だったに違いない」

「私のことよりもアルの方が。私は両親に助けられて無事に煌を産んで……煌の存在に支えられてきたもの。いろいろあったって、ちゃんと聞かせてほしい」

「リンさま、アルはあなたに気を遣ってすべてを話さないだろう。俺たちが教える」

「エル！」

　アルは若干身を乗り出し制するように声を上げた。

「アルフォンスさま、リンさまを妃に迎えるのなら、避けては通れないことです」

　フェルが『話すな』と首を小さく横に振るアルに示唆する。

「そうよ。私はすべて聞きたい」

　妃になるとか関係なく、隠そうとするアルのすべてを知りたい。

　アルは観念した様子で、ソファの背もたれに身体を預ける。

「リンさまを空港へ送った私とエルは、城へアルフォンスさまの様子を見に行きました。しかし、私たちでさえ会えませんでした」

「えっ？　会えなかった……？」

「ええ。アルフォンスさまは二ヵ月間軟禁されたんです」

「軟禁……」

　私の目が大きく開き、その後の言葉を失った。

「リン、心を痛めないでくれ。今は君に会えて幸せなのだから。それに軟禁だから普通の生活と変わらなかったよ」

　アルはショックを受けた私の髪へ手を伸ばしてそっと撫でてくれる。

「……そ、そのあとはどうしたの？」

「ようやく謹慎が解け、俺たちはアルのもとへ戻れたんだ。だが、俺たちが国王に呼ばれている間に、アルは護衛の目を盗んで城を出たんだ」

「そして追いかけた護衛の車と接触事故を」

　エルの言葉にフェルが続けた瞬間、私の心臓は止まりそうなくらいにギュッと痛みを覚えた。

「そんな！　アルっ、怪我は!?」

　アルは死んでいたかもしれなかった……。

　そう思うと、目頭が熱くなり瞳が潤み始めてくるのを止められない。何度か瞬きをして必死に堪える。

「僕のために泣く必要はないんだ」

　それでも涙が頬を伝わせてしまった私にアルはポケットから真っ白なハンカチを取り出してそっと拭いてくれる。

「何も報道されなかったの。もしもアルが大怪我を負っていたら……。万が一、帰らぬ人になっていたら？」

　アルは涙を拭いてくれるが、止まることなくポロポロと頬を伝わった。

「王室が事故を公表しなかったのは、腕と鎖骨の骨折程度の怪我で済んだからだよ。今思うとあのとき死ななくてよかったと神に感謝したいくらいだよ。死んでいたら君たちに会えなかった」

「あの頃、本当にアルフォンスさまは私たちを心配させました」

　フェルに私はコクッと頷く。

　アーレ兄弟や王妃さまはどれだけ心配したことだろう。

「アルは事故後、眠れない日が続き、鎮静剤で無理やり眠らされるほどだった。そしてある日、目覚めたときに声が出なくなっていたんだ」

「声が……出ないってつらかったよね……？」

「つらいのは君と会えないことだけだよ。声が出せないのは都合がよかった。つい最近まで心を閉ざして生活していたんだ」

「つい最近まで？」

「声が出せるようになったのは母上のおかげだ。君を捜し出し、赤ちゃんを産んだと教えてもらったとき、声が出るようになったんだ」

「王妃さま……」

　ずっと気にかけてくれていたんだ。

「リンさま、お茶を飲んで気持ちを休めてください。少し冷めてしまいましたね。淹れ直しましょう」

　フェルが立ち上がり深めのボウルに紅茶を流すと、もう一度カップに淹れてくれる。

「東京の住居から神戸へ移転していたから、捜し出すのに少し時間がかかったんだぞ」

　エルが大きくため息を吐く。

「父上が許してくれたのはコウのおかげなんだ。父上もコウに会いたがっている」

　子供を産んだことで許してくれたのは複雑な気持ちだ。

「エリーザさんは……？　婚約者だと」

　彼女の名前を出すと、なぜだか三人が苦々しい表情になった。

「……エリーザは……王室にふさわしくない女性だった」

「あんな策略をする女は今まで見たことがない」

　エルは吐き捨てるように言うが、私はキョトンとなるばかりだ。

　エリーザさんが策略する女……？

「今は、彼女のことで話を割かれたくない。リン、僕の妻になってほしい。クレーメンスへ来てくれないだろうか」

　アルはポケットから、別れの日にプロポーズしてくれたときに私の指にはめてくれたサファイアの指輪を取り出した。

　クレーメンス国の王妃代々に引き継がれる高貴な指輪だ。

「父上はリンが来てくれるのを心待ちにしている。生涯を僕とともにしてくれ。一生大事にする」

　その言葉に思わず、首を左右に振っていた。

「リン？」

「だ、ダメだよ。結婚なんてできるわけない。私が王室の一員になんかなれるわけない！」

「リン、何を言っているんだ！　もちろんなれる！　君は素晴らしい妃になる」

「私は黙って王子さまの子供を産んだのよ？　大学も中退している。私なんかがお妃さまになったら王室が笑われる」

「それは僕のせいだろう？　結婚してから大学へ通うこともできる。王室にふさわしくないなどと笑われることはない、君の優しさはクレーメンスの国民に必要で、素晴らしい妃になる」

「気休めにしか聞こえないよ……私は無理だよ」

　私の言い分をわかってもらえそうにないので立ち上がった。

「リン！」

　アルが声を荒げる。

「帰る！　もう二度と会わない！」

　私はベビーベッドに近づき、眠っている煌を抱き上げた。

「リン！　待つんだ！」

「アル！」

「コウが僕の子だと世間に公表する」

　えっ!?

　ドアに向かっていた私は足を止める。

「何を言ってるの？」

「公表したらコウの身に危険が及ぶかもしれない。君はコウを守れるのかい？」

　私の脳裏に浮かんだのは『誘拐』の二文字。

　アルの子供だと世間に知られたら、莫大な身代金を狙い煌は誘拐されてしまうかもしれない。

「そ、そんなことしないよね？　自分の子供を危険にさらすなんて、するわけないよね？」

「君とコウのためだ。子供には両親がいた方がいいに決まっている。それにコウはクレーメンスの王位継承者第二位にあたるんだ。世間が放っておくわけがない。もちろん父も僕も」

　私は言葉を失った。煌が王位継承第二位……？

「愛している君にひどいことをさせないでくれ……」

　愛している君……。私はアルを愛していいの……？

「王室のことは何も心配いらない。母上が戻ってきてくれることになっている。もちろん、君が来なければその話もなくなるが」

　王室に王妃さまが戻ると言うアルの顔は嬉しそうだ。でも、私のせいでそれもなくなるかもしれない……。

「ずるいよ。そんな話……」

　そのとき、煌がぐずり始めた。

「リン、抱かせてくれるかい？」

　一瞬、私は躊躇した。でも、アルは煌のパパ。

　ぐずる煌を黙ったままアルの腕へ渡した。アルが抱いても煌は泣きやむはずはないと思った。

　アルが煌を抱くと、腕の中の愛しい子はとてもとても小さく感じた。知らない人に抱かれ、煌は小さな身体をいっぱいに動かして泣いている。

　アルは最初、泣きやまなくて困った顔をしたけれど、すぐに顔を近づけてフランス語で優しく話し始めた。

「コウ、はじめまして。君のパパだよ」

　抱き方は少しぎこちないけれど、煌に話しかける声や愛しいまなざしで、私は罪悪感が芽生えた。

　アルの腕と声が心地よいのか、煌は次第に少しずつ泣きやんできた。

「リン、一緒にコウを育てたいんだ。成長を見守り、たくさんのことを教えてやりたい」

　煌から私へ視線を移すアルの目を見られずに俯いた。

　どうしたらいいの？　アルを見るだけでドキドキしてしまう。抱きしめてほしいと思ってしまう……。煌がアルに抱っこされて羨ましい……。アルを愛しているけれど……本当に……結婚できる……？

「リン？」

　呼ばれて顔を思わず上げると、煌を抱くアルを見て心臓が跳ね上がった。

　やっぱりふたりを引き離すことなんてできない……。

　宝物のように煌を抱くアルを見て、彼の気持ちは本物なんだと思った。

「リン？　泣きそうな顔をしている」

　赤ちゃんの煌は泣きやんだのに、今度は私の方が声を上げて泣きたくなっていた。

　アルは長い指を私の目じりに伸ばす。

「わ……私……どうすればいいのか、わからない……」

　アルは煌をベビーベッドに座らせ、タオル地で作られたぬいぐるみを小さな手に持たせる。

　その様を私はぼんやり見ていた。

　お座りした煌がご機嫌に遊び始めてから、アルは振り返り私を青い瞳で見つめた。

　視線が絡み合う。視線を逸らしたいのに逸らせられない、金縛りにあったみたいに。

「リン、何も考えずに『はい』と言うんだ。そのブレスレットを今もしてくれているのは僕を愛してくれているからだろう？」

　アルの手がパーカーから覗く左手首からブレスレットを引き出した。

「もう君は十分すぎるほど頑張ったよ。これからは僕に任せてほしい」

　引き寄せられ唇にただ触れる優しいキスをされる。

　別れたあの日以来のキスだった。










[image: ]










　どんなにアルにキスされるのを夢見たことか……。

　会いたくてつらかった日々を思い出した。

　別れた決断を後悔した毎日。

　日本に向かう飛行機の中でもがきたいほど苦しかった。死んでしまいたいほどつらかった。

　煌を妊娠中、眠れない夜にアルを考えて過ごした日々。

　すべてが走馬灯のようによみがえり、アルにキスされながら嗚咽を漏らす。

「リン？」

　唇に触れた涙にアルはキスを止めて問いかける。

「リン、何か言ってくれ。キスをされるのが嫌なのかい？　僕をもう愛していない？」

　表情が翳ったアルは言葉を選ぶようにして言う。

　私は大きくかぶりを振った。

「ち、違うのっ、だ、大……好き……なの。もう我慢したくないっ！　アルっ！　もう離れたくないのっ！　愛してるからずっと一緒にいたい」

　別れてからの日々を思い出したら、言葉が素直に出てきてアルの腰に腕を回して煌のように泣きじゃくる。

　煌が驚いちゃう……。泣きやまなきゃ、私はママなのに。

「リン、ありがとう。愛しているよ。僕たちは幸せになれる」

　頬に伝わる涙をアルは唇でぬぐい取り、再び唇を重ねる。

　涙の味がするキス。でもこれは幸せの涙の味。もうアルと離れなくていい。これからはいつもアルがそばにいてくれる。

　日本へ帰ってから、アルと愛し合った日々の出来事は夢だったのかもしれないと思いそうになった。でも、煌の存在が愛し合った日々を夢じゃないとわからせてくれた。

　もうひとりで頑張らなくていい。抱きしめてくれる大好きな人が手の届くところにいる……。

　これからどんな困難なことがあっても私はアルの手を離さない。

　そして、アルも離さないでいてくれる。

「アル……」

「リン、愛している。二度と離さない。Ma chère princesse.」

　アルが耳元で甘く囁く。

　Ma chère princesse.……私の愛する姫。

「アル……」

　幸せでもこんなに涙が出るんだと言うくらい、私の涙は止まらなかった。

「アル。大好き。愛してる。Mon cher prince.（私の愛する王子さま）」
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アルフォンス（Side）












　リンはまだ石を投げ入れた犯人がハンナだとは知らない。リンは彼女を信頼していた。親友のような関係だろう。だから僕はリンに犯人の名前を告げられずにいた。

　しかしリンは体調もよくなり、吹っ切れたようで講義を受けると言う。そうなれば、リンの行動範囲を狭めることもできず、犯人がハンナだと知ってしまうだろう。

　そのことは僕の頭痛の種だった。

　犯人を知ったリンの取った行動は彼女に会いにいくことだった。

　リンは、命令され、やらざるを得なかったハンナに謝った。自分のせいだとリンは憤った。

　ハンナは心から反省し学院を去ることになっていたが、リンの願いを僕は聞き入れ、エヴァとともに付添人として彼女を守るように告げた。必要ならば僕の名前を行使してもかまわないと権限を持たせ。

　一件落着で安堵していたが、再びリンはダニエラに陥れられた。

　甘やかされた貴族の次男坊であるクリストを使い、あろうことかリンの唇を奪わせたのだ。

　クリストとの写真を見たときはメラメラと嫉妬に駆られた。

　大事なリンの唇を、ホイホイとダニエラの命令を聞くあのくだらない男に奪われた僕の気持ちは収まらない。

　そしてリンは街でスリを追いかけたように、クリストに会いにいった。

　彼女の気持ちはわかるが、あれではますますキスの件は広まる。フェルを迎えにいかせ、学舎の僕の部屋に連れてきた。

　リンは悔しさいっぱいで僕に謝った。違う。君が悪いのではなく、僕なのだと。

　震える華奢な肩を抱きしめ、さらにリンへの愛おしく思う気持ちは大きくなっていった。

　愛する気持ちが大きくなる分、クリストとのキスは僕の心を荒々しくさせた。

　その夜、リンはもう一度謝るつもりで僕の部屋を訪れた。

　リンのしゅんとした顔を見ているうちに、誰にも彼女を取られたくない思いの渦に呑み込まれ、危うく彼女の身体を奪いそうになった。

　僕は猛省しなくてはならない。

　翌日、ここを離れ王城へ行くことにした。自制心をかき集めるんだ。

　リンは悲しそうだったが、荒々しい男の一面を見せ、彼女を傷つけてしまうよりも離れて頭を冷やす方を僕は選んだ。

　王城へ戻れば毎日の公務は避けられず近隣国へも赴き、会いたくもない令嬢と食事をすることになった。

　パパラッチは毎日僕を追いかけていた。

　だが、アデル寮にいるリンにはそれらの記事は目に触れることはないだろう。もし見てしまったら、リンは悲しむだろう。念のため、リンのもとに残っているフェルにその旨を告げる。

　リンをこれからも大切にしたい。気持ちが落ち着くと、愛しい子に会わないのもそろそろ限界だった。

　夕刻、アデル寮の住居に戻ってみればリンは不在。

　馬場だと見当をつけて行ってみるとリンはいた。

　久しぶりの僕を責めるリンは可愛かった。彼女にならどんなわがままも、どんなことでも叶えてあげたい。

　僕は相当リンに溺れていた。

　コルネリウス学院のパーティーでは、リンに最高のドレスとアクセサリーを身につけさせたい。

　僕がデザイナーに依頼したドレスの色は純白だった。それは花嫁のようで、無垢なリンにふさわしいドレスだった。

　ダンスも皆が注目する中、リンは上手に踊った。彼女を楽しく、美しく踊らせるのはパートナー次第だろう。レッスン期間が短かったにもかかわらずリンは頑張った。

　ダニエラはここでもリンに近づいて嫌味を言い放ったが、僕の愛する人も負けてはいなかった。

「ダニエラさんはアルが好きなんですか？　アルに相手にされないから私に当たるんですか？」と、きっぱりと言い切ったリンに拍手を送りたい。ふたりに気づかれないよう聞いていた僕はスッキリした気分だった。

　後日、ダニエラを呼び出しこれ以上リンに危害を加えるようであれば退学処分にし、社交界に出られなくすると忠告した。

　その彼女は借りてきた猫のようにおとなしくなった。

　これで誰にも妨害されることなくリンと過ごせると思っていたが、それも叶わなくなった。

　クリスマス休暇をワイナリーで一緒に過ごせ、至福のときだったが公務は免れない。そしてワイナリーへ戻るにあたり、父は勝手に決めた婚約者エリーザを連れていくように命令した。エリーザとの婚約は父上と彼女の父親が決めたことで、僕たちが社会人になるまで邪魔が入らないように秘密になっていた。王妃である母上にも知らされずに。僕の妻にエリーザがなることはないと気にも留めていなかった。

　ワイナリーへ連れていっても、エリーザを僕の婚約者とは認めない。あくまでも幼馴染みとしての立場だ。

　僕はリンしかときめかないし、彼女以外目にも留まらないのだから。

　十三歳の頃、落馬して数年間スイスで療養していたエリーザは驚くことに馬に乗りたいと言った。

　リンはエリーザにも優しく、慣れたシェリーに乗りたかったはずなのに即座に譲った。

　領地に入った密猟者の銃声で馬たちが驚き、ふたりは落馬した。リンは大丈夫だからと小雪が舞う中、ジャケットを脱いでエリーザが濡れないようにしてくれたのだ。

　彼女の優しさは僕が求めていた理想の妃だった。国民の気持ちをわかってあげられる心は我が国に必要だ。

　いつしか僕はリンを未来の伴侶として見ていた。

　彼女や母上、みんなで過ごすクリスマスは今までで一番楽しい時間だった。

　僕はリンを散歩に連れ出した。そこで彼女は誰も僕を知らないところに出かけたいと言った。僕も同じだ。リンとごく普通のカップルとしてデートをしたかった。

　母上に出かける旨を伝え、協力を仰いだ。王子である僕が護衛をつけずに出かけるにはかなりのリスクがある。母上の協力がなければ、警備の者に見つかりリンとふたりだけのデートはなくなる。

　思案した母上だが慎重に行動するようにと協力してくれ、僕たちは誰にも見つからずにワイナリーを出て隣国へ車を走らせた。

　ふたりだけの楽しい時間を遊園地で過ごした。そして僕たちは愛し合い結ばれた。

　有頂天になるほどの幸せが壊れるのはその直後。

　リンが公園で指輪を落としそうだから持っていてほしいと言ったのは、計画だったのだ。

　僕たちはホテルのエントランスで父の配下の護衛官たちに囲まれ引き離された。

　リンの悲しそうな顔を最後に僕は意識を失った。

　城に連れ戻された僕は二ヵ月間軟禁された。フェルやエルにも会えず、リンが日本へ帰国したことを手紙で知らされた。もちろん、父上も彼女は日本へ帰国したと言っていたが、信じたくなかったのだ。

　人形のような軟禁生活を終えると、父上はエリーザとの結婚を早めると言った。僕は護衛官の隙を見て、ひとりで車に乗って空港へ向かった。だが、すぐに見つかり追いかけてきた護衛の車と接触して事故にあった。

　幸い怪我はたいしたことはなかったが、眠れなくなり何もやる気が起きず、気力を失った毎日を送った。

　精神的なストレスから失声症にもなり、笑うことも忘れた。

　エリーザとの結婚はいったん保留になった。

　体調はよくなり、公務もこなすようになった。僕の失声症が世間に公表されると人々は腫れ物に触るような扱いをした。

　くだらない会話をして気を遣う必要もなくなり、マスコミは僕を『氷の王子』と呼ぶようになった。

　リンへの想いは募るが、今のこんな状態の僕では彼女に会うことすら叶わない。リンの様子を知りたいと切望する中、彼女はコルネリウス学院のデータにあった東京の住所から引っ越していたことが判明した。

　リンと離れ離れになり八ヵ月が経った頃、ダニエラが折り入って話があると、僕を訪ねてきた。

　城の謁見の間の横にある居間にダニエラを通した。僕のそばにはフェルとエルがいる。

「ダニエラ、突然どうしたのですか？」

　声が出ない僕の代わりにフェルが質問をする。

「あの……アルフォンスさまのお加減はいかがでしょうか……？」

　僕が表情を変えずに座っているためダニエラは怖いのか、おそるおそる若干俯き視線を向けている。

　エルが僕の代わりに口を開く。

「マスコミの報道は事実だ。アルは今、声を出すことができない。で、尋ねてきたのは？　わざわざスイスのフィニッシングスクールからお出ましとは？」

　辛辣なエルの言葉に、ダニエラは泣きそうな顔になった。しかし、グッと下唇を噛み、彼女は顔を上げた。

「アルフォンスさま、在学中リンさまにひどいことをした罪は一生背負っていかなくてはならないことは十分承知しておりますが、実は……私は命令されたのです」

「誰に命令されたのですか？」

　フェルが間髪入れずに詰問する。

「エリーザさまです。アルフォンスさまに愛されているリンさまをなんとかして陥れるように命令されたのです」

「エリーザが……それでお前は今さら懺悔か？　その心境の変化は？」

　エルが呆れた声を出す。

「はい。私もアルフォンスさまが好きでした。しかし、エリーザさまには敵いません。だけど、アルフォンスさまに愛されているリンさまが羨ましくて、エリーザさまの策略に加担することを受け入れたのです」

　僕はダニエラの懺悔を指一本動かさずに聞いていた。

　エリーザが陰で動いていたのはなんとなくわかっていたが、証拠がなかった。

　リンは僕がいないとき、エリーザにひどいことをされたのだろうか？

「本当に申し訳ありませんでした。アルフォンスさまがご病気になられ、リンさまは身を引き……これではいけないと思ったのです」

　ダニエラは椅子から立ち上がると、深々と頭を下げる。

　ハンナを許したリンなら今のダニエラも許すだろう。ダニエラが告白してくれたことにより、父上を説得できる材料ができた。

　僕はサイドテーブルの上にあるレター用紙にペンを走らせた。書いたものをフェルに渡し、彼がダニエラに見せた。

　次の瞬間、ダニエラは安堵したように胸を撫で下ろし、瞳を潤ませた。

「アルフォンスさま、ありがとうございました。私でお力になれることがあればいつでもお申し付けください」

　僕はソファから腰を上げダニエラに近づくと、右手を差し出した。






　ダニエラの証言でエリーザとの婚約は一方的な通告で破談になった。エリーザは最後まで認めなかったが、僕はかまわなかった。

　人を陥れるような冷たい性格の女性がクレーメンス国の未来の王妃であってはならない。

　彼女の最後の言葉は『今のアルフォンスさまは何の魅力もないわ。苦労をするのはごめんだわ』だった。

　エルがエリーザに手を上げないように、ギュッと拳を握りしめたのがわかった。

　今の僕は失声症を患い、エリーザの言うようにこのままではみんなに迷惑をかけるだろう。この状況に焦っていた。

　父上には手紙で今までの経緯をしたため、破談を納得してもらった。渋々だったが、エリーザの行いは事実で父上もそうせざるを得なかった。

　エリーザはクレーメンスを離れたと、アーレ兄弟から報告を受けた。社交界でエリーザのひどい行いが噂になり、ここにはいられなくなったのだ。その噂の出処はダニエラのようだった。






　クリスマスがやってきた。リンと別れてから一年が経とうとしていた。

　あのときのことを懐かしんでいると母上が城を訪れた。

「アルフォンス、大事な話があるの。リンのことよ」

　父上もいるのだが、母上はソファに座る僕の両手に手を重ねてにっこり笑う。

　リンのこと？

「これを見て」

　手にしていたファイルを開いて僕に見せた。それにはリンが赤ちゃんを抱いている写真が添付されていた。

　それを目にした瞬間、僕の心臓はドクンと大きく高鳴り、何かが喉元までこみ上げてくる感覚に襲われた。

「リ……ン」

「アルフォンス、今……」

　母上は大きく目を見開いて僕を食い入るように見つめた。僕も聞き間違いかと思ったが、もう一度口を開いた。

「僕の、子ですね」

　今まで声が出なかったというのに、リンが赤ちゃんを抱いている写真を目にして、一瞬にして治ったのだ。

「アルフォンス！　声が出せるようになったのか！」

　対面に座る父上が腰を上げ、こちらへやってくる。

「私たちに孫ができたのですよ。大変だったはずなのに……」

　リンは九月に出産していた。

　愛するリンは僕の子供を産んでくれていたのだ。ひしひしと嬉しさがこみ上げてくる。

　母上の後押しもあり、僕の子供を産んだリンを父上は認めた。それどころか、王室に訴えたり、何かを要求したりすることをしないリンを見直したようだ。

　そして僕は計画を立て、彼女を迎えに一月、日本へ飛んだ。

　彼女の心が離れていないようにと、切に願いながら。






「アル、何をしているの？　お仕事？」

　城の中庭のテーブルに座り、がっしりとした装丁のノートに万年筆を走らせていた僕は手を止めリンへ顔を向けた。

「リン、いや。ちょっと書き物をしていたんだ」

　執筆を中断した僕はノートを閉じる。

　あの先はもう幸せしかない。それはまた後日綴ろう。

「書き物？」

　リンはコウを抱っこしながら、ノートが気になるようで視線を落とす。

「そう。僕たちの軌跡を。コウや子供たちに僕たちの大恋愛を読ませるためにね」

「うわっ、そんな恥ずかしいことやめて」

　リンの顔がリンゴのように赤く染まる。

「それにコウや子供たちって、そんなのわからないのに」

　照れ隠しにリンはふふっと笑う。

「コウに兄弟を作ってあげたいところだが、しばらくは君を独占したい」

　椅子から立ち上がった僕はノートを手にしてから、リンのこめかみにキスをする。

　リンがクレーメンス国に来てから半年が経っていた。

　明日は国を挙げての僕たちの盛大な結婚式が行われる。僕たちのことはマスコミに取り上げられ、世継ぎを産んだリンは国民に絶大な人気を得て、祝福ムードが続いている。

「アル、子供がたくさんになっても、私はいつまでもアルを愛し続けるわ」

「僕もだよ。中でお茶にしよう。この時間が幸せを実感させてくれるんだ。コウ、おいで」

　コウをリンから片腕に抱き取ると、反対の僕の腕に彼女は腕を絡める。

「今日のお茶は何にしようか？」

「んー、アールグレイティーがいいわ」

　リンがにっこりと笑みを浮かべる。アデル寮の住居でフェルがよく淹れてくれたお茶だ。

　これからも僕たちの愛の軌跡はふたりを分かつ日まで続くんだ。

　誰よりも幸せなおとぎ話のような毎日を。
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